
































御お伽とぎ噺ばなしを翔ける魔女








山本風碧





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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１、君にはばらばらになった童話特有の特とく徴ちよう的てきな要素をかき集めて、再構成し、物語の完結ゴールを目指してもらう。完結にたどり着かなければいつまでも物こ語こから抜け出せないから、頑がん張ばってくれ。

２、君がどの物語に迷まよい込むかは、僕にもわからない。だけど、《この本》に書かれているのはすべて有名な童話だし、すぐに何の話なのかわかると思う。

３、君がどの登場人物の役割を担になっているかは決まっていない。何者になるかは君次し第だいだけど、その判断で物語は大きく色を変えると思う。

４、物語がどの部分から始まるかもわからない。ひょっとしたら話の順番が入れ替わっていて元の話とは別の話になっているかもしれないけれど、君の世界と同じく、時間を巻き戻すことはできないよ。

５、出会ったすべての人物に意味がある。彼らはすべて物語の鍵かぎとなるから、しっかり手がかりヒントを引き出すといい。

６、世界には欠損がある。これは君という異物が入ったがための不具合バグだ。物語が進むと同時にそれが修復されるから、完結への指針にすればいい。欠損は物語によって異なる。自分で見つけてくれ。

７、最後に注意事項だ。致ち命めい的てきな手エ違ラいーが起こったら、それは君の現実世界での死を意味するよ。手違いにはいろいろ種類はあるけれど、例えば登場人物の予定外の死みたいに、物語を不可逆的に壊こわしてしまうことが当てはまる。




そこだけは、充じゆう分ぶんに注意が必要だよ──逆に言えば、読者を納なつ得とくさせられれば、どれだけ脚きやく色しよくをしてもいい。むしろ大だい胆たんなアレンジは歓かん迎げいする。







ほら、──案外、簡単だろう？
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　森というのは、広こう範はん囲いにわたって樹木が密集している場所だと、その昔辞書を引いた時に書いてあった。林との違ちがいを答えさせられたような覚えがある。

　要は木の本数だと思っていたけれど、実際に目まの当たりにすると、違うのは場所の持つ力なのではないかなどと、柄がらにもなくスピリチュアルなことをユウキは考えた。

　森なんて、今の世の中、そうそう行けるものじゃない。

　確かに日本には山が多いし森も多いのだろう。だけど人が住むのは平野であって、山や森に行くには車や電車に乗って田舎いなかに出かけないといけない。

　そうしてたどり着いたとしても、そこにあるのは整備された里山であって、人の手が入っていない本来の意味での森ではないのだと思う。

（富ふ士じ山さんの麓ふもとの樹海ってこんなかな。それとも屋や久く島しまとか？）

　生まれて十七年間、そこそこの都会に住み、行ったこともなかったため、森というものがわからない。ユウキにあるのはテレビのドキュメンタリー番組での知識のみ。

　だけど、たぶん、今ユウキがいるのは森だった。

　あちこちで、うねりにうねった樹木がぶつかり合って一つの巨きよ木ぼくになっている。

　柔やわらかい色の日差しが、ところどころから漏もれているけれど、直射日光が降り注がないため薄うす暗ぐらい。

　空気は水分をたっぷり含ふくみ、とにかく樹木と土の香りが濃のう厚こうだ。

　そしてなんとなく肌はだ寒ざむい。

　Ａ６サイズの古めかしい大学ノートは、この幻げん想そう的てきな森の中で確実に浮いている。

　ノートを開くと、日本語の文章が最初のページだけびっしりと書かれていた。

　ここ数時間、あまりに非現実的な状じよう況きようが続いたので、普ふ通つうにこれが読めることがありがたかった。

　説明書の類たぐいはたいてい読まない。だけど、今はこれに頼たよるしかないと思って、藁わらにもすがる思いで目を通した。

　だけど……その内容がひどすぎた。

　そこには七つのルールが手書きで書かれている。

「冗じよう談だんだよね。じゃないと、これ……あんまりじゃない」

　彼は手順書と言っていたけれど、このルールはひどすぎる。

（わからないって、この短い文の中で何回出てきた？　自分で考えろって、つまり丸投げじゃない!?）

　確かに《あの本》を壊したのはユウキだった。壊したものは直さないとだめだというのはわかる。代わりがないから修しゆう繕ぜんしろというのもわかる。だけど、いくらなんでも、これはあんまりだ。

「せめてね」

　ユウキは空を見上げて叫さけぶ。




「せめて、このお話が何かくらい教えてよ────！」
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　脇わきの下を流れていく汗の感覚が妙みように生々しい。握にぎりしめた手のひらも既にぐっしょりだった。これが夢だとしたら、どれだけリアルな夢なのだろう。

（落ち着いて。落ち着け、わたし──！）

　どんなことでも、冷静になれば答えは見えてくる。こどもの頃から母の代わりを務めていたせいで、土ど壇たん場ばでも肝きもが据すわるようになったはず。

　ただし、こんな状じよう況きように陥おちいったことは一度もない。……陥るわけがないのだ。

（大丈夫。どんな難しいことでも、たいていは、どうにかなるものなんだから！）

　不安を踏ふみつぶそうと、いつものように念じながら、ユウキは記き憶おくを順に遡さかのぼった。




　ふ、と眼まな裏うらに膨ぼう大だいな量の本が浮かんだ。同時に独特の古い紙の匂においも蘇よみがえる。

（そうだ、図書館だ）

　ここに来る前、ユウキは本を寄き贈ぞうするため図書館を訪おとずれていた。

　昭和時代に建てられたという古ぼけた鉄筋の建物は、あちこちがたが来ているように思えた。

　また、人気作の予約数は下へ手たすると三桁けたに上り、そうでなくとも新作は半年くらい待たないと読めないのが常という有様だ。

　自治体は財政難。予算を削けずられていく図書館にとって、本の寄贈は随ずい分ぶん足しになるのだそうだ。

　ユウキの母はそこそこに売れている小説家である。そのため、仕事柄がら、家には資料本がたくさんあった。

　さらに母は無類の読書家なので、仕事部屋の壁かべは三面が本ほん棚だなになっている。ユウキと二つ歳としの離はなれた弟、タクヤに与えられたこども部屋の一面も本棚で、びっしりと児童書が詰め込まれていた。

　それでも収まりきらず、リビングの床にも本が溢あふれる始末。

　そんな状況だったから、積んでいた本が地じ震しんで雪崩なだれを起こしたのはある意味必然だった。

　本に埋うもれて死ぬのは本ほん望もうなんだけど……と半なかば本気で惜おしむ母の尻しりを叩たたき、なんとか納なつ得とくさせたのが図書館への寄贈だった。

　月に一度訪れる図書館。

　ユウキは学校帰りの制服のまま、重たい荷物を早く手放そうとカウンターの前に立って手続きをしていた。

　隣となりのカウンターでは、絵本を上限の十冊まで借りて、ほくほく顔で帰っていく男の子がいた。母親と手をつないで帰っていく姿は微笑ほほえましく、羨うらやましく思う。

　それでもユウキの食指は動かない。家に児童書から一いつ般ぱん書しよまで揃そろっているし、そもそもユウキは本が嫌きらいだ。

　いや──ある時を境さかいに嫌いになったため、個人的には図書館を利用したことがなかった。

　だから、いつもなら寄贈したらすぐに帰っていたのに、その日は違ちがった。

　ワゴンに載のって運ばれていく本の一冊に、ユウキは興味を惹ひかれたのだ。

「あれは？　あの古くて赤い本はなんですか？」

「返へん却きやく本ぼんですよ。すぐに貸し出しできますけど、どうします？」

　ユウキは少し悩なやんで首を横に振ふった。

　借りようにも利用カードがない。作ったこともないし、時間を割さいて作ろうという気にもならない。

「いいです。もう帰りますし」

「そうですか。ありがとうございました。いただいた本は図書館でも人気で、予約がたくさん入っていまして。予算に限りもありますし、人気のある本ばかりをたくさん入れるわけにもいかないので、本当に助かっているんですよ。先生によろしくお伝えくださいね」

「いえ、こちらも助かっているので」

　司書の謝礼も耳半分に、ユウキはふらふらとカウンターを離れていた。

　十メートルほど離れてワゴンを追いかけたけれど、ユウキの目は不思議と本をしっかりと捉とらえたままだった。

　というより──あとから考えると、この時ユウキは目が離せなくなっていたのだ。

　それは古い、とても古い本で、見たことのない装そう丁ていをしたものだった。

　分厚い赤茶けた表紙と裏表紙の間に、まさかこれが羊皮紙？　と一いつ瞬しゆん疑ってしまうほどに焼けてしまったゴワゴワの紙が、やはり古びた紐ひもで綴とじられていた。

（あれは今の時代の本？　なんだか貴重そうなのに一般で貸し出せるものなの？）

　本を載せたワゴンはきぃ、きぃと引きつれたような音を立てながら、天てん井じよう近くまである本棚の隙すき間まを運ばれていく。

　やがて本は、いくつもの角を曲がり、人ひと気けのないエリアへと向かった。

　一般書と児童書という二つの人気エリアの丁度真ん中辺りにある、コの字にくぼんだスペースだった。

　学術書などが置いてある、ユウキが絶対に足を止めないエリアのさらに奥おく。周りの本棚で死角になって、周囲から目が届かない。だから、こんな場所があったなんてと驚おどろいた。

　ユウキは司書が本を置いていなくなったのを見計らって、そのスペースに近づく。そこには同じように古ぼけた本がまとめて置いてあり、上部に掲かかげられた案内を見ると寄贈図書コーナーと書いてあった。

　窓がない。薄うす汚よごれた壁に囲まれた、ちょっと落ち着かない場所。

　壁が迫せまってくるような圧あつ迫ぱく感に、ユウキはなんとなく胃が重たくなるのを感じた。

　だが興味に勝てず、棚たなに差された赤い本を取り出した。

　古い表紙には、手書きふうの草書体でタイトルが書いてある。

「御お伽とぎ噺ばなし奇き譚たん？」

　つぶやきながらなぞる。著者名は書かれていない。気になって奥おく付づけを見ようとした時だった。

　傷いたんでいたのだろうか。本を綴じていた紐がぷつっと音を立てて切れた。

「うわ！」

　パラパラパラ──紙が舞まう。

　まずい──そう思って、落ちていく紙を受け止めようとしたその時。




　ぐるり。ユウキの天と地が逆転した。
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　気がつけば、辺りは真っ暗だった。目を閉じているのかと思って、何度か瞬まばたきをするけれど、暗くら闇やみは去ってくれない。

　だが次し第だいに目が慣れてきたのか、目を開けた時に星の瞬またたきが映るようになった。ほっとしたのもつかの間、ユウキは目を凝こらす。

（あれ？　いや──星じゃない）

　それは空中に浮くアルファベットだ。白く輝かがやく文字たちは、ぶつかり合い、反発したり、つながったりしている。

　ぼんやりと目で追っていると、視界の隅すみでつながった文字があり、ユウキはなんとなくそれに見入った。

『youkoso,otogibanasinokunihe』

　まるでタイプしたかのようにその文字がつながって、くるりと半反転したかと思うと

『ようこそ、御お伽とぎ噺ばなしの国へ』

　と変へん換かんされた。

（なあんだ。大きなスクリーンがあるだけ？）

　それならばまだ常識の範はん囲い内。さっきのは夢──きっと映画館で寝ねてしまって寝ぼけているのだと思った。

　ほっとして現状を把は握あくしようと手を伸ばす。

　だけどユウキの手はいくら伸ばしても空くうを切り、何の感かん触しよくも摑つかまない。

　見かけよりも遠いのだろうかと一歩足を進める。だけど、文字は同じ場所に浮いているのに大きさを全く変えない。

　二歩、三歩と足を進める。やがて十歩進んだけれど……届かない。

（え、つまり、この文字って空間に浮いているの？）

　あまりに現げん実じつ離ばなれした現象に恐きよう怖ふがぶり返し、全身に震ふるえが走る。ユウキは目を見開いて、つぶやいた。

「つまり……これって、やっぱり夢だよね？」

　それは、むしろそう思いたいという願望だった。

　定番すぎるかもしれないけれど、頰ほおをつねってみる。確かに痛い。だが夢は覚めない。肩で切り揃そろえた髪かみを引っ張ってみる。それでもだめだ。

（目が覚めない!?）

　じゃあどうすれば──と愕がく然ぜんとしていると、カタカタ………とキーボードを叩たたくような音が響ひびいてユウキは我に返った。

　文字が瞬き始め、現れた文章に血の気が引く。

『bensyositene──弁べん償しようしてね。kicyonahonnnannda──貴重な本なんだ』

　全身に寒気が走る。夢でなかったら本当にこれはどういうことなのだろう。再び文字がひらめき、ユウキは今度は何？　と構えて目を見開く。

　すると、突とつ如じよ耳にくぐもった低い声が響いた。

「世界に一冊のね」

　驚きよう愕がくで瞬きをした直後、文字がいきなり一点に集結したかと思うと、あっという間に人の形を作った。

「…………え」

　──いや、それは正確には『人形』の形だった。

　どんな怪かい物ぶつが現れるのかと身構えたユウキの前に、なぜか茶色のクマ。クマの着ぐるみの頭部だけを被かぶった人がいたのだ。

　クマは笑っている。癒いやし系のその姿はぱっと見には、ゆるキャラっぽいと思ったけれど、本当にこんなキャラが実在するのかまではわからない。

　ただ、顔から視線を逸そらすと今度は身体からだが目に入った。肩かた幅はばが広く、胸は平ら。

　そして何の冗じよう談だんなのだろうか。クマの着ぐるみとは一番相あい性しようが悪いのではないかと思える、黒の学生服を着ていた。
















「あ、あなた、誰？　ここは……」

　シュールすぎて怖こわい。どう考えても危ない人だ。

　それでも日本語を話す人間だ。このわけのわからない空間で一人なんて嫌いやだった。すがって孤こ独どくを癒いやしたかった。

　だけど、つぶらな愛らしい瞳ひとみで見つめ返されて、思いとどまる。

　クマは笑え顔がおを浮かべていた。

　それが醸かもし出だす雰ふん囲い気きと全く合っていなくて逆に怖くなり、口が質問の続きを吐はき出すのを拒こばんだ。

　そんなユウキにクマは答えた。

「僕は、グリム」

「…………」

　顔が引きつる。

（ああ、やっぱり変人だ。うん。これはなるべく刺し激げきしないほうが絶対にいい）

　そう思うものの、じわじわと広がる沈ちん黙もくが恐おそろしすぎる。

　表情はわからないが、どうだ、とでも言いたげな雰囲気があった。

　名前についてさらりと流したいけれど、触ふれないのも怖いと、ユウキは尋たずねた。

「…………グリムって、あのグリム童話のグリム？」

「知ってるんだ？」

　ユウキは頷うなずく。本を読まなくなったユウキでも知っている有名な童話作家だ。

　家にも童話全集がある。自分で読んだことはないけれど『グリム童話』という作品名を知らない人間のほうがきっと珍めずらしい。

「ええと、シンデレラとか、白しら雪ゆき姫ひめとかを書いた……」

　ユウキはアニメーションや実写映画などに映像化された有名な童話の名をあげていく。

「うん──いや、正確に言えば書いてはないかな。彼らはいろいろな土地を巡めぐっては、民間伝承を拾い集めて、まとめあげたんだ」

　どことなく嬉うれしそうにグリムは言うと、「他には？」と続きを促うながした。

「あとは人にん魚ぎよ姫ひめとか？」

「……それはアンデルセン」

　たちまち空気が凍こおりつき、ユウキは顔を引きつらせる。グリムと名乗るくらいだ。初歩的な間ま違ちがいが癇かんに障さわったのかもしれない。

「じゃ、じゃあ眠ねむり姫ひめとか！」

　ユウキは挽ばん回かいを試みる。だが、

「……眠り姫、いや、眠れる森の美女はペロー。グリムの類話のタイトルは茨いばら姫ひめだ……なあんだ、全然知らないじゃないか。君の母親は作家じゃなかった？　しかも結構有名な」

「な、なんで知ってるの……」

「寄き贈ぞうされた本の持ち主だろう？　司書たちのうわさ話が聞こえてくる」

　クマの着ぐるみは、どこかうんざりとため息を吐いてうつむいた。

　ため息が消えると同時に、耳が痛いほどの沈黙が落ち、ユウキはパニックに陥おちいりかける。圧あつ迫ぱくするような周囲の闇やみもそれを助長した。

（こわい、こわい、こわい……！）

　やがてグリムは顔を上げ、ユウキは思わずあとずさった。

　クマの目がつぶらな丸から赤い三角に変わっている。──怒いかり顔がおに変わっていたのだ。

　もし明るいところで見たのなら、きっとシュールで可か愛わいいと言っていたと思う。顔の変化にも仕し掛かけがあるのだと感心すると思う。

　だが、今の状じよう況きようではこのシュールさを理解できない。逃にげ出したいのに足がうまく動かない。動かし方がわからない。

「うん、童話に詳くわしくなくても、ちゃんと責任は取ってもらわないといけないんだ。壊こわしたら直す。それが人としての礼れい儀ぎだからね」

　怒おこった顔のクマは言う。ユウキはふと、彼の手元に綴つづり紐ひもが握にぎられているのを見てしまう。

　本能で身体が動いて、ユウキは後ろを向いて走りだした。

　だが、いくら走っても距きよ離りが開かない。さっき文字を追いかけた時と同じく、この空間には果てが見えない。

　ゼイゼイと息が上がる。顎あごから汗が滴したたり始める。それでもすぐ後ろにクマがいる。──いる気配がある。

　やがてユウキは逃にげることを諦あきらめた。こうしていても、体力を失うだけだとわかったのだ。

　額に浮き上がる大量の汗を拭ぬぐうと、思い切って振ふり返かえった。やはり、先ほどと同じ位置にクマがいた。

「ど、どうすればいいの──わたし、まだ学生でお金ないんです」

　それでもお金で解決できればどれだけいいだろうと思う。こんな状況、一秒でも早く抜ぬけ出だしたい。

「学生？　大学生には見えないけれど」

「高校生です」

「ああ、高校生は学生って言わない。大学生未満は生徒っていうんだ」

「…………」

　言葉にうるさいのは母と同じだ。ムッとしたけれど、今の状況で反はん抗こうするほど図太くない。どう反応していいかわからなくて固まっていると、クマは肩かたをすくめた。

「まあ、いい。──とにかく、君には壊した本を元通りにしてもらいたい」

　ユウキは目を見開いて辺りを見る。だが、そこには闇しかない。

「でも、肝かん心じんの本がないのに修しゆう繕ぜんとかできない！」

　クマはクッと喉のどを鳴らして笑った。

「今、君はあの本の中に入り込んでいるんだ。だから手元にあるわけがない」

「…………はぁ、……はあ？」

　意味が全くわからなかった。

「若いのに随ずい分ぶん頭が固いな。この世の中にどれだけたくさんの異世界放ほう浪ろう記があると思う？　『ナルニア国物語』くらいは読んでいるだろう？」

「…………」

　本ほん棚だなでタイトルを見たことはあった。母が揃えてくれた児童書は、こども部屋を占せん領りようしている。部屋の主が全く手を付けなくとも、減ることもなく増え続けている。

　図書館ではこどもに人気の本を譲ゆずって欲ほしいと言われているし、その『ナルニア国物語』など、映画化もするほどのベストセラーなのだ。寄贈してもいいのではないかと何度か訴うつたえたけれど、母は全く聞き入れてくれなかった。

『これはあなたの財産になるの。だからここに置いておくわね』

　寂さびしそうに微笑ほほえむ母の顔を思い出したとたん、急激な寂せき寥りよう感が湧わき上あがった。

（お母さん、ねえ、助けて。わたし、本の中に、閉じ込められちゃった──）

　思わず助けを求めかけたユウキの耳に、グリムの呆あきれたため息が響く。

「読んでないの？　あの名作を──信じられない」

　その口調が母の口調とかぶる。

『せっかく揃えてあげたのに、どうして読んでくれないの？』

　時に悲しげに、時に苛いら立だたしげに母はそう言った。

　いくら他のことで頑がん張ばっていても、物語を愛さないユウキを母は絶対に認めない。出で来き損そこないだと思っているのだ。

　母の不ふ機き嫌げんな顔が優やさしい母の顔を上書きした。とたん理り不ふ尽じんさに、抑え込んでいた反発心が恐れをはねのける勢いで噴ふき出だした。

「そんなの人の勝手だよ。大体たくさん読まれているからって面おも白しろいかどうかまではわからないじゃない。──面白いかどうかを決めるのは、わたしなの！」

「ふうん？」

　グリムは楽しげに相あい槌づちを打つ。ふと見ると、三角だった目が元のつぶらな丸に変わっている。嵐あらしの前の静けさだろうかとユウキが身構えると、グリムは言った。

「てんでだめかと思ってたけど……案外使えるかもしれないな」

「どういう意味？　とにかく、ここから出して！」

　一度蓋ふたが外れたせいか、怒りはどんどん噴き出してくる。だがグリムは全く気にすることなく、ひょいと肩をすくめた。

「だから言っただろう。本を──物語を修復しなければ、ここから出すことはできないよ」

　グリムが先ほどの紐を目の高さに掲かかげる。それはよく見ると、本を綴とじていた紐だった。

　グリムの足元がぼんやり光る。目線をやると、そこには、あの本に綴じられていた紙がばらばらに散らばっていた。

　ユウキが暗闇に落ちる直前に見た映像だ。

　思わず手を伸ばす。だがまたも手は空を切り、ぞっとする。

「あーあ。ページがばらばらになったせいで、物語がぐちゃぐちゃだ」

「じゃあ、ここから出してくれたら、元通りに戻すから──」

「君が外に出て直せるという保証がどこにある？　グリムとアンデルセンとペローの違ちがいもわからないくせに」

　痛いところを突つかれてユウキは黙だまるが、すぐに反論した。

「でも、ここにいても直せるとは思えない」

「大だい丈じよう夫ぶだ──君が中に入り込んで、物語を正しい方向に導いてくれればいい」

「…………中？」

　意味がわからず目を瞬かせると、彼はやれやれとため息を吐いて言い直した。

「君には物語の登場人物の一人になってもらう。そして脱だつ線せんしかけた物語を軌き道どう修正して、最後まで導くんだ」

　登場人物になる。頭の中で何度か繰くり返かえすと、なんとか意味がわかった。

「演劇みたいな感じで、役割が振られるってこと？」

　と尋ねると、そんな感じと返ってくる。

　だけど──やっぱり納なつ得とくはできない。

「脱線？　軌道修正って、そんな必要があるの？」

　ばらばらになった物語を元に戻す。ただそれだけのはず。

　だとすると、パズルみたいに話のエピソードを並ならべ替かえればいいだけだと思った。

　だがグリムは首を横に振る。

「この本は『生きた物語』が入っているから、当然だよ。一度壊れたものが同じ形に戻るわけはないじゃないか」

「生きた？」

「どんな創作物にも言えるけれど、登場人物というのは創作者の魂たましいを切り分けて作り上げているんだよ。そうして初めて命が宿る」

「……」

　胸がドクンと跳はねる。その言葉はよく母が言っていた言葉で──昔読んだインタビュー記事にも書いてあった。

　続きはこうだ。

　──だから、どの子もわたしの大事なこども。どの子もかけがえのない宝物なのよ──

「だから、登場人物は作者のこどもとなんら変わらない。どの子もすべてかけがえがなく、大事に思っているんだ」

　グリムの声が母の言葉と重なってユウキはめまいがした。

　母の言葉を思い出すたびに、いつもユウキは心の中で問いかけている。じゃあ、わたしは？　と。わたしと、その子たちとどっちが大事なの？　と。

「……それがなんだっていうの？」

　なんとか自分を保とうと、つっけんどんに言うけれど、持論の吐と露ろに熱中しているのか、グリムは熱弁を振るい続ける。

「命を持つということは、彼らが構成する物語は増ぞう殖しよくし、拡かく散さんするということだ」

「拡散？」

「生命の定義を知らないのか？　自己増殖能力、エネルギー変換能力、恒こう常じよう性せい維い持じ能力などがあげられるだろう？　つまり命を持ったキャラクターは、作者の意図を無視して独り歩きするものなんだ」

　──キャラクターは、自分の意志で動き始めるんです。そうしたらもう作者とは別の生き物として生き始めるんですよ──

　それも母の言葉と同じ。思い出したくなくて封ふうじ込こめた言葉の一部だ。ただでさえ理不尽な状況に追い込まれているというのに、この上何の嫌がらせだろう。

（もう、いや。こんな話に付き合ってられないよ！）

　話題を変えたいユウキは結論を急いだ。

「だからわたしに、勝手に動くキャラクターの手た綱づなを握って、正しい道に導けとでも言うわけ？」

　半ばやけくそな言葉にグリムのクマの顔が笑顔になる。

「なかなか優ゆう秀しゆうじゃないか。うん、やっぱり素質は充じゆう分ぶんだ」

　及きゆう第だい点てんをもらって、先の見えない閉へい塞そく感かんから僅わずかに解放された時だった。

　とん、と肩が押され、ユウキは後ろに倒たおれ込む。

「じゃあさっそく、行っておいで」

「え──？」

　気がついた時には、再び天地が逆転しかけていた。

　ぐるぐると回り始める世界の中央に、クマの着ぐるみ頭がたたずんでいる。

　ジェットコースターの頂上で、今から落ちることを知っている──その状況にすごく似ていると思う。

　後ろの車両が頂上に達したら、そこから、一気に落ちる。

「え、ちょっと待って──それだけ!?　もっと詳しよう細さいとか！」

　ユウキはゆっくりと重力に引きずられ、半なかば発はつ狂きようしていた。

（いやだ、落ちる。落ちたくない!!）

「あ、そうだ。はい、これ手順書」

　忘れてたと言わんばかりに小さなノートを手て渡わたされる。

（要いらない！　要らないから、せめてこの場にとどまりたいんだけど！）

　ユウキはグリムの手に手を伸ばすが、やはり虚むなしく空を切った。

　同時に、支えていた糸が切れたかのように、身体が空中に投げ出される。

「いや、ちょっと待って！」

　空中でもがく。だけど、グリムはどんどん遠くなっていく。




「きゃあああああああぁあああ────！」




　重力に任せて、どこまでも落ちていく。

　やがて悲鳴が尽つき、どん、と地面に身体が打ち付けられた衝しよう撃げきでユウキの視界は完全に黒に変わっていた。
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　そして、目覚めるとそこは森だった。

　困った時のスマホ頼だのみと立ち上げてみるものの、取り囲む濃のう密みつな緑に予想したとおり、電波は圏けん外がいだった。

　地図アプリを見てみようとしたけれど、通信ができなければ当然、画面はグレー一色。他のアプリも同様でエラーを続出した。

　動作確かく認にんが取れたのは計算機と写真とオセロゲームのみで、今は全く役に立ちそうになかった。

　もうちょっと使えるアプリを入れておけばよかった……とスマホをスカートのポケットに入れると、ユウキは目を泳がせる。

　かたわらには背負っていたリュックサックと手のひらサイズの手順書──というより単なる大学ノートが一冊。

　リュックの中には教科書が数冊と、筆記用具、ハンカチにポケットティッシュ。それに飴あめ玉だまが一つ、空の弁当箱と、飲みかけのペットボトルの水が入っていた。

　ノートを開いてみると、むちゃくちゃなルールだけが書かれていて、叫さけんだところで、今に至るのだ。

　最初グリムに聞いた話から想像したのは、どこまでも二次元の世界。

　紙かみ芝しば居いがばらばらになってしまって、それを元の話の順に並ならべ替かえる──そんな印象だった。

　だけど、実際の世界は二次元ではなく、れっきとした三次元。

　当初予想したようなメルヘンな世界ではなく、文章としては書かれていない圧あつ倒とう的てきな情報に溢あふれて、生きていた。

　濃こい森には鳥の鳴き声が響ひびき、ちょろちょろと小川のせせらぎも聞こえてくる。

　美しい風景は、家電量販店に置いてある最新型の大型テレビで見るよりもさらに鮮あざやかだった。

　だが世界は美しいだけではない。羽虫はところどころに群れを作っているし、足元はぬかるんでいる。こういう場所には蛇へびがいると、テレビで観た覚えがある。

　これは本当に物語の中なのだろうかと、疑うくらいにリアルな世界。

　膨ぼう大だいな情報に圧倒されながら、ユウキは途と方ほうにくれた。

　どのお話かわからない。どんな役割を与えられているのかもわからない。そしてどこからスタートするのかもわからない──という、わからないことづくし。

　ユウキは、たいていのことは質さえ問わなければやり過ごせることを知っていた。幼い頃から、母が家事を全くせず（できなかったと言っていい）、必要に迫せまられて家事と育児を体当たりでこなしてきたからだ。

　だが、そんなユウキでも、ここまでの事態にぶち当たってしまうと、一体どう動けばいいのか見当もつかない。ただノートをじっと見つめ続けていた。

　すると無情にもユウキの身体からだは空腹を訴うつたえ始める。

　きゅうう、とお腹なかが鳴って、飢き餓が感かんにこれが現実なのだと思い知らされる。

　手持ちの食料は飴玉一つだけ。食べるべきか我が慢まんすべきか悩なやんで、結局はポケットにしまい込んだ。いざという時まで取っておこうと思ったのだ。

（ああ、このままじゃわたし、飢うえ死じにする？）

　そう思った時だった。

　ふと脇わきの草むらががさりと音を立て、黒い影かげが飛び出してきた。

（まさか、クマ!?　餓が死しも嫌いやだけど、食べられるのはもっと嫌!!）

　ぶわっと噴ふき出だす冷ひや汗あせ。ユウキは反射的に後ろを向くが、逃にげ出だそうとした足がまるで言うことを聞かず、その場に倒たおれ込こんだ。

（うわあああ、絶体絶命！！！）

　ユウキは真っ青になる。

（こういう時って死んだふり!?　いや、でも死んだふりってだめだってテレビか何かで言ってた気がする──ああ、なんでもっとちゃんと見てなかったんだろ！）

　山なんか縁えんがないし、と流し見た自分を恨む。近づく足音に、万ばん事じ休す、とっさにユウキは目をつぶった。

　だが、

「…………あんた、なんでこんなところにいるんだ？　追っ手……じゃないよな？」

　高くもなく低くもない中性的な声に、ユウキは目を開ける。恐おそる恐おそる後ろを振ふり向むき……直後、極限まで目を見開いた。

　そこにいたのは、クマではなく、レースとフリルで飾かざられた豪ごう華かな赤いドレスを着た、御お伽とぎ話ばなしに出てきそうなお姫ひめ様さまだったのだ。
















　森の景色とはそぐわないけれど、自分のセーラー服姿とどちらがましだろうか、と半なかば呆ぼう然ぜんとしたユウキは思う。

（あぁ、ってことは、ここはお姫様が存在する世界ってこと？　やっぱり、グリムの言ったことは本当で、これは現実なんだ……）

　相手の少女も驚おどろいたのだろうか、まじまじとユウキを見つめていた。

「あんた…………一体何者だ？」

　珍ちん獣じゆうでも見るような目つきに怯ひるむ。だが、それを問いたいのはユウキのほうだった。

（あんた？）

　可か憐れんな姿に似合わない口調に戸惑いつつ、

「あ、あなたは──お姫様？」

　と尋ねると、とたんにお姫様然とした少女は「やっぱり追っ手か！」と、踵きびすを返して逃げ出した。裾すその広がったドレスを重そうに引きずって、危なっかしい足取りで。

　慌あわてたユウキは、彼女を追いかける。

（情報が逃げちゃう！　この際誰だれでもいい。この状じよう況きようを確認させて！）

「ちょっと待って！　追っ手とか、そういうんじゃないし！」

　ユウキが声をかけた瞬しゆん間かんだ。

　少女は何かに躓つまずいたかと思うと、その場に崩くずれ落ちた。ユウキは驚いて彼女の傍そばに駆かけつけると、抱だき起おこそうとする。

「触さわるな！」

　少女は乱暴に手を振ふり払はらうが、力は随ずい分ぶんと弱々しい。

「ちょ、ちょっと！　あなた真っ青──」

　青い──というよりは、とにかく顔が紙のように白い。ユウキは息を吞のむ。

　目を凝こらしたあと、一度ギュッと目をつぶる。

　一呼吸して、もう一度目を開ける。だが、目に入る映像は変わらない。

　上を見て確認する。木々の隙すき間まにある空は眩まぶしいくらいに見事な青。

「……青いよね」

　次にぐるりと周囲を見回した。森と称しようした木々の集まりは萌もえ黄ぎ色から深緑、様々な緑色を使った見事なグラデーションを作り出している。

「うん、綺き麗れいな緑色」

　最後にユウキは目線を少女に戻し、何度も瞬まばたきをする。

　……が、やはり、先ほど見た映像と同じ。少女のドレスは赤。だけど少女だけ色がついていない。

　白黒だったのだ。

　グレースケールとでも言えばいいのだろうか。

　肌はだが真っ青と思ったのは色が紛まぎれもない《白》だったから。本来色の付いているはずの唇くちびるも薄うすい灰色。ゆるく編み込みが作られた腰こしまである長い髪かみは、濃い灰色に見えるけれど、きっと、もっと違ちがう色なのだと思う。

（こ、ここの人間って色が付いてないの!?）

「あんた、何、きょろきょろしてんの」

　声に我に返ると、少女が訝いぶかしげに見ていた。少女は苦しげに顔をしかめている。腕うでに大きな切り傷を抱かかえているようだった。

　ただし、血と思える液体は赤ではなく濃い灰色で、かなりの量がにじみ出ている。

　それを見てはっとする。

（もしかして──世界の欠損って、これ!?　色のこと!?）

　ユウキは頭の半分でそう思いながらも、残りの半分はどうやって怪け我がを治ち療りようしようかと焦しよう燥そう感かんに駆られていた。

（そうだ。確か、足も怪我してたはず！）

　ごめんね、と断って裾をめくると、少女は毛を逆立てた猫ねこのように抵てい抗こうした。

「おい、やめろよ！　構うな。ここから今すぐに立ち去れ！」

　だが、ユウキの耳にはその言葉は届かない。切り傷と泥どろだらけという（色が見えないため確信は持てないが）、ひどい有あり様さまの足に釘くぎ付づけになってしまったのだ。

「なんで靴くつ履はいてないの!?　これ──破は傷しよう風ふうになっちゃう！」

　母は、ユウキやタクヤが怪我をするたびに、そう脅おどして豪ごう快かいに消毒液をぶっかけた。

　言葉を操あやつる職についているだけあって、母の物語めいた病びよう症しよう説明は怖こわかった。

　──破傷風っていうのは、そうね、ある日突然、悪魔が身体の中に住みつくような病気なの。傷口から入った悪魔は身体の中でどんどん増えて、一斉に身体の内側から尖とがった槍やりでところかまわず突き刺さし始めるの。いくら痛い、やめてって言っても、悪魔は喜ぶだけで絶対にやめてくれない。痛みで狂いながら死んじゃうなんて、嫌でしょう？

　母の言葉に泣きながら治療を耐たえたことを思い出してユウキは震ふるえた。

（この世界に消毒液ってあるの!?　怖いのは破傷風だけじゃないし。もっと怖い菌きんがいるかもしれないし！）

　ユウキは慌てて辺りを見み渡わたすと、耳を澄すます。どこかで水音がしていたから、きっと近くに水場があると思った。

「ちょっと待ってて！」

「いや、だから構うなって──耳が聞こえないのかよ」

　少女の制止を振りきって、ユウキは駆け出す。彼女が言うとおりに構わないほうがいい──と、どこかでもう一人の自分が叫ぶけれど、とてもじゃないが放っておけない。

　だけど、あんなひどい傷は日常でお目にかかることはめったにないし、消毒液だって持っていない。

（わたしに、できるの？）

　自信が陰かげったとたん恐きよう怖ふが足元から這はい上あがる。

　それでも、しんとした空気がユウキをその場に縫ぬい止めていた。

　静まり返った森に人の気配はない。目を凝らしてみようとも森は薄暗く、出口など見えず、獣けもの道みちさえ見つけられそうにない。

　木こ漏もれ日びが差し込み、ユウキを一人だけ浮かび上がらせた。相対的に闇やみが濃くなり、まるでスポットライトのよう。

　足が闇の中に沈んで、引きずり込まれそうになる。

（ここで逃げたら、わたしは、一人だ。そして、あの子も、一人）

　ユウキは忽こつ然ぜんと下りてきた考えに我に返る。

（今、ここにはわたししかいない。わたしが助けなかったらあの子は死んでしまうかもしれない！　それは──いや。なんとかしないと。できる範はん囲いでなんとかしないと！）

　とにかく怪我は何を差し置いても洗うのが第一だ。腹が決まると同時に基本を思い出して、自らを奮ふるい立たせて岩から下りると水音を頼たよりに川を探す。

　運良くすぐに小川が見つかった。水が澄んでいるのを確認したユウキは歓かん喜きに顔を輝かがやかせる。

（よかった！　まだツキはある！）

　ユウキは元の場所へ戻ると、少女の肩かたの下に身体を潜くぐらせた。

　少女はユウキより少しだけ背が高い。そのせいだろうか。華きや奢しやに見えるのに案外重いと思いながら、僅わずかに意識のある少女を支えて歩いていく。

　そして川にたどり着くと、まず彼女の腕を洗ってハンカチで止血する。続けて足を水に浸ひたした。

「ってえ」

　気持ちはわかるが呻うめき声ごえが残念すぎると思いながらも、必死で泥と血の混じったものを落とす。

　ユウキも昔、擦すり傷きずをタワシでゴシゴシ洗われたことがある。そのくらい念入りに泥を落とさないとまずいのだ。

「やめろって、やめてくれ！　死ぬ！　死ぬ!!」

　少女は断だん末まつ魔まのような叫び声を上げて騒さわぐ。

　あまりの大げささにユウキはかえって安心した。これだけ元気ならすぐには死にそうにない。それなら遠えん慮りよは要いらない。

「大だい丈じよう夫ぶ、これで死にはしないし！　むしろ洗わないと死ぬから！」

　バッサリと切り捨てると、少女は騒いでも無む駄だだと諦あきらめたのか抵抗をやめ、袖そで口ぐちを嚙かんで歯を食いしばった。

（あれ？　か弱そうなのに案外、肝きもが据すわってるんだ……）

　静かになった少女の足を洗い続けると、だんだん傷口が露あらわになる。出血の割には傷が浅いことがわかりほっとする。

　ただ足首がひどく腫はれているのはどうしようもない。これはひねったか折ったかしているのだろう。

「よく我慢したね。──動かせる？」

　聞くと、少女は拷ごう問もんに似た治療が終わったことに安あん堵どしたのか、小さく頷うなずく。

「たぶんひねっただけ。慣れない靴履いてたせいで転んだ」

「靴はどこ？」

　少女はドレスと同じ色の赤い靴をポケットから取り出す。

　右片方だけの靴には七センチくらいのヒールが付いている。これで山歩きは確かに無理だろう。

「左のは、ムカついて捨ててきた」

　口調からなんとなく察していたけれど、結構過激なお姫様みたいだ。

（あぁ、もともとはきっと綺麗な足首だっただろうに……傷だらけでもったいない……）

　そんなことを考えながらもう一方の足の傷を診みてほっとする。こちらは小さな切り傷だけみたいだ。

　自分のリュックサックを漁あさるが、使えそうなものは見当たらない。

　少女の靴を調べてみる。もしヒールが簡単に取れそうなら取ってみようかと思ったのだ。

　しかし靴は頑がん丈じようだった。それによくよく考えるとヒールの高さは計算して作られているはずだ。取ったら逆に歩けない可能性がある。

　使えないと靴を諦めたユウキはそれをリュックにしまう。自分の靴くつ下したを脱ぬぐと、何枚か硬かたそうな葉っぱをちぎってきて中に敷しき詰つめる。そしてその上に柔やわらかそうな葉っぱを敷しいてクッションにした。

「嫌かもしれないけど、ちょっと我慢して」

　少女に履かせるが、中に詰つめたもののせいか、足がユウキよりも大きいのか、少し窮きゆう屈くつそうだ。

　だが、裸足はだしより絶対にましだ。

「とりあえずもうちょっと休めそうなところまで行こう。そしたら、わたしが助けを呼んでくるから」

　少女は首を横に振ってぽつんとつぶやく。

「……助けは要らない。それより逃げないと」

「助けは要らない、逃げるって、この足で？　無理だよ」

「死ぬよりはましだから」

「死ぬ!?」

「捕つかまったら……殺される」

　思っていたよりも壮そう絶ぜつな状況にユウキは絶句した。

　少女は悲ひ壮そう感の漂ただよう顔でユウキの手を振り払い、傷だらけの足を踏ふみ出だす。そして痛みに呻いた。

「お願い、やめて。その足では無理だから」

　背負って逃げられるだろうか──そんなことが頭をよぎる。

　けれど、すぐに新しい考えが頭に浮かんだ。

（逃げるって、一体どこへ？　この場所がどこかもわからないのに。助けて欲ほしいのはわたしのほうなのに）

　すると少女は、ユウキの心を読んだかのように小さく笑った。

「大丈夫だって。少し休めば。だから──行きなよ。他にすることあるんだろ？」

　そのまま顔を伏ふせた少女の前で、ユウキは逡しゆん巡じゆんする。

（わたしはこの子の役に立てない。大丈夫って言ってるんだから大丈夫だよ、きっと。それより、早く本を修しゆう繕ぜんして、帰らないと！）

　だが足は意志とは裏腹に、全く動こうとしない。

　うずくまる少女の心細そうな背中が、なぜか弟と重なる。忙いそがしい母に代わって、面めん倒どうを見続けていた世話のやける弟タクヤに。

『ねえちゃん、おれ、一人でも大丈夫だから』

　強がって笑うタクヤが目に浮かぶと、もうだめだった。

（やっぱり放ってはおけない！　置いて行ったら、絶対後こう悔かいするに決まってる！）

　腹を決めたらすっきりする。彼女に肩を貸すと、ユウキは歩き始めた。

「一いつ緒しよに逃げるよ。どこに行けばいいの？」

「え、なんで？」

　少女は信じられないという顔でユウキを見る。

「だって困ってるよね」

「でも巻き込むわけにいかない。危ないし──正直、信用できないってのもある。あんたが味方とは限らないだろ」

　言いにくそうに、でも、きっぱりと少女は言った。

（タクヤと違って、しっかりしてるなあ。それもそうか。わたし、この世界じゃ完全なる不ふ審しん者しやだもんね）

　知らない人の過分な親切は、ユウキでも裏があるんじゃないかと疑ってしまう。タダより高いものはない──家計を切り盛りするユウキにはよくわかっていた。

（でも……たぶんこう言えば受け入れてくれるんじゃないかな）

「じゃあ、交こう換かん条件ってのはどう？」

　無む償しようの親切に疑いがあるのならば、対価があればいい。ユウキが提案すると、少女は面おも白しろそうに眉まゆを上げた。

「困った時はお互たがい様──つまり、わたしも見返りが欲しい。わたしは今ここで迷子なんだ。行いく宛あてもないし、一人にされてもどうしていいかわからない。だから、あなたを無事に逃にがしたら、今度はわたしを助けて。それならどう？」
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　ギブアンドテイクというユウキの案が気に入ったらしく、少女は頷うなずいた。

　契けい約やくは成立し、ユウキは左足を引きずる少女を支えて森をさまよった。

　足をぬかるみに取られ、思うように先へ進めない。

　最初に頭上にあった太陽はじわじわと傾かたむいていく。陽光を追いかけながら少女の希望を聞きつつひたすら西へと向かう。彼女は東から逃にげてきたらしいのだ。

　ぬかるみがなくなったかと思うと、今度は岩が増えて足元が悪くなり、足に疲ひ労ろうがどんどん溜たまった。

　お腹なかが空すいたけれど食べ物は飴あめ玉だま一つ。さすがに一人で食べるわけにはいかないし、かといって、快く少女にあげられるほど人間もできていない。

　悩なやんだ末に、とりあえず、どうにもならなくなるまでは保険に取っておくことに決めた。

　せめて水でお腹を満たしたいけれど、ペットボトルの水も残り少ない。惜おしくなったユウキは、小川に近づくと澄すんだ水を手のひらで掬すくう。

　だが、口に運ぼうとしたとたん、少女がユウキの手を払はらった。

「馬ば鹿かか！　迂う闊かつに飲むな！」

　厳しく言われてユウキはぎょっとする。

「でも、綺き麗れいだし」

「見た目に騙だまされるな。沸わかさないと寄き生せい虫ちゆうがいるかもしれない。万が一腹でも壊こわしたら命取りだ」

　呆あきれたように言われてユウキはしゅんとする。蛇じや口ぐちをひねれば水が出るのが当たり前の世界で生きていたせいで、考えもしなかった。

「ごめん」

　と小さくなると、少女は自らが持っていた水の入った皮かわ袋ぶくろを差し出す。

「一口やる。ガブガブ飲むなよ」

　ユウキは慌あわてた。そして、飴玉を隠かくしている自分が急激に恥はずかしくなる。

「大だい丈じよう夫ぶ、わたしも水、まだあるから」

　ペットボトルを取り出して振ふると、

「なんだそれ？　瓶びん？　硝子ガラス……か？」

　気味が悪そうな顔で少女はユウキとペットボトルを見比べる。だが、体力が失われているせいで追及する気力もないのか、やがて再び歩き始めた。

　喉のどは渇かわきを訴うつたえ続ける。さらに疲つかれも溜まり、空腹は極限に近づいていた。

（水が飲みたい。飴あめが食べたい。水が飲みたい！　飴が食べたい！）

　だんだんと水と食べ物のことしか考えられなくなってくる。

　渇きと飢うえをごまかすために、ユウキはノートに書かれていたルールについて考えることにした。

（『わからない』ばっかり書いてあったけど、ヒントくらいくれたって……）

　と、さっそく顔をしかめたユウキはヒントというフレーズが記憶の扉を叩くのを感じた。

（そういえば……）

　書かれたルールには『出会ったすべての人物に意味がある。彼らはすべて物語の鍵となるから、しっかり手がかりヒントを引き出すといいよ』とあった。

　つまり、この少女もこの物語の世界で役割を持つということになる。だからきっと関わって正解だったのだ。

（深く考えずに助けたけれど、結果的にはよかったのかな）

　だがユウキは、ある可能性に行き当たって急に不安になる。

（もしこの子が、ここでのたれ死ぬ運命だったとしたら？　それを邪じや魔ましてしまったとしたら、わたしはもう既すでに現実世界に戻ることはできないかもしれない？）

　致ち命めい的な手エ違ラいーは、すなわち現実世界での死を意味すると書かれていた。

（致命的な手エ違ラいーってなんだろう。登場人物の予定外の死って書いてあったけど、その逆もある？　死なないといけない人を助けちゃったら、あらすじが変わっちゃうよね？　もし既にやらかしてたら……向こうでもう死んでたり──）

　顔に白い布をかけられた自分の姿が頭をよぎってぞっとする。

　恐きよう怖ふでこわばった足が石に突つっかかった。同時に少女がバランスを崩くずし、ユウキは慌てて暗い思考を頭の隅すみに追いやった。

（いや、でもそんなに簡単に死ぬ登場人物というのは、いなかったと思う。なんといっても、ここはこどもに優やさしい童話の世界のはずだし。作中で人が死ぬとしても、悪役がお話の最後に非ひ業ごうの死を遂とげるくらいだ……ったと思う……けど）

　ちらりと少女を見る。

（この子が悪役？）

　少し口調が乱暴な気はするが、愛らしい少女というのはたいてい悪役ではなく、主役級のはず。

　御お伽とぎ噺ばなしのヒロインはたいていが薄はつ幸こうで、かつ美少女だ。命を狙ねらわれた美少女など、ヒロイン以外にありえない気がした。

（主役となると……）

　少女が森の中で迷子になる有名な童話といえば、なんだろう。

　ユウキの読書歴は小学校高学年で止まっているようなものだった。しかも必要最低限の読書しかしていない。そのため、うろ覚えなのだ。

　ユウキにあるのは、昔、母が読み聞かせてくれた本からの知識、それとアニメーションからの知識くらいだ。

（ええと……まいご、迷子？）

　ぼやけた輪りん郭かくの物語を必死で掘ほり起おこす。

　迷子と聞いて最初に思いついたのはヘンゼルとグレーテル。二人の兄きよう妹だいが親に捨てられて森をさまよい、お菓か子しの家で人ひと食くい魔ま女じよに囚とらわれるお話だ。

（だけどこの子がグレーテルだとしたら、ヘンゼルはどこだろう？）

　お菓子の家からグレーテルだけ逃げてきたのだったら、ヘンゼルが危ない。ヘンゼルが魔女に食べられれば、二人で魔女を倒たおして家に戻るというハッピーエンドには程ほど遠とおい。

（もしそうなら、魔女の家に送り返さなければならないってこと？）

　怖こわくなったユウキの口から思わず「あなた、グレーテル？」とこぼれる。だが、

「は？　何？」

　返ってきたのはひどく億おつ劫くうそうな返事で、ユウキは次の質問を喉に詰まらせた。

（違った？　それとも名前は手がかりにならない？）

　気になるけれど、

　青白い顔をした苦しげな少女をこれ以上追つい及きゆうするのはためらわれた。

　それにもしも追及が成功し、確信してしまえば、すぐにでも物語の進むべき道に軌き道どう修正が必要だ。

（この子が本当にグレーテルだったとして、……こんな怪け我がをしてるのに魔女と戦えなんてひどいこと、わたし、言える？）

　葛かつ藤とうはユウキの疲れを倍増させた。ユウキは悩むことを一いつ旦たん中断する。とにかく考えるのはどこかで落ち着いてからだ。そう思った。
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　いつしか日暮れが近くなっていた。薄うす暗ぐらい森の隅すみ々ずみに闇やみが潜ひそみ始める。

　後ろを振り向くと、木々の隙すき間まからは黒が墨ぼく汁じゆうのように漏もれ出していた。

　どこまで見つめても底が見えない闇は、都会の闇とは全く濃こさが違ちがう。漆しつ黒こくとはこういう色のことを言うのだろうと思う。

　恐怖から光を求めたユウキは、時折顔を上げ、空を仰あおぐ。

　ふ、ふっ、と息を上げる少女を支え、時に励はげましながらユウキは行き先もわからぬままに先を急いだ。

　キャンプ場ならまだしも、こんな森で野宿なんて冗じよう談だんではない。

　クマがいるかもしれないし、御伽噺の世界ならば、日本では絶ぜつ滅めつしたオオカミだっていてもおかしくない。

　むしろどちらも敵役ではよく見かけるのだから、現れても全くおかしくない。

「だめだな。ここで今日は休もう。日が暮れる前に寝ねる場所を作らないとやばい」

　少女が小さく呻うめくと小川の近くの大きな木の陰かげに腰こし掛かける。

「で、でも、クマとかオオカミとか」

「わかってる。だから火をおこす。獣けものは火には近づかない」

　彼女が否定しなかったことが怖かった。やっぱりいるんだ、とユウキは自分を抱だきしめる。

「でも、火っていっても……」

　火をつけるには道具が必要だ。ガスレンジならばワンタッチで火がつく。他にはライターが思い浮かぶけれど、家にないせいで使い方もよくわからない。そもそもユウキの家はオール電化なので火を使うことがあまりない。

　どうやって火をおこせばいいかわからず、戸と惑まどうユウキに少女は指示を出した。

「今から言うものを取ってきてくれるか？　悪いけど……この足じゃ、もう動けない」

　少女は顔をしかめる。どうやら相当無理をしていたらしい。気づいてあげられなかったユウキは自己嫌けん悪おに陥おちいる。挽ばん回かいしたくて明るく尋たずねた。

「何を取ってくればいい？」

「なるべく乾いた木の枝と、あと細い枝、それから焚たき付つけにできる枯かれ葉は」

　少女はこういうやつ、と杉すぎの葉──か、それに似た針しん葉よう樹じゆの葉──を拾うと、ユウキに見せる。頷くと枝を探しに行く。

　森だからたくさんあるだろうと思っていたが、甘かった。日が入らない森では乾いた枝というのはさほど多くないのだ。土に埋うもれた木はじっとりと湿しめって重く、ひどいものでは苔こけむしている。

　それでもユウキは暗くなる前にと、焦しよう燥そう感かんに押しつぶされそうになりながら、必死で枯れ葉や薪たきぎを拾った。

　少女はその間に足をかばいつつも枝を組み、さらに周囲にあった石を拾って小さな竈かまどをこしらえている。

　素人しろうとらしからぬ手つきが気になりつつも、ユウキは薪を拾い続けた。




　やがて日が沈しずみ、辺りは闇に包まれた。

　ほぼ同時に、少女はどこからか石を二つ取り出し、カチン、カチンと手元で何度も打ち合わせていたが、小さな火花はやがて枯れ葉をオレンジ色に染め始めた。

（これ、火打ち石ってやつ……？）

　目を瞬かせるユウキの視界で、ちろちろと小さな火が闇を払う。頼たよりない火は葉から葉へと乗り移り、小枝を飲み込む。終ついには太い枝にも燃え移った。

　オレンジ色の光が辺りを照らすと、張りつめていた気持ちが緩ゆるんだ。

「火を絶やさないでおきたいから、あと少しだけ、あと五本くらいでいいから、頼たのめるか？」

　ユウキは頷くけれど、足も腕うでもだるくてたまらない。もう嫌いやだ、と泣きたくなったユウキが僅わずかに顔を歪ゆがめると、少女は表情を陰らせた。

「逃げたくなった？」

　図星を指されてぎくりとすると、少女は仕方なさそうに苦笑いをする。

「そりゃそうだよな。だけど、明日の朝、明るくなるまではここにいたほうがいい。森は危ない」

　少女は苦しげだ。足が痛むのだろうか。それとも、どこか他にも調子が悪いところがあるのかもしれない。

　命を狙われていると言っていた。こんな闇の中でどれだけ心細いかわからない。なのに、涙なみだの一つも見せないのだ。

　ユウキは自分を奮ふるい立たせる。

「……大丈夫。逃げたりしない。もうちょっと頑がん張ばるよ」

　重い身体からだを引きずりながら、なんとか薪拾いを終えると、少女は立ち上がり、難しそうな顔をして辺りを見回していた。

「何してるの？　足痛むんだよね？　じっとしてないと」

「水を確保したくて」

「川の水じゃだめなの？」

「ん。それはあるんだけど、飲めないだろ。だから飲めるようにしたくて。器うつわになりそうなものを探してた。ま、こんな森の中じゃ無む駄だだろうけど」

　ユウキはペットボトルを掲かかげる。

「……これじゃだめ？」

「それ火にかけても割れない？」

　ペットボトルは燃えてしまうだろう。首を横に振ったユウキは、ふと、リュックに入っているものを思い浮かべてはっとする。

「これなら使えない!?」

　取り出したのは弁当箱だった。アルミ製の弁当箱は、たぶん火にかけても燃えないし、割れない。ユウキは小川でそれを軽くすすぐと少女に見せる。

「何、これ……鍋なべでも皿でもないよな？」

　少女は目を見開く。

「お弁当箱」

「おべんとうばこ？」

　弁当というものがこの世界にはないのだろうか。説明しようかと思ったが、別の言葉で言いい換かえることができず言葉に詰つまった。少女が手を伸ばしたのでユウキは説明を省はぶいて弁当箱を手て渡わたした。

　少女がそれに水を汲くんできて火にかけると、しばらくして水が沸ふつ騰とうし始める。

　そのまま冷まして飲むのだろうかと見つめていると、少女は弁当箱の蓋ふたを湯気にかざした。すると蓋の内側に水すい滴てきがついていく。

（あ、なるほど……蒸留水か）

　理科の実験を思い出して感心していると、少女が「さっきの瓶を貸して」と手を伸ばす。ユウキが空のペットボトルを差し出すと、少女はぺこんと凹へこんだボトルの感かん触しよくに驚おどろいた顔をする。

　だが、弁当の蓋についた水滴が落ちそうになると、慌ててペットボトルで水滴を受けた。

　そうしてできた水を二人で少しずつ分け合うと、木に寄りかかる。

　疲れきっているのはユウキだけでなく、少女のほうも同じだったようだ。いや、怪我をしているのだからユウキよりさらに消しよう耗もうしているはずだった。

　ユウキはしばらくポケットの飴玉をなでていたが、ぐっと腹に力を入れると言った。

「これ、あげる」

「……何？」

　飴はこの世界にないかもしれない。そんなことを考えながら答えた。

「飴。食べ物だよ」

　ユウキの差し出した飴を見て、少女は目を見開く。

「じゃあ、あんたが食べろよ。一つしかないんじゃないの」

　たくさんあると噓うそがつけたらいいのに、とユウキは苦く笑しようする。

「大丈夫。水もらったから。それに、あなたのほうが辛つらそうだし」

「……ありがと」

　少女がぽつりとつぶやき、飴を受け取った。胃が別の意志を持っているかのように縮んで、飴を取り戻せとユウキに訴える。

　諦あきらめようとギュッと目をつぶった直後、がり、という音がした。目を開けると、綺麗に半分に割れた飴が差し出されていた。

「こういう場合、半分が正解だろ」

「……賢かしこいね」

　泣きたくなりながらユウキは飴を口の中で転がす。甘味が身体に染しみ込んでいくのが驚くほどはっきりとわかった。

「甘い……」

　少し力を取り戻した声に少女を見ると、彼女の顔には驚きとともにうれしそうな色が浮かんでいた。

（二人で分けて本当によかった）

　充足感が膨らみ、ユウキは自分の選択に満足して目を閉じる。

　ぱちぱちという火が爆はぜる音が辺りに響ひびいていた。

　なんとなしに空を見上げ、ユウキは息を吞む。無数の星が、枝葉の屋根の隙間から覗のぞいていた。

　だが、その星の配置には見覚えはなく、感動よりも失望が勝ってくる。

　空から落ちてくるひんやりとした空気に身み震ぶるいする。ちらりと見ると少女のドレスはスカートのボリュームはあるけれど、上半身は生き地じが薄くて寒そうだった。

（あー、明け方は、もっと冷えるよね）

　ユウキはふとひらめく。遠えん慮りよがちに少女に寄より添そって肩かたに寄りかかると、「何してんだ!?」と彼女はびくりと身体を震ふるわせて三十センチほど飛びのいた。

「あ、やだった？　寒そうだったからこうすると温かいかなって……だめかな」

　過か剰じような反応にユウキが慌てると、少女は目を泳がせた。

「あ、うん、いや、いいけど……、ってあんた……もしかして、ほんとに知らないわけ？」

「え、何が？」

「……いや、知らないならいいや……ごめん」

　少女はなぜか謝あやまりながらも、結局はそろそろとユウキの傍そばに寄ってきた。

　長いスカートをユウキの膝ひざにもかけてくれると、ユウキの肩に自分の肩をつけてギュッと目を閉じる。

（何か言いかけたような？　それに、知らないって……ごめんって、なんだろ）

　大だい胆たん不敵な少女の見せた戸惑いが、なんとなくそぐわなくて不思議に思ったけれど、分け合った体温は冷えた身体にあまりにも心地ここちよかった。

（あ、知らないといえば……名前、聞かないと）

　そんな疑問が浮かび上がるが、触ふれ合あったところからぼうっと温かさが広がり、心細さが和やわらぐと同時に睡すい魔まに飲み込まれる。布ふ団とんを懐なつかしく想おもいながら、ユウキは夢の中に落ちていった。




　温かい布団の中で目を輝かがやかせる少女が見える。幼子は子こ守もり唄うたの代わりに流れてくる物語をじっと聞いていた。

　優しい声で語られる物語は、お姫ひめ様さまや王おう子じ様さまの活かつ躍やくに彩いろどられて、きらきらと輝いている。

　少女は時に恐怖に息を吞のみ、布団の中に潜もぐり込こむ。そのくせ話が止まると続きをとせがむ。そして訪おとずれるハッピーエンドに手を叩たたいて微笑ほほえむのだ。




「おかあさん」




　少女が声の主に向かって呼びかける。声の主も優しく少女の名前を呼ぶ。

　穏おだやかな微笑ましい光景だ。

　だけど──ユウキはその光景が長く続かないことを知っている。だからこそ、そこにたゆたう《物語》がひどく憎にくいと思った。
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『大丈夫だ。おれがいる。──だから泣くな』




　頭を撫なでてくれているのは一体誰だれだろう。ユウキは不思議に思いながら寝返りを打った。

　ぬくぬくとした布団にいるような心地だった。頰ほおに触れる空気はなぜかすごく冷たいのに、噓みたいに温かい。

　声の主に思いを馳はせると、一番身近な名がこぼれ出た。

「んー……？　タクヤ？」

　夜明けと共に目を開けるのがユウキの日常だ。

　五時半には予約していた洗せん濯たくが終わり、その頃に目覚ましが鳴る。だけど、瞼まぶた越ごしに光を感じているのに、いつまでたってもアラームが鳴らない。

　そろそろかな？　とアラーム音に備える。あまり長く鳴らすと、夜型の母が起きてしまうのだ。

（あーお弁当作らないと……）

　ユウキの分と母の分とタクヤの分。母の分は、放っておくと大人のくせに菓子パンなどで済ませてしまうから。そして食べ盛ざかりのタクヤの分は、早弁と昼食用の二食が必要で、経済的理由から弁当を持たせないと大変なことになってしまうから作るのだ。

（うーん、紅べに鮭ざけがあったかなあ。ほうれん草のおひたしときんぴらを作り置きしてるし、付け合わせはそれでいいか……）

　弁当のおかずの組み合わせを考えたユウキは、重要なことを思い出す。

（あれ、でも炊すい飯はん器きのスイッチ入れた？　なんで覚えがな──）

　一気に目が覚める。ガバッと起き上がったユウキの目に飛び込んできたのは、鬱うつ蒼そうと茂しげった森の木々だった。

（…………ああ）

　夢じゃなかった。

　絶望感が瞬またたく間まに身体を覆おおっていく。鼻の奥おくがつんと痛む。目め頭がしらが熱くなり、ユウキが膝を抱かかえ込こむと枯れ葉がはらはらと膝の上から滑すべり落おちていく。どうやら、身体の上にかけられていたようだ。

（これが布団の正体？　え、あれ？　でも──）

　ユウキは急に傍にいるはずの存在を思い出す。

「起きた？　──大丈夫か？」

　後ろで声がして振り向くと、多少表情に生気を取り戻した少女が木の根本に腰掛けていた。

　ユウキは慌てて目元を拭ぬぐい、逆に問いかけた。

「あれ、なんで──横で寝てなかったっけ……ってこの枯れ葉は？」

「風か邪ぜひきそうだったから」

「無茶だよ、その足でこんなにかき集めてきて。そんなことしなくても、くっついてたら温かかったのに」

　思わず責めるような口調になると、

「……寝ね相ぞうと寝ね言ごとがひどい奴やつとは寝れない」

　少女はどこか不ふ機き嫌げんそうにため息を吐ついた。

　そんなにひどくないはずなのにとユウキは顔を赤くしつつも、「眠ねむれなかった？　ごめん」と謝る。よく眠るためにやったことなのに、逆効果だったのかもしれない。

「いや、疲れが取れるくらいには寝たから大丈夫」

　だから、あれ以上は落ち着かなかったっていうか。ぼそっと少女がこぼす。

「え？」

　ユウキが意味がわからずに首を傾かしげると、少女は小さく首を横に振り「もう出よう」と朝日を背に足を進め始めた。




　日が高く昇のぼっても二人は森をさまよっていた。飢き餓が感かんは極限に達し、水も昨日作ったものが底をつきそうだった。

　やがて少し幅はばの広い小川に行き当たった。今までは肩かた幅はばもないくらいだったけれど、この川の幅はたぶん一メートルはあるだろう。

　さわさわという音にごくり、と喉が鳴るがぐっと堪こらえた。

　川を越こえるか、それとも上流に向かうか、下流に向かうか。見当もつかず途と方ほうに暮れかけた。

　だが、ここで諦めたら少女が危ないし、ユウキもきっと帰れない。

（どうする？　どうすれば、この子を守れる？）

　少し迷ってから、道の険しくなさそうな下流に向かおうとしたところ、

「こっちが、いい」

　空を見上げていた少女が上流を指差した。

「でも、こっちは険しそうだよ」

「迷った時は下流に向かえばいいけど、今は人のいない方向に逃げたいから」

　下流に向かうということは平野に出る。平野にはきっと人がいる。なるほどと思いながらユウキは彼女に従った。

　それに、この世界ではユウキは確実に異い邦ほう人じんだ。昨日の水の件で思い知ったが、ユウキの知らない常識があってもおかしくない。現地人の言うことを聞いたほうがいいと思ったのだ。




　しばらく川沿いに歩くと、ユウキは木々に隠れてひっそりたたずむ建物を見つけた。ログハウスとでもいうのだろうか。木を組んだだけの古くて小さな建物だ。

（もしかして人が住んでる？）

　回れ右をしようとしたが、すぐに思い止まった。周りの雑草は伸び放題。道も消えている。しばらく使われていないのは明らかだった。

　まさかお菓子の家じゃないよね？　と恐る恐る壁かべを触さわると腐くさった表面がぽろぽろと崩れた。

「わ──」

（お菓子ではないみたいだけど……別の意味で危なそう……）

　そう思いながらそっと揺ゆすってみるが、見かけの古さの割に案外頑がん丈じようにできているようだ。

　腐りかけた扉とびらを押して中を覗いてみると、四よん帖じようほどの広さの一部屋がそこにあった。

　埃ほこりはすさまじいものの、建物はしっかりしている。台風でも来ないかぎり雨風は凌しのげそうだと思った。

　古い棚たなが端はしにある。椅い子すが二脚きやく。小さな竈かまどもあり、錆さびた鍋が置いてある。薪などはないけれど、一時的に避ひ難なんする場所には充じゆう分ぶんに思えた。

　誰もいないのを確かく認にんすると、少女をひとまず中に入れようと外に向かって「使えそうだよ！」と声をかけた。

　だが返事がない。不安になってユウキが外に出ると、少女は庭の真ん中でかがみ込んでいた。

「だ、大丈夫!?　具合悪くなった!?」

　少女はぱっと振り向くと「井い戸どだ！」と逆にユウキを呼んだ。

　ユウキは目を見開き、返事も惜しんで駆かけつける。そして釣つる瓶べを懸けん命めいに引き上げている少女を手伝った。たぷん、と澄んだ水が釣瓶の中で光った。

「飲めるの？」

　確認する。少女が「湧わき水みずだ。これなら飲める」と力強く頷くと、ユウキは少女と競きそうように水を呷あおった。

　ひょっとしたら二人ともバケツ一いつ杯ぱいくらい飲んだかもしれない。満足するまで水を飲んだあと、少女は大きく息を吐はいた。

「ここ、昔の森番の小屋だ。今は山小屋代わりって聞いたことがあるから、ほとんど誰も来ない。たぶん一時的な避難には最適だと思う」

「つまり……助かった……の？」

「ああ。ありがとう。ここまで来たらそうそう見つからないと思う」

　とたんに身体から力が抜ぬけてユウキはその場にしゃがみ込んだ。膝が震えて立てない。ここまで怖くて仕方がなかったのだと気がつく。

　少女が困ったように苦笑いをすると、ユウキの手を引いた。なんとか立ち上がったユウキは、手を引かれるままに小屋に戻った。

　少女が埃だらけの棚を漁あさると、かごの中から古い毛布が二枚見つかった。一枚をユウキに渡わたすと、少女は自分も毛布を抱えて壁に背を預けながら、大きくため息を吐いた。

「さすがに、疲れたな」

　ユウキ以上に張はり詰つめていたのかもしれない。夕日に浮かび上がる彼女の顔からは悲ひ壮そう感が消え、あどけない笑え顔がおが浮かんでいた。

　ユウキは目を瞠みはる。今の今まで観察する余よ裕ゆうもなかったし、美び醜しゆうよりも苦しげな表情が気になって、気づかなかったけれど──。

（この子、すっごい美少女!?）

　猫ねこを思わせる少しだけ吊つり上がった大きな目は生気に溢あふれてきらきらと輝き、鼻筋は通り、唇くちびるは花びらのように可か憐れんなカーブを描えがいている。

　首まで詰まったドレスに包まれた身体の胸はな──いや、発達途と上じようといった感じだけれど、それが中性的でしなやかで、魅み力りよく的だと思った。

　歳としはおそらくは十代半なかばだろうか。

　相変わらずモノクロで色がついていないけれど、もし色があればどれほど華やかさが増すだろうと思った。

（綺麗な子だとは思っていたけど、ここまでだとは思わなかった……かも）

　ユウキが釘くぎ付づけになっていると、少女は顔をしかめた。

「何ジロジロ見てんだよ？　気味わるいんだけど」

　しかし、ふるまいは粗そ野やで口も悪い。

　ふと前提条件が揺らいだ。

（あ……そうだ。この子、ほんとはお姫様じゃないのかも？）

　もしかしたらこの世界の女の子は、皆みなこのようなドレスを着ているのかもしれない。疑いの眼めを向けると、逆に同じような目を返された。

「あんた……どこから来た？　外国人だろ？　珍めずらしい髪かみの色をしてるし、服も変だし、言葉もなんかたまに変」

（あ！　そういえば言葉、わかる！）

　今の今まで気づかなかったことに驚いた。どうも、必死すぎて思考が一部麻ま痺ひしていたらしい。

　本は読まないけれど、異世界トリップものの映画なら見たことがある。有名な猫型ロボットのアニメはユウキも大好きで弟とよく観みていた。

　彼らは異世界に行くたびに翻ほん訳やくするアイテムを出して、その世界の住人と意思疎そ通つうを図はかっていた。その場面はユウキがワクワクするシーンの一つだった。

　グリムが何か細工をしてくれたのだろうかくらいの感覚で、深く考えずにいたようだ。というより、不思議について考える余裕さえなかった。

　そもそもここは創作の世界なのだから、今でもどうとでもなるような気がする。そんなことを考えつつも、ユウキは気になったことを尋ねる。

「言葉が変、って──わたしの言っていること、わからない？」

　すると、少女は困こん惑わくした顔になった。

「大半はわかるけど、たまにわからない言葉を喋しやべってる。んーと、ハショウなんとかとか」

「破傷風？　病気の名前なんだけど……聞いたことない？」

　頷かれる。この世界に破傷風という病気がないのか、それともまだ発見されていないのか。どちらかなのだろうけれど、説明が難しい。

　ここは異世界から来たとでも説明すればいいのだろうか。だけどどう考えても信じてもらえなそうだし、ユウキ自身まだ信じきれていない。

　悩んだユウキは質問に答えず、落ち着いたら聞こうと思っていたことを、思い切って聞いてみることにした。

「あの──ここはどこ？」

「シュトライテンの森」

「えっと、それって国の名前？」

　少女は右目を細める。

（わあ、何を聞いてるんだっていう顔してる……。そりゃそうだよね。もし地元で地名を聞かれても「日に本ほん」なんて答えないし。「東とう京きよう」とも答えないもん。言うとしたら市町村名、もしくはそのあとに続く地名だよ）

　少女は訝いぶかしげにしながらも答える。

「いいや、領地の名前」

　領地ってなんだろう──と頭が混乱する。領土ならわかるけれど。

　領地と聞いて、ぱっと思い浮かぶのはイギリスなどでの貴族制度なのだけれど、今の時代でも領地という制度があるのかどうか──勉強不足でわからない。

「ええと……じゃあ、ここってなんていう国？」

「パンタシア王国だけど……？」

　少女はますます疑わしそうな顔になった。

「あんた、頭でも打ったんじゃないのか？　相当やばいと思うから、ちょっと医者に診みてもらったほうがいいと思う。あー……だけど、ちょっと今は立て込んでて連れて行ってやるのは無理なんだよなあ……」

「あ、あの、医者は行かなくても大丈夫！　ちょっと迷っただけだし！」

　ユウキは焦あせる。

「迷ったっていっても、ここって国境から結構あるけど？　どうやって外国人が迷い込むっていうんだよ」

　少女の顔の、疑いの色が随ずい分ぶん濃くなってきた。

　でもごまかすしかない。こんな荒こう唐とう無む稽けいな話、理解してくれるわけがない。

　医者に連れて行かれたら、それこそ頭がおかしいと言われて入院コースだ。現実に戻れなくなりそうだとユウキは思った。

　とにかく医者から話を逸そらそうと、ユウキは再び質問をした。

「でも──あなたこそ、どうしてこんなところにいたの？　その格好、お姫様なんだよね？　……『殺される』って一体どういうこと？」

「…………」

　少女は顔をこわばらせた。

（やっぱり、何か訳あり？）

　訳ありお姫様に、物語の匂においを嗅かぎつけたユウキは身を乗り出した。

　少女は服をギュッと握にぎる。その手が埃で汚れているものだから、意い匠しようを凝こらしたドレスがどんどん台無しになっていく。

「クソババア──王おう妃ひが、美しさで競って負けたからって、ブチ切れやがった」

　似合わない言葉『クソババア』に顔をしかめる。だが、ふと今の言葉が頭の隅の物語にかする。

　今得ている手がかりは、森で迷子の女の子。そして追加されたのは、追っているのが王妃であるということと、この娘こが王妃をババアと呼べるような間あいだ柄がらだということ。

（そして──）

　ユウキはまじまじと目の前の美少女を見つめた。彼女は誰もが認める美しさだ。もしかしたら──国一番と言っていいくらいの。その美しさは王妃の怒りを買うほどに。

（ただし、どうにも中身が伴ともなってない気がしないでもないけれど……）

　残念な美少女を前に、それでもユウキは半ば断定気味に問いかけた。ずっと聞きそびれていた名前を聞くチャンスだ。少女が元気になったのならば、一刻も早く手がかりが欲しかった。だからそうであって欲しいという願望だった。

「あなた、もしかして白しら雪ゆき姫ひめっていう名前……？」

　だが、興奮気味のユウキに向かって返ってきたのは、病人を憐あわれむような視線だった。

「はぁ？　名前はクリスだけど？　クリスティン＝オスヴァルド」

「くりすてぃん？」

（違った!?　あ、でも本名と呼び名は違うかもしれないし！）

　ユウキはがっかりしたがすぐに食い下がる。

「色が白いから愛あい称しようで白雪ちゃんとか呼ばれてたりしない？」

「まさか。そんなセンスのない名前、全力で拒こばむし」

　うへえ、とでも言いたげに鼻にしわを寄せたクリスは、あっさり否定する。どうしても諦めきれずに手がかりを求め、質問を繰くり返かえす。

「ここにはどうやって来たの。一人で来たの？」

「供の者が途と中ちゆうまで一いつ緒しよだったけど、撒まいた。あいつも絶対クソババアの息がかかってるからな」

「あなた、お母さんと不仲なわけ？」

「まあな。血がつながってないんだからしょうがないっていうか」

「…………！」

　突とつ如じよ現れた大きな手がかりに思わず言葉を失う。

「実の母に似てるってのもあるんだろうけどな。それで余計に気に入らないんだろうよ」

（これは絶対白雪姫だ。間ま違ちがいない──！）

　森に逃げてきた、継まま母ははに殺されそうになるほどに疎うとまれる美しい娘──有名な童話の中で白雪姫の他に、たぶんいない。

　一気に結果が出たような高こう揚よう感かんに、心臓がバクバクと音を立てる。興奮して頭に血が上り、めまいがした。

　すると、あぐらをかいていたクリスが「よっこらせ」とやはり似合わない口調で立ち上がる。今いま更さらどうにもならないドレスの埃を払って、レースを一つ引きちぎると、それで豪ごう快かいに長い髪を縛しばり上あげる。

（え、でもちょっと待って……なんだろ……このすさまじい不安）

　野性味溢れる、お姫様らしからぬ所しよ作さを見て、ユウキは興奮がすっと冷めていくのがわかった。

「疲れが取れると空腹がきつくなるな。なんとかしないと……腹減った」

　クソババアから続くらしからぬ言葉。極きわめつけの『腹減った』に思わず口から質問が飛び出る。

「……あの、その口調っていつもそうなの？」

「どこかおかしい？」

「ものすごく似合わない」

「……そこまで似合わない？」

　指し摘てきが気に食わないのか、クリスは不本意そうだ。ユウキが「その可か愛わいい外見には不ふ釣つり合いだよ。お城の人は注意しないの？」と全力で頷くと、彼女は苦笑いを浮かべた。

「まあ、この外見には不釣り合いだろうな。でも、完かん璧ぺきな淑しゆく女じよなら、城ではしっかり演じてるから大丈夫」

「本当に？」

　疑いの眼を向けると、クリスは小首を傾げ、

「──ええ、信じていただけませんの？」

　とにっこり微笑んでみせた。少女らしい仕草とあどけない笑顔が容よう貌ぼうを彩いろどる。あまりの可愛らしさにユウキは悩のう殺さつされ、息を吞んだ。

「じゃあ、今だってそうすればいいのに……」

　もったいないと思わず眉を寄せると、クリスは鬱うつ陶とうしそうに息を吐き、美少女の仮面をあっさり剝はがす。

「こっちのほうが楽なんだよ。ここではそんな外そと面づら作る必要なさそうだし」

「必要あると思うけど……見てて残念だし」

「いいんだよ。美人は何をしても許される」

　クリスは愛らしい唇を歪ませ、にやりと笑う。そんな小憎たらしい表情は、なぜだか先ほどの作られた笑顔よりも綺麗で魅力的で、『何をしても許される』という発言に説得力を与えた。羨うらやましく思いながらも、なんだ、つまりは反はん抗こう期きかと呆れた。

（反動でわざとやってるのかな？　いわゆる中二病ってやつか。どの世界でも反抗期はちょっとイタイんだ）

　だけど、彼女は──一いつ瞬しゆんしか見ることができなかったけれど──ちゃんと美しいお姫様の側面も持っていた。ユウキの指導次し第だいできっともっとお姫様らしくなれる。そうしたら王子様も恋に落ちてくれる──そうに決まってる。かすかに見えかけたゴールを逃がしてたまるかと、ユウキは不安をなんとか理り屈くつで上書きした。

「そういえば、あなた何なん歳さい？」

「十五歳だけど」

　弟のタクヤと同じだ。あの年頃の子なら多少扱いがわかる。

　それに二年前の自分を思い出せば、女子でも対応できる。きっと。そう自分を励ましていると、不満が返ってきた。

「──ってあんた、質問ばっかりだな。あんたの名前は？　何歳なの」

「わたしはユウキ。十七歳だよ」

　二つの歳の差を強調すると、クリスはわかりやすくムッとした。

「ユウキ……ねえ。どんな字を書く？」

　まさかそう問われるとは思わなくて驚いた。

　言葉は通じているけれど、使う文字も通じるのだろうか。

　ユウキは訝しみながらも埃の積もった床に名前を書き込む。クリスはふうん、と特に驚くこともなく文字を見つめた。

（読めるのかな……？）

　漢字が読めるとしたら本当に変だと思う……けれど、そのおかしさが、この世界が日本語で書かれた本の世界なのだと裏付けているようで、ユウキの肩には現実の重みがずっしりとのしかかった。

「随分変わった字を当てるんだな」

　読めるんだ、と驚いた次の瞬しゆん間かん、ユウキは別の意味でひやりとする。

（あぁ、あまり突っ込んで考えないで欲しい……）

　生まれた日に因ちなんでこの字を当てられたことを昔は誇ほこりに思った。だけどごく平へい凡ぼんに育ってしまったユウキにとって、この優美な字じ面づらと含ふくまれる意味は重荷でしかないのだった。

　だけどクリスは、この字がどういう意味を持つのかまでは気にならなかったらしい。それ以上の追及はない。ほっとするユウキの前で、彼女はさらりと流して言った。

「……ふうん、それにしても年上か」

　お行ぎよう儀ぎ悪く舌打ちをするクリスを見て、ユウキはひそかにため息を吐いた。

　もし彼女が本当に白雪姫だったとしたら──と考えて、先の苦労がよぎってしまったからだ。
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　夜空に浮かぶ月はまんまるに満ちていた。小屋に柔やわらかな月明かりが差し込む。明るさのせいではなく、興奮のせいだろうか。眠ねむれずにユウキは膝ひざを抱かかえ込こむ。

　クリスは反対側の壁かべに身体からだを向けて毛布を頭から被かぶっている。毛布の一枚を床に敷しいて、もう一枚を二人で被って寝ねたほうが温かいし、背中が痛くないと提案したけれど、なぜだかきっぱりと断られた。

（そんなに寝ね相ぞう悪くないはずなのになあ）

　と、亀かめのような毛布の塊かたまりを少々残念な気持ちで見つめながら、ユウキはじっと考えた。

（白しら雪ゆき姫ひめという物語を完成させるつもりなら……わたしは、これからどう動くべきなのかな。……やっぱりまずは、話の筋がわからないとどうにもならないか）

　物語を完結させるためにも、致ち命めい的てきな手エ違ラいーを犯おかさないためにも、あらすじをしっかり頭に入れておく必要がある。

（でも、わたし読んだことがないんだよね、《原作》は）

　眉み間けんにしわを寄せかけたが、ユウキはすぐに首を横に振ふった。諦あきらめるには早い。読んだことはないけれど、話を知っている理由に思い当たったのだ。

（うん、アレンジされたものならば巷ちまたに大量に出回っているんだ）

　だけど、ユウキは結局顔をしかめた。

　知っているこども向けの童話集とアニメーション映画も、それぞれに微び妙みように話が違ちがう。原作に多少なりともアレンジを加えて作られているのだ。

（でも、どれにも必ず出てくる共通項はあるよね。それを抜き出していけば、むしろうまく要約できて《あらすじ》になるかも……？）

　百ひやく面めん相そうをしながら、ユウキは頭を整理しようとグリムにもらったノートを開く。

　ノートは最初の一ページのみが使われているだけで、あとは白紙だった。

　まるで使えと言っているようだと、最初に見た時から思っていたユウキは、シャープペンシルの芯しんを出して、最後の一ページを開いて遠えん慮りよなくおおまかな話の要素を書きなぐった。そして、それらを順を追ってつなげていく。

　出来上がったあらすじは、こうだ。

『白雪姫』

　ユウキはタイトルの下に綴つづった文章を、頭の中で再生する。

　白い肌はだに赤い唇くちびる、黒い髪かみという美び貌ぼうを持って生まれた白雪姫が、継まま母ははに疎うとまれて城を追い出され、七人のこびとと出会い、やがて毒リンゴを食べて命を落とす。そこに通りかかった王子様が、彼女を国に連れ帰ろうとしたところで、喉のどに詰つまっていたリンゴが飛び出て、姫ひめが生き返る。二人は結けつ婚こんして──めでたしめでたしというお話だ。

　そして、どうやら王おう妃ひ様は、既すでにお姫様を殺しにかかっている。

　ということは、森の中に逃にげ込むまでは話が進んでいる。巻き戻しはできないらしいから、ユウキはそこから話をスタートさせるしかない。

　このあと、童話の中では七人のこびとの小屋に逃げ込むのだから、ユウキがまずしなければならないことは、おそらくこびと探しなのだと思う。

（……こびと、見つかるのかな）

　不安で思考が止まると一歩も動けなくなりそうだった。ひとまず流れだけ確かく認にんしようと、次のエピソードを考えてじわりと鳥とり肌はだが立った。

　白雪姫はお妃きさき様に見つかって殺される。

　うろ覚えで、最後の毒リンゴしか方法は覚えていないけれど、確か殺されるのは一回ではなかったと思う。こびとの助けですぐに息を吹き返した気がするけれど、毒リンゴでの殺害後はどんな方法でも目覚めることができず、こびとが悲しみの末に硝子ガラスの棺ひつぎを作るのだ。

（……つまり、クリスは何回も殺されかけたあげく、どうしても一度は死ななければいけないってこと？）

　死、と考えると急に足元から震ふるえが昇のぼった。

　もし死んだとして、生き返る保証があるのだろうか。

　ユウキができるのは物語を結末に向かって誘ゆう導どうするだけで、直接的に何かができるわけではないと思うし、ユウキは医師でも魔ま法ほう使つかいでもないのだから、生き返らせることもできない。

　──それにもし、もしもユウキが話自体を間ま違ちがっていたら、助けるというエピソードが働かず、本当に死んでしまうことにはならないだろうか。

（どうしよう──そんな重大事だとは思ってなかった、かも）

　本の中の話だとはいえ、関わった人が目の前で死ぬのを見る勇気があるか。そう問われると答えは否いなだった。

　相談相手もいないし、答えが出る話でもない。

　考えるのが怖こわくなったユウキは、こびとの件と同じく、流れだけ確認しようと自分に言い聞かせて白雪姫を生き返らせるという奇き跡せきの起こし方を後回しにする。

（そして、その大きな壁を超こえたとして──）

　もう一つの問題はラストシーンだ。問題の深刻さは毒リンゴに比べると軽いけれども、難易度は高そうだ。

　ユウキは少し考えただけで「無理だ」と投げ出したくなった。

　偶ぐう然ぜん通りかかったという王子様が、この破は天てん荒こうなお姫様と本当に結婚してくれるのだろうか。いくら美しかろうと、口を開いたら終わりな気がして怖い。

「……なんか、八はつ方ぽう塞ふさがりって感じがひしひしとする……」

　とてもじゃないがハッピーエンドが思い浮かばない。ユウキはうなだれた。

（だめだ……。一応、他の物語の可能性も探さぐったほうがいいかもしれない、これ。他に、誰だれもが知ってる有名な童話って言ったら何があるんだろう。シンデレラ、眠り姫にヘンゼルとグレーテル、ラプンツェル、赤ずきんにおやゆびひめ）

　有名どころに絞しぼって候補を挙げてみるものの、途と中ちゆうで「有名」の定義がわからなくなる。

　改めて考えると曖あい昧まいだが、本を読まないユウキが知っているならば、それは有名だと言っていい気がした。

　その中で、お姫様が出てこない童話、それから、森で迷子が出てこない童話は外すべきだ。ユウキは二つの要素に絞って当てはまるものを考えていく。

（わたしが知ってる中で、お姫様が出てくるのは、シンデレラ、人魚姫、眠り姫……それから、うーんと……カエルの王様も？　森で迷子になる少女のお話は、ヘンゼルとグレーテル……迷子じゃないけど、森をさまよっているから赤ずきん……も、かな……）

　円を二つ書き、お姫様が出てくる物語の集合と森で迷子の少女が出てくる物語の集合を作ってみる。

　数学で習った『ベン図』だ。

　二つの円が重なるところにあるものは、白雪姫一つ。

（お姫様と迷子、どっちも重なるものはやっぱり白雪姫しかないんだけど……）

　否定したい気持ちと肯こう定ていせざるを得ないという気持ちで、頭がぐるぐるする。

（うん、でもやるだけやってみないと。『今与えられている事こと柄がらから、物語が何かを推理する』っていう考え方は間違ってない気がする……。じゃあ、今度は逆に物語から要素を抜き出して、この世界に存在するかどうかチェックしていけばいいのかも……？）

　白雪姫と聞いて思い浮かべる要素は、魔法の鏡、七人のこびと、毒リンゴ、硝子の棺、王子様──くらいだろうか。

　全部、現代ではお目にかかる機会がないものだ。

（そんな大げさな物、都合よく見つかるかな……）

　考えながらウトウトとしだしたユウキだったのだけれど──。

　翌朝、その晩考えたことを全部放り出したくなるような事態にぶちあたるのだった。
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　疲つかれていたのだろう。いつの間にかぐっすりと眠りこけていたユウキは、パシャパシャという水の跳はねる音で目を覚ました。

　小屋の中にクリスの姿がない。一人ぼっちが怖くなって外に出たユウキだったが、目に入ってきた光景に立ち尽くす。

　ドレスを豪ごう快かいに脱ぬいで、パンツ──というか、こちらではなんと呼ぶのだろうか──下着を着けただけの姿で、クリスは小川で身を清めていたのだ。

　木こ漏もれ日びが降り注ぎ、身体についた水がきらきらと輝かがやく。光のベールをまとったクリスはひたすらに美しく、ユウキはただただ見とれた。

　だがやがて、かすかな違い和わ感かんにユウキは目をすがめた。

　違和感の発生源は、濡ぬれた長い髪の隙すき間まから覗のぞく、妙みように引ひき締しまった背中と長い足だった。

　そして次に僅わずかに広い肩かた、さらに二にの腕うでについた綺き麗れいな筋肉に目が行く。

（まさか）

　一つの考えにたどり着いたとたん、雷かみなりに打たれたかのような衝しよう撃げきが身体を駆かけ巡めぐった。

　思わずよろけたユウキの足元で、枝がぱきりと大きく鳴る。

「っ!?　え──何、寝てたんじゃ」

　クリスは跳ねるようにして振り返る。うっすらと筋肉のついたまったいらな胸は、いくら発達途と上じようといっても限度があった。




（お、おと、おと──こ？）




　普ふ段だんなら同じ年頃の異性の身体なんて直視できないはず。だが眩まぶしいとか恥はずかしいなどと言っている余よ裕ゆうがない。穴が空くほどに見つめてしまう。

「あ、……あなた、昨日、お姫様だってこと、否定しなかったよね？」

　ぱくぱくと口を動かすけれど、それ以上言葉が出てこない。
















　しばし無言で見つめ合ったあと、気まずそうにしていた《彼》は「まあ、これでやっと罪ざい悪あく感かんから解放されるか」とため息を吐つく。

　そして、表情を一転させるとにやり、と笑った。

「肯こう定ていもしなかったと思うけどな？」

「そ、そんな──」

（お姫様じゃない？　ってことは、今までの考察、全部白紙に戻さないとだめってことじゃない？）

　目の前が真っ暗になっていく。

「じゃあ、王子様なの……？」

　苦笑いするクリスは、一晩眠ったおかげでどうやら大分快方に向かっているらしい。だけどそれを喜ぶ余裕などユウキには既になかった。

（ええと、森に逃げてきた王子様のお話なんてどこかにあった？）

　ユウキはめまいを堪こらえながら脳のう細さい胞ぼうを総動員して必死に考える。

　だけどいくら考えても、そんな話は思いつかず──ついには空を見上げて叫さけんだ。




「ちょっと……これはあんまりじゃない？　ねえ、グリム！」
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（あんまりだ。あんまりすぎる。たかが一冊の本を壊こわしただけで、ここまで過か酷こくな罰ばつゲームに巻き込むなんて、あんまりだ！）

　ユウキはクリスに背を向けると、森のさらに奥おくに向かって走りだした。そして小屋が見えなくなるまで駆かけると、膝ひざを抱かかえ込んで歯を食いしばる。

「全部、全部、一からやり直しじゃない。──ねえグリム、わたしがそんなに悪いことしたっていうわけ。わたしが苦しんでるのを見てて面おも白しろい!?」

　だけど答えが返ってくるわけもない。膝に抱えた制服のスカートがじわりと涙なみだで湿しめる。

　幼い頃から、ユウキが泣いても差し伸べられる手はどこにもなかった。母の目はいつもパソコンの原げん稿こうだけに向けられていた。そして、隣となりにはいつもタクヤがいて、ユウキにすがってきた。

　だから、泣いてもしょうがないと母の手を諦あきらめ、同時にタクヤのために泣かずに頑がん張ばろうと思って顔を上げてきた。

　けれど、さすがに何かが振ふりきれてしまった。もう堪こらえきれなかった。

　ふと人の気配を傍そばに感じる。振り向くと、追いかけてきたクリスだった。

「ごめん、そんなに怒おこると思わなかった──っていうか、おれ、この国ではかなり顔知られてるし、気づかないはずないと思ったんだ。けど、あんまり気づかないから言い出せなくなってさ」

　慌あわてて着たと見えるドレスは重そうだった。髪かみもまだ濡ぬれたままだ。さらに見ると捻ねん挫ざした足を引きずっている。

（せっかく良くなってきてるのに、ひどくなったらどうするの）

　ユウキは無言で彼の腕うでを引っ張ると近くの岩に座すわらせる。

　そして、ハンカチを取り出して彼の頭を拭ふく。しずくがぽとぽと垂れている髪を、ハンカチを絞しぼりつつ何度も拭く。しないよりましだと思った。

　クリスはおとなしく頭を拭かれている。逆らったら許さないというオーラが出ているのかもしれない。

　無心で拭いているうちに、頭が少しだけ冷えてきた。

（男の子……かあ）

　改めて見つめてみると、そうかもしれないと思えてきた。

　タクヤという同じ年ねん齢れいの弟がいるせいで、十五歳の少年に先入観があったのだ。

　タクヤは野球部員で肩もガッチリしているし、日に焼けて髪が短く声が太い──とにかく男おとこ臭くさいのだ。

　比べて目の前のクリスは、華きや奢しやで、美しい外見だ。けれど少女にしては少しだけ線が硬かたい。それに、声の質感がユウキよりも弟のタクヤに近いと思った。

　何より彼の口調は最初から男の子のように粗そ野やで、女の子だと偽いつわっていなかった。

　つまり、見み抜ぬけなかったユウキも悪い──かもしれない。

　少しだけ譲ゆずってみると、その分、相手のことを考える余よ裕ゆうが戻ってきた。

（王子様が女装なんて普ふ通つうじゃないし、何か事情があるのかも……）

「なんでそんな──ドレスとか着てるわけ」

　まずそこは聞いておかないと。ユウキが目を細くしてじっとりと問いかけると、クリスは目を伏ふせて言い訳をした。

「だから……ええと、ババアに嫌いやがらせしたくて……。こうしてるとおれ、母上そっくりなわけ。だから母上の真ま似ねをすれば、父上が母上を思い出して、ババアとの結けつ婚こん考え直すかなって……。とにかくあの女を追い出したいんだよ、おれは」

「こどもっぽい。馬ば鹿かみたい」

　気持ちがわからないわけではないけれど、それが命を狙ねらわれた原因だというなら、やりすぎだ。

　だけど、ふと、自分だって同じようなことをしていると気づいて恥はずかしくなる。

　ユウキが本を読まなくなったのは母が嫌がるから。母が愛する物語を拒きよ絶ぜつするのは、ユウキの唯ゆい一いつかつ、最大の反はん抗こうだった。

　客観的に見ると自分も随ずい分ぶんこどもっぽいとユウキは思った。

　反はん撃げきがくるかもと構えていたけれど、クリスはあっさりと認めた。

「だな。あんたには関係ないのに巻き込んですまなかった。ここまで一いつ緒しよに逃にげてくれたのにさ──騙だますようなことして、ごめん」

　素す直なおすぎて拍ひよう子し抜ぬけした。まじまじと見つめると、彼は照れくさそうに頭をかく。

「あんたはおれを助けてくれた。──今度はおれが助ける番なんだろ？　聞かせてくれよ。何があった。どうしてこんなところにいる？」

「言っても信じてくれない」

「言ってみないとわかんないだろ」

　ユウキは僅わずかに顔を上げる。そして視界に入った色に、目を瞬またたかせた。

「あれ──？」

　とっさにユウキはクリスの唇くちびるに指を伸のばして、

「何するんだ!?」
















　ぎょっとした彼に手を振ふり払はらわれる。

「──あ、ごめん」

　年下とはいえ、しかも可か憐れんな女子にしか見えないとはいえ、男の子の唇に触さわろうとしたことに気がついて焦あせる。でも恥じらいよりも驚おどろきが大きかった。ユウキは彼の唇から目が離はなせないでいた。

　なぜなら、先ほどまではグレーだった唇がほんのりと桜色に色づいていたからだ。

「欠損が……修復されてる？　いつから？」

「……欠損ってなんだ？」

　答える間が惜おしい。クリスを無視してノートをポケットから取り出し、ユウキはルールを注視した。

「『世界には欠損がある。これは君という異物が入ったがための不具合バグだ。物語が進むとそれが同時に修復されるから、完結ゴールへの指針にすればいい。欠損は物語によって異なるから、自分で見つけてくれ』──ってこれ何？」

　クリスが横でユウキの視線を追ってすらすら口に出したので、ユウキは愕がく然ぜんとした。

「え、……読めるの？」

　どう見ても日本人じゃない彼が、明らかに日本語で書かれた文章を読んでいるのは違い和わ感かんがひどかった。

　名前の字じ面づらを聞かれた時にも思ったけれど、あれはたった二文字の記号みたいなものだからまだ流すことができた。

　二度目の──いや、話が通じると知った時もだから三度目のびっくりといった感じだ。

　クリスは頷うなずく。

「読めるのかって、こっちの台詞せりふだけどな……って、何この紙。すげえ白くて薄うすくて綺き麗れい。どこの技術だ、これ」

　半笑いの顔は、感かん嘆たんよりも気味の悪さが勝っている感じだ。だけど好こう奇き心しんの塊かたまりのような顔をして目を逸そらさない彼は、意地でも聞き出してやるという構えだった。はぐらかすのは難しそうだ。

「う、ん……笑わないって、あと、医者に連れて行かないって約束してくれる？」

　クリスは一転、真ま面じ目めな顔で頷いた。さっきユウキを追いかけてきてくれた時と同じ真しん剣けんな顔。その顔を見ていると、信じてくれるかもとなぜか思えた。

　ユウキは順を追って説明する。

　自分が日本という国からやってきたということ。

　図書館で本を壊したあと、本の中に飲み込まれてしまったということ。

　グリムと名乗る男に出会い、壊した物語の修復を命じられたということ。

　その修復すべき物語に、クリスが大いに関わっている可能性が高いということ。

　そこまで言うと、クリスは少し考え込んだあと、ポツリとこぼした。

「ここが物語の中の世界って……つまり、おれは本物じゃないってこと？　誰だれかの空想の産物？」

　複雑そうな顔にユウキははっとする。

（わたし……自分のことしか考えてなかった……）

　ここは偽にせ物ものの世界。絵空事の世界だと言われたらどう思うだろう。

　自分だったら、自分の存在を架か空くうのものなどと──軽いものだと思われたのならば、きっと憤いきどおると思った。

　そして、今まで心の奥底で確かに軽く考えていたと気づかされた。いや、考えたがっていた、が正しいかもしれない。

　ここは空想の世界だから──何が起きてもユウキは責任を取らなくてもいいと、思いたがっていた。

　だからこそ、こんなひどいことを軽々しく口にできたのだ。気がついてユウキは青ざめる。

「ごめん、ここの人たちを軽く考えてるとか、そういうことじゃなくて」

　今、改めてクリスを見ると、とてもじゃないけれど空想の産物などとは思えない。

　まだ一部しか色はついていないけれど、血の通った人間にしか見えない。

　濃のう厚こうな森も、濃こい味の空気も、甘い水も。ユウキの現実の世界がもしかしたら夢なんじゃないかと思えるくらいに、この世界はリアルだ。──だから、怖こわかった。

　グリムは彼らを動かして物語の完結ゴールに導けと簡単に言ったけれど、意志のある人間を自分の思い通りになんて、動かせるわけがない。

　──毒リンゴを食べて死んでくれなんて、頼たのんでもやってくれる人間がいるわけがない。

　これはやはり、ばらばらになった紙かみ芝しば居いではないのだ。ユウキに与えられた仕事は、すさまじく難解で、とてもじゃないがやりとげられそうにない。

　じわじわと実感して、ユウキは己おのれの浅はかさに沈しずみ込こむ。

「わたし、……帰りたいだけなの。帰りたい。日本に。わたしの世界に」

　だから、助けて。

　心の底からの願いが溢あふれる。

　どこまでも小さくなるユウキの前でクリスは大きくため息を吐ついて、頭をガシガシとかいた。未いまだ色のわからない髪はグシャグシャになったあと、すぐにするすると元の姿を取り戻す。編み込みを解ほどいた髪は、絹糸シルクのようになめらかで、柔やわらかそうだ。

「正直、簡単には信じられないんだけどさ。だけど──」

　クリスがユウキの服をじっと見つめ、ユウキも自分の姿を見下ろした。

　学校帰りの制服は、今はあまり見かけなくなったレトロな紺こん色いろのセーラー服。胸むな元もとには同色のタイを結んでいる。スカートは膝ひざ丈たけのプリーツスカートだ。

　それに、脱ぬいでしまって今は裸足はだしだけれど──元は、紺色のハイソックスにローファーを履いていた。

　彼は物もの珍めずらしそうに観察したあと、ユウキの顔を見つめ、猫ねこを思わせる綺麗な目を細めた。

「その服とか、変な持ち物とか、髪の色とか……他にもいろいろあるけどさ、確かにあんたがこの世界から浮ういている気がするんだ。……信じる努力をするよ。だから、一人で抱え込むなよ」

　じわっと胸に熱いものが湧わき上あがった。心細さを拭ぬぐわれて、ユウキは涙を堪えきれず、思わずうつむいた。

　弟と変わらない歳としの男の子が、当事者のユウキでさえ信じきれていないとんでもない話を信じてくれて、前を向かせようとしてくれている。情けなくて恥ずかしいけれど……嬉うれしかった。

　クリスは少し戸と惑まどった様子であーとか、うーとか呻うめいていたけれど、やがて「ほら、ここ見て」とノートを開いて件くだんのルールを指でなぞった。

「ここさ、最後に書いてあるだろ？」

「これ？　『読者を納得させられれば、どれだけ脚きやく色しよくをしてもいい。むしろ大だい胆たんなアレンジは歓かん迎げいする。』っていうの？」

　クリスは頷く。

「これでうまくいくんじゃないのか？」

「脚色……かあ」

　ユウキはふと昨夜考えていたことを思い出す。クリスが王子でなければ、この方向性で進もうと考えていた方法だ。

　要素から話を推理するため、まず物語の要素を抜き出していく──。

　考えながら、もう一度ルールを最初から読み直す。そして目を見開く。

「え、これ、最初からこう書いてあった？」

　だとしたらショックで流し読みしていたとしか思えない。いや、あの時は紙芝居のように並ならべ替かえることばかりを考えていたから、正しく意味を読み取れなかったのだ。




『君にはばらばらになった童話特有の特とく徴ちよう的な要素をかき集めて、再構成し、物語の完結ゴールを目指してもらう』




　読み上げたユウキはつぶやいた。

「──つまり、わたしは物語の要素をかき集めて、脚色して、話を最後まで作り上げればいいってこと？」

　半なかば呆ぼう然ぜんと顔を上げると、「それだ」とクリスがまっすぐな目でユウキを見て頷いた。

「パンタシアの文学にさ、歴史への敬意イストリアっていう手法を使ったものがあるんだけど」

「いすとりあ？」

「古い伝承を下した敷じきにして、新しい物語を作る手法なんだ。元の物語と新しく作った物語、二重の構造を持つことで二倍楽しめるっていうやつ。今書いてあったの、まさにそれだと思ったんだ。──ユウキの世界にはそういうのない？」

　ユウキはあっと声を上げる。

　あまりに慣れ親しんでいたために気づかなかったけれど、ユウキが普ふ段だん触ふれている長編アニメーションなどは、まさにその手法を使っている。

　他にもこども向けにアレンジされた絵本、大人向けにアレンジされた小説も多数あるはず。

　元の話を知らなくても楽しめる。知っていたらさらに楽しめる物語。そういうのをなんと言っただろうか。

「……《オマージュ》だ！」

　ひらめいた言葉を口にすると、クリスはほらね、と誇ほこらしげだ。

「あるんだ、やっぱり。なら些さ細さいな違ちがいは無視して、物語の要素を組み立てていけばいいんだ。ユウキはその《おまーじゅ》ってやつを使って、話を作ればいいんだよ」
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「オマージュ……」

　なるほど、とユウキは多少明めい瞭りようになった筋道を頭の中でたどってみる。

　確かに、そもそも有名な童話に森で迷子になる王子様の話がないのだから（ユウキが知らないだけという可能性は捨てきれないのだけれど）、その時点で完かん璧ぺきに童話をなぞることは不可能になったといえるだろう。

　だから物語の要素をパズルのように組み立てて、つじつまが合わない部分を脚きやく色しよくで乗りきる。オマージュ作品を作る。

（そういうこと？　本当にそれでいいの？）

　クリスが言うと簡単に思える。だけど、やっぱりユウキは怖こわいのだ。

「でも……問題はどの物語か確実ではないってことだと思う。根本が間ま違ちがってたら、うまくいくはずがない」

　世界には致ち命めい的てきな手エ違ラいーが潜ひそんでいる。それを忘れてはいけない。

『致命的な手エ違ラいーが起こったら、それは君の現実世界での死を意味するよ』

　文言が目に焼き付いたとたん身体からだがこわばって、ユウキは前に進めなくなる。

　クリスは考え込んだあと、ふとこぼした。

「《白しら雪ゆき姫ひめ》って昨日言ってたろ。それって何？」

「そういう名前のお姫様が出てくる物語があるんだよ」

　力なく答える。

「ユウキが、この世界がその話だと思ったのはなんで？」

　ユウキは空中を睨んで、昨夜考えたことを口に出す。

「ええと……物語の要素が当てはまってたからだと思う。あなたの性別が女の子という前提だったけど、まず間違いないって思った」

「どのあたりが？」

「絶世の美少女が、継まま母ははの迫はく害がいを受けて森に迷まよい込こむってあたり。少なくともわたしが知ってるお話には、他にそんなお姫様はいない」

「絶世の美少年が、継母の迫害を受けて森に迷い込んだって話はないわけか」

「自分で言わないの」

「ホントのことだし」

　悪びれないクリスは舌を出す。これを弟がやったなら、ちょっと鳥とり肌はだが抑おさえられないと思ったけれど、クリスなら許せる。というより、むしろ──。

（ああ、……悔くやしいけどカワイイ……）

　笑え顔がおと軽口に心がほぐされる。くすり、とつられて笑うとぷくぷくと気力が湧わき上あがる。気分が上向くと、徐じよ々じよに頭が働きだす。

（うん。ただ泣いてても何も変わらない。こんなの、らしくないよね）

　パチンと両りよう頰ほほを叩たたくと顔を上げる。

「さあてと。一からやり直しだけど、落ち込んでてもしょうがないし、とにかく頭を切り替えて、王子様が追われる話を探さないと」

　自分に言い聞かせるようにして記き憶おくを探さぐり始めると、クリスが遮さえぎった。

「王子様が追われる話？　それより、脚色可能っていうんなら、おれがこのまま美少女な王女様を貫つらぬき通せばいいんじゃないの？　城ではずっとそうしてきたんだし、問題ない気がする」

　クリスが男の子であっても、話の筋が同じならば大だい丈じよう夫ぶだと言いたいのだろうか。

「ずっと？　そういえば、その髪かみって地じ毛げ？」

　ふと気になって尋たずねる。クリスは自分の長い髪を指に巻き付けると、にたり、と口元を緩ゆるめて「そうだよ」と頷うなずいた。

「この長さだ。そう簡単に始めたことでもないと思わない？　おれ、もう八年はこの格好をしてる。母上が亡くなってから、ずっと」

　母の死という重いフレーズにユウキが固まると、クリスは「とにかく、だから問題ないって」と話を進めた。あまり触ふれて欲しくなさそうな様子に、ユウキは深く追及するのをやめることにする。

「……まぁ、でも……うーん」

　少し考えたけれど、このままの性別で続行することの問題は大ありだった。ラスト、王子様がやってきて目覚めるあたり、特に。

（王子様はこびとから棺ひつぎを譲ゆずってもらって、自分の城に連れ帰って、生き返ったら結けつ婚こんするんだよね……確かにクリスは綺き麗れいだけど……どんなＢＬボーイズラブなのそれ。許されるのその展開って）

　ユウキの友人には、その道に目覚めた者が少なからずいる。そういう友人たちは泣いて喜ぶシチュエーションなのではないだろうか。

　頭痛を感じたユウキはこめかみを揉もむ。

　ニコニコして会心の提案とでも言いたそうなクリスには、ちょっと結末を言い出しづらい。もしユウキが彼ならば、逃にげ出だしそうな案件だった。

　それ以前に……昨日の夜悩んだ『毒リンゴ』の件もあるのだし。むしろそっちのほうが問題だ。

（だってまさか、『ちゃんと生き返るから死んで』なんて言えないよ。保証もできないのに）

　問題が山積みだと、目を泳がせるユウキをクリスは励はげます。

「とりあえずやってみろよ。間違えたら引き返せばいいんだ」

「ん……でも、ここの『巻き戻しはできない』っていうのが気になるんだよね」

　ノートの一節『君の世界と同じく、時間を巻き戻すことはできないよ』を指差す。

「巻き戻し？　……ってのはなんだ？　巻いて戻す？　ばぐ、とかもだけど、たまにわからない言葉があるよな、この手て帖ちよう」

「あー……そっか」

　巻き戻しというのは、映画などのフィルムやビデオテープなどから来ている言葉らしいのだ。デジタル化が進んだ現代では馴な染じみのない言葉だが、フィルムが生まれていないグリム童話の時代においてもまたしかりだ。

　ユウキも昔『なんで巻き戻しっていうの？』と母に尋ねたことがあったのだが、丁てい寧ねいに図解されるまで意味がわからなかった。

　語源となる物がこの世界には存在しないことに気がついて、ユウキは改めてここが異世界だと感じる。

　となると、破は傷しよう風ふうと同じく通じない言葉なのだろう。

　ユウキは言いい換かえる。

「なんだろ……時間を逆回しにして、ある時点に戻ること？」

「ユウキの世界ではそんなことできるのか？」

　目を輝かがやかせるクリスだったが、ユウキはすぐに否定する。

「ううん、できない」

「じゃあ、なんでそんなことが書いてあるんだ」

「うーん……本、はあるよね？　この世界」

　頷くクリスに向かって、ユウキは説明をひねり出す。

「本って、読む人の意志でどのページからでも読めるし、最後まで読んだあと、もう一度読み直したりすることもできるよね。だから、もしここが本の世界であるなら、同じことが可能かもって考えてしまうけど……それはできないって言いたいんだと思う」

「あー、なるほど」

　クリスにはこのたとえならばわかるようだ。と、ほっとしていたら、

「なんていうか──そうだな、一段上の、おれたちにとっての神の世界みたいなところにユウキたちはいるって感じ？　で、階層が上だから、この世界に対して特とく殊しゆな力が使えるって考えたらいいのかな」

　考えもしなかった言葉に、思ったよりも理解が深いと驚おどろく。

「つまり、ユウキの世界はおれたちの世界の外側に広がってるってことか。……じゃあ、おれたちの世界の内側にも、さらに世界があるかもしれない……」

　ふむ、とクリスは考えに沈しずむ。

「……納なつ得とくできるの？　そういうのって……不快じゃない？」

「んー……納得かって言われるとちょっと違ちがう。たぶんだけど、今、ユウキと同じ気分なんじゃないかな。半信半疑」

「だよね」

　ユウキは肩かたを落とす。当然の反応だと思った。

「だけど、もしそれが本当でもさ」とクリスは笑った。

「不快ってほどでもない。だって、おれは今、実際生きているし、自分の意志で動いてる。全部が作りものだとは思えないんだ」

　クリスは強い。そして頭がすごく柔やわらかいのかも、とユウキは感心した。未いまだにぐだぐだと悩んで現状が受け入れられないユウキとは正反対だ。

「とにかく、話の続きが気になる。これからおれがどうなるのか、聞かせろよ」

　クリスは楽しげな笑みを浮かべる。ワクワクした様子が不思議だった。

「なんで楽しそうなの」

「知らないことを知る行こう為いほどワクワクすることなんかないだろ。怖がらずになんでも飛び込んでみなさいって、母上がよく言ってたんだ。知れば知るほどあなたの世界が広がるからって」

「……ふうん、……愛されてたんだね」

　そうつぶやいたとたん、ユウキは自分と比ひ較かくしてしまって憂ゆう鬱うつになった。

（わたしのお母さんは生きてるけど……、わたしはクリスみたいに愛されていない）

　その事実に気がついたのは、ユウキが小学校の六年生の時だ。

『あの子たちは、わたしが自分から絞しぼり出だした一部です。生み出すにはいつだってひどい苦しみがあります。ええ、実際に産むよりも辛つらいことだってあります。──だからこそ、わたしはあの子たちを本当のこどものように愛しているんです』

　母が創作のスタンスを述べたインタビュー記事を偶ぐう然ぜん目にしたユウキは、母がこの世で一番大切にしているものの存在を知り、立ち直れないほどの衝しよう撃げきを受けた。

　それまでの我が慢まんが、努力が、すべて無む駄だだったと思い知った瞬しゆん間かんだった。

（お母さんは、わたしよりも《物語》を愛している。自分の頭で紡つむぎ出した、わたしとタクヤ以外の──理想のこどもたちを愛している。わたしはいくら頑がん張ばっても彼らには勝てないんだ）

　母が物語と戯たわむれる時間は、ユウキやタクヤと過ごす時間より多い。

　でも仕事だからとぐっと我慢していた。愛されたくて、いい子にしていた。

　だけど、いい子にすればするほど、母はユウキよりも物語にのめり込んでいった。タクヤをユウキに任せ、仕事に一層打ち込みだした。

《物語》に、物語の中の人物たちに、ユウキは母を奪うばわれ、今も奪われ続けている。

　闇やみの中を覗のぞき込こみかけたユウキは、クリスの悔しそうな声で我に返る。

「ああ。目め一いつ杯ぱい愛されてたと思う……だから、今の状じよう況きようが許せない。母上の場所を奪ったあんな女、絶対追い出してやるんだ」

　楽しげな笑顔の中に、継まま母ははへの強い憎にくしみが覗いて、ユウキは彼に抱いだきかけていた羨せん望ぼうを投げやった。

　彼はかつて愛されたかもしれないが、今は命を狙ねらわれるほどに愛されていないこどもなのだ。共感を覚えてユウキは彼に心を寄より添そわせた。

　守ってあげたい。

　彼の力になってあげたい──そう思った。

「わかった。協力する。あなたはわたしが助ける」

　改めて宣言すると、クリスが目を瞬しばたたかせる。

（あ、出会ったばっかりで恩着せがましいかも？）

　温度差を感じたユウキは、すぐに言い訳のように付け加えた。

「だって……白雪姫は最後、幸せになって王おう妃ひを見返すんだよ。つまり、そうなるように導かないと、わたしも帰れない」

　クリスはニヤリと笑った。

「共同戦線を張るってわけだな。──じゃあ、これからどうする？」

　クリスに促うながされ、ようやく白雪姫の続きを口にする。

「白雪姫は森に逃げたあと、七人のこびとの家に逃にげ込こんで彼らと平和な日々を過ごすの。だから、まずはこびとの家を探さないとだめだと思う」

「……こびと？」

　クリスのきょとんとした顔に、ひどく嫌いやな予感がした。

「まさかだけど、この世界にこびとっていない？」

　恐おそる恐おそる問いかけると、クリスは困こん惑わくする。

「物語の中でなら聞くけど。現実にいるとは聞いたことがない」

　がつんと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げき。そして嫌な予感はさらに増した。

「あの、じゃあ、魔ま法ほうの鏡は？　あるでしょ？　あるよね!?」

　半ば必死で問いかける。だが、

「魔法？　ユウキの世界には魔法があるわけ？　すげえ」

　クリスは目をキラキラ輝かせるだけだった。

（ないの!?）

　ユウキは目の前が真っ暗になる。

　魔法自体がないとなると、とたんに攻こう略りやくの難易度がぐんと跳はね上あがる気がする。

　なぜなら、童話といえば、どんなお話にもたいてい不思議な要素がいくつか入っているものなのだ。

『継母に命を狙われるお姫様（王子様）＋森で迷子＝白雪姫』

　──と考えてきたけれど、そこに『魔法なしゼロ』を掛けるとなると、答えもゼロになる……気がした。

　真まっ青さおになって黙だまり込むユウキを、「なーに暗くなってんだよ」とクリスは励ます。

「だって、行いき詰づまっちゃったじゃない。こびとのいない世界で、どうやってこびとを見つければいいの！　魔法のない世界で、魔法をどう再現すればいいっていうの！　──無茶じゃない！」

　ヒステリーを起こしかけ、半ば喚わめくと、クリスは呆あきれたように肩をすくめた。

「……ユウキって案外頭固いよなあ」

　グリムにそう言われたのもついこの間だ。何度も言われなくても自分で知っている！　とユウキは激する。

「じゃあ、クリスはこびとを見つけられるっていうの？」

　胸むなぐらを摑つかむ勢いでぐいと迫せまると、迫はく力りよくに圧おされたのか、僅わずかにのけぞって彼は答えた。

「だからさあ、ないものはないって割りきれば、ルールが単純になる。逆に楽だろって話」

　意味がさっぱりわからない。ユウキは顔をしかめる。

「どういうこと。諦あきらめろって話？」

「違う。例えばさ、今、おれたちの手元には食べ物がない。こんな森の中には厨ちゆう房ぼうがあるわけでもないし、料理長がいるわけでもない。だけど、この実を食べてみたら？　──そういう話」

　クリスは立ち上がると、傍そばに垂れ下がっていた赤と黒のまだら模様の実をちぎるなり、口にぽいっと投げ入れる。ユウキは目を剝むいた。

　木の実は見るからに毒々しい。とてもじゃないが食べ物には見えなかったのだ。

「ちょ、っと、何して──」

　クリスはすぐさまぺっと実を吐はき出すと、川の水で口をゆすいだ。だが、それは暴挙を反省してのことではなさそうだ。

「しぶー」

　べー、と舌を出してひどい顔をするクリスをユウキは叱しかりつける。

「毒でもあったらどうするの!?」

　だがクリスは全く悪びれない。

「こうやって森に逃げるのは三回目だから、何が食べられるかは結構知ってる。これは山ぶどうの一種。あっちにはさっきクリが落ちてた」

「はぁ!?　三回目って何!?」

　ユウキの質問をまるごと無視してクリスは他の房ふさを取ると、またもや実を口に含ふくむ。

　そして今度は満足そうに頰を緩ませ、あんぐりと開けたユウキの口にも、残りの実を押し込んだ。

　初めて食べた実は、酸すっぱくて少し渋しぶい。だけど空腹が極限状態の胃には、僅わずかな糖分が瞬く間に染しみ込んでいく。

　普ふ段だんならばとても美お味いしいとはいえない代しろ物もののはずだけど、いくらでも食べたいと思うユウキに、クリスは房ごと山ぶどうを手て渡わたす。

「つまりさ。ないなら代わりを作ればいいんだよ。工く夫ふうしてあるようにどう見せるかだ。ユウキの世界にも創作物はたくさんあるだろ。その中の魔法だって、おれの世界と同じく、もともとは単なる空想なんだろ。だけど、本当に存在するように書いてある。だからユウキは魔法を『ある』と認にん識しきしてるってことだ」

　童話の世界の魔法を、確かにユウキは当たり前に思っていた。

　その理由について考えてみるけれど、次し第だいにユウキは頭がこんがらがってくる。

「『読者を納得させられれば』ってのは、つまり、ユウキの世界からここを覗き込んでみて、説得力があればいいってことなんじゃないの？」

「説得力があるかどうか……？」

　つぶやくユウキの前で、クリスは突とつ如じよばっとスカートの裾すそをさばくと、取り出したナイフを目の前に出す。

　ぎょっとするユウキに、彼はカラッと笑った。

「とにかく。腹が減ってたら頭も働かないし。これ、基本は護身用だけど──、まあ食料調達にも使えるだろ？　狩かりは昔からの趣しゆ味みなんだ」

　彼はそう言うといきなりドレスを脱ぬぎ捨すてた。視界に広がった裸ら体たいにぎょっと目を剝むくユウキの目の前で、半はん裸らのクリスはスカートの裏に縫ぬい付つけてあった道具を次々に披ひ露ろうした。

　簡かん素そな生き成なりのシャツとグレーのパンツ、ナイフがもう一本、火打ち石、ロープに針に糸。あとは一ひと握にぎりの塩の入った袋ふくろ。

　猫ねこ型がたロボットのポケットを思い出しつつ、ユウキは啞あ然ぜんとする。

「小麦粉があればよかったんだけど、さすがに重くてかさばるからやめたんだよな。ま、クリが代用品になると思うけど」

（な、何、このサバイバル用品……）

　しかも文明に頼たよろうとしない結構ガチなやつだ。本当に必要最低限の持ち物だと思った。

　顔を引きつらせるユウキの前でクリスは誇ほこらしげだ。

「無計画に逃げたわけじゃないんだ。飲み水があって、さほど寒くなくて、食べ物がある時期だからここに逃げた。ちょっと不ふ慮りよの事故で手間取ったけど、これで当分は凌しのげる。ってわけで、──小屋を拠きよ点てんにして、のんびり、こびと探しでもするか」
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　クリスは服を着き替がえてすっきりした顔をしている。重いドレスを脱ぬぐタイミングをずっと計っていたが、ユウキが女と信じ込んでいたため、脱げなかったようだ。

　だが、簡素な服に着替えても、相変わらず少女にしか見えないのはどういうことだろうとユウキはため息を吐つく。

　そのクリスと言えば、川で魚を捕とっている。最初は手づかみでやっていたけれど、二匹ひき捕つかまえたところで足が痛んだらしく、途リ中タ棄イ権アした。

　だが、そのまま休むことなく《ウケ》という道具を作り始めた。《ウケ》とはしなやかな枝を組んだ網のようなものだ。中に魚を誘さそい込こんで逃にげられないようにする、入れるけれど出られない仕組みの罠わなだった。

　一方ユウキは、突とつ如じよ始まったサバイバル生活に面食らいながらも、先日の野宿の時の要領で、薪たきぎとなる枯かれ枝えだや枯れ葉を拾う。

　そしてクリを拾い、山ぶどうを摘つんだ。クリのいがで、怪け我がをしないように神経を使うが、中身を思うと我が慢まんができた。

　薪と食料がある程度集まると、ユウキは小屋の掃そう除じと料理を任された。こどもの頃から必要に迫せまられて家事をしていたため、料理はある程度できた──つもりだった。だが、

「任せて」

　と、取りかかってみたけれど……火のおこし方がわからずに初しよっ端ぱなから躓つまずいた。枝も組めない。火打ち石どころかマッチも使ったことがないのだった。

　そんなユウキに、クリスは呆あきれを隠かくさなかった。

「火もつけられないって……どういう生活してきたわけ？」

　珍ちん獣じゆうを見たという表情だ。

　得意分野での失態は屈くつ辱じよくだ。赤くなって黙だまり込むとクリスは、「しょうがないな。見てろよ？」と、ユウキが竃かまどの中に適当に積み上げた枯れ枝を一いつ旦たん取り出すと、改めて器用に組み始めた。大きな枝を円えん錐すい状じように組むと、間に焚たき付け用の枯れ葉を詰め込んだ。

「こうやって空気が入り込む場所を作ってやるんだ。それから枯れ葉にいきなり火はつかない。火ほ口くちを使う。ほら、こういうの」

　彼はそう言いながら部屋の隅にあった綿ぼこりをつまむと火打ち石にのせ、近くにもう一方の石を打ちつけた。そしてくすぶり出した火口に枯れ葉を近づける。

　枯れ葉がぱちぱちと高い音を立てだし、その上にある小枝が赤く踊おどり始める。

　小さな火があちらこちらで起こり始めたかと思うと、太い枯れ枝が煙けむりを上げ始め──とうとう、ごう、と音を立てて大きく炎ほのおが膨ふくらんだ。

「覚えた？」

　何度見ても見事なものだとユウキは小さく感かん嘆たんのため息を吐く。額ひたいの汗を拭ぬぐうクリスはドヤ顔だ。

　さらにクリスは、クリの上に平らな石を置いて踏ふみつける。いがからぽろりと実が飛び出すと、ナイフで切れ目を入れる。

「弾はじけると危ないから殻からを切って」と説明すると、ユウキにもナイフを渡わたし、次々に火に投げ込む。

　硬かたい殻一つに苦戦しているうちに、彼は残り全部を火に放り込んだ。

　鮮あざやかな手つきに、ぐうの音ねも出ないユウキは、他の方法で挽ばん回かいを目指すことにする。

　自分にできることは──と考えて川魚をナイフでさばき、三枚におろし、塩を振る。木の枝を削けずって作った串くしに刺さすと、直じか火びで炙あぶった。

　クリと魚、二つの香こうばしい匂においが小屋に立ち込めると飢き餓が感かんが最さい高こう潮ちように高まり、喉のどと腹が鳴った。

　それはクリスも同じだったらしく、二人は出来上がりと同時に冷めるのも待てずにかぶりつき、夢中で食べた。

　クリはクリでも、ユウキが知っている栗くりではなさそうだ。おそらくはマロン・グラッセなどに使う西洋グリで、粘ねばり気けがなく粉っぽい。だけど、やはりしっかりと甘く、二日間ほとんど何も食べていない身体からだには、何よりのごちそうだった。

　そして焼き魚の香ばしさは、食欲をこれ以上ないくらいに刺し激げきした。口の中でほろほろと崩くずれていく白身は、川魚特有の淡たん白ぱくさがあった。けれど水が綺き麗れいだからか、泥どろ臭くささはさほどなく、ほのかににじみ出た脂あぶらはひたすらに甘かった。

　焼き魚と焼きグリ、二つのごちそうでお腹なかを満たせば、疲つかれた身体が心地ここちよいだるさを訴うつたえ始めた。

　日中のすべてを肉体労働に費やすなど、生まれて初めてだった。充じゆう実じつした一日を過ごしたユウキだが、日が暮れる頃になってふと微び妙みような違い和わ感かんを覚えた。

　昨日の夜と同じ小屋。片付けて埃ほこりを払はらったせいで綺麗にはなっている。けれど、食べ物以外が増えることはない──はずだった。

　だけどどうしてか余計なものが増える気がする。違和感はどんどん増していき、何か落ち着かない。

（火がついてるからかな？　昨日は真っ暗だったし）

　そんなユウキの隣となりで、クリスがうなじで縛しばっていた女子顔負けの長い髪かみを解ほどいた。

　シルエットの変わったクリスの肩かたの向こうで、暖だん炉ろの火がチロチロと燃えている。

　火種を残しておくことで次回の火おこしの手間を省くらしい。燃えすぎないように灰をかけるのがコツだという。

　賢かしこいなあと思うけれど、こちらではおそらく当たり前のことなのだろう。

「今日は食料をある程度備び蓄ちくできたから、明日からは散策範はん囲いを広げてこびとも探そう。じゃあ、おやすみ」

「うん……お疲れさま」

　クリスが身体を寝ねかせると、長い髪がするすると肩を滑すべっていく。温かい橙だいだい色いろを背景にしても、相変わらず唇くちびるにしか色はついていない。

　妖よう艶えんな美少女っぷりに思わず見とれていると、クリスと目が合う。彼は苦く笑しようしたが、すぐに毛布の中に消えた。

　それでも消えない違和感に首を傾かしげつつも、昨日と同じく埃っぽい毛布を被かぶって床に横になった時、

　──突如その考えが落ちてきた。

（よ、よく考えたら、男の子と二人きりだった!!）

　思わずガバッと起き上がるとクリスもつられたのか起き上がる。

「何？　どうかした？」

　クリスは目を見開いてキョロキョロと小屋の中を見回した。

「い、や、何もないけど、えっと」

「じゃあなんだ？　はっきり言えよ」

　女子のような外見のクリスに、あまりにも曇くもりのない瞳ひとみで見つめ返され、ユウキは喉元まで出かかった言葉を飲み込んだ。

　そして、

（よ、よく考えたら、一昨日おとといは女の子だと思ってくっついて寝ちゃったし、昨日も一いつ緒しよの毛布で寝ようとか誘ったよね!?）

　思い出して青くなる。単に温かさと安心を求めただけだったけれど、クリスは一体どう思っただろうか。

（あぁ、部屋を半分に分けたい──かも。でも、あれだけくっついててもなんにもなかったし、二つも年下だし、そういうこと全く意識してなさそうだし──ここは下手に刺激しないほうがいい!?）

　だが、ふとクリスの言動を思い出して、ユウキは冷ひや汗あせをかいた。

　一昨日は枯れ葉の布ふ団とんを用意され、昨日は毛布の共同使用の固こ辞じ。あれはユウキを異性として意識していないなら不自然だ。

　弟がそういったことに興味を持ちだしたのは小学校の高学年。声変わりをしたあたりからだ。

　ませてるなあと苦々しく思っていたけれど、クリスもそうだったら──危険だ。

「いや、なんでも……ない」

　言葉を必死で飲み込むと、何か固いものを誤飲したかのように喉が痛んだ。

　胸の音が小屋中に響ひびいている気がして落ち着かない。

　顔の赤さが、濃こくなった闇やみに隠されていて欲しいと願った。

　胃のあたりが重い。毛布を被ってやり過ごそうとするけれど、

（もしかして昨日、クリスが亀かめになってた理由って──わたしが女子だって意識してたから？）

　考えると余計に動どう揺ようした。

　とその時、毛布という鎧よろいを貫かん通つうして、低く、どこか甘い声が届いた。

「あ──、もしかして、おれが男だって意識したんだ？」

　図星をまっすぐに突つかれて、ユウキは叫さけんだ。

「うあああ、やめて！　せっかく言わずに飲み込んだのに！」

　ユウキは真っ赤になってさらに亀になる。だが、さらに言葉は降り注ぐ。

「大だい丈じよう夫ぶだっておれ、不自由してないし。なんたって王子様だから」

　ユウキはぎょっと目を剝むく。それはタクヤよりもよっぽどだめだ！

「ちょっと、その歳としでそれ、すさまじく不ふ潔けつ！」

（というか女装したまま、どうやってそういうことに及およぶわけ!?　相手は女の子!?　まっ、まさか男の子!?）

　いかがわしい妄もう想そうがユウキの頭を覆おおい始める。余よ裕ゆうのないユウキの言葉にクリスはカラカラと笑う。

「なんだ、あんなにお姉さんぶってたくせに、案外初う心ぶだな。恋人の一人もいないわけ？」

　愉ゆ快かいそうなのが不愉快だ。

「いるし！　戻ったら、タ、タクヤがきっと待ってるし！」

　とユウキはいもしないのに強がって、とっさに浮かんだ弟の名前を出す。

　クリスが年下だけど随ずい分ぶんしっかり者だというのは、この一日で思い知った。年上として優位に立てる僅わずかな材料をみすみす捨てるのは嫌いやだった。

「ふうん……タクヤ、ねえ。そいつってどんな奴やつ？　おれよりいい男？」

「も、もちろん……！　背が高くて、力が強くて、優やさしくって……」

　タクヤを思い浮かべながら美点を口にするが、むさ苦しさ、暑苦しさがだんだん勝まさってきて褒ほめるのが厳しくなった。

「っていうか──クリスはどっちかというと美少女だし、比べられない……」

「……そりゃ、ごちそうさま」

　クリスは急に笑いを収めるとひんやりとした声で言う。それっきり黙って横になった。電池の切れたような反応に、地じ雷らいを踏んだ気がして戸と惑まどう。

（あ、なんか、まずかったかも）

　それでもこれ以上会話を続ける気にならなかった。気まずい空気の中、彼の寝ね息いきが聞こえてくるのを、ユウキは身を固めて待った。

　すうすうと規則正しい音が聞こえるまで、おそらくは五分ほど。だがそれは、永遠に思えるほどに長かった。

　ほっとしたユウキはようやく身体の力を抜く。とたん、夢の入り口が一気に近くなる。




「あ──ったく、慣れてるわけなんか、ないだろーが」

　闇の中でユウキの毛布が規則正しく膨らみ、縮む。

　意識させないようにと、どれだけ気を遣つかっていると思っているのだろうか。あっさりと信じて脳天気なものだとクリスは思う。

　髪をかきあげ、小さくため息を吐く。

　指に絡からまった長い髪は、国のどんな美女も敵かなわないほど見事に手入れされている。膝ひざの上に載のせた手も、いつも手て袋ぶくろをしていたせいで真っ白でなめらかだ。

　この姿は同じ年頃の男と比べて、どうだろうか。

「美少女、か」

　もともと好きで始めたことではなかったけれど、いつの間にかやめ時がわからなくなっていた。そして、新しい母親が来てからは対たい抗こうすることに必死で、顧かえりみなかった。国一番の美女になるべく努力をしてきたし、美しいと言われればむしろ誇ほこらしかったはずだ。

　──けれど、ユウキに美少女と言われて、かすかにだけれど確かに不快だった。

　今までそんなことは一度もなかったのにと不思議に思う。

　そして、理由に思い当たったとたん、静まっていた胸が再びざわつきだした。

「……タクヤ、ねえ……ふぅん」

　小さくつぶやいたクリスは、首を振って頭の中身を空にすると、ユウキと同じように毛布にくるまった。
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　翌日も前日と同じように時間が流れていった。することはいくらでもあって、忙いそがしいけれど充実している。クリスが命を狙ねらわれていることを忘れてしまうくらいに平和だった。

　都会生活に慣れすぎたユウキには当然不便ばかりの生活だけれど、トイレはまあ、古いけれど一応囲いのある穴があったので、なんとか耐たえられた。

　だけど──さすがに、風ふ呂ろがないのには参っていた。

　クリスはどうか知らないけれど、日本人であるユウキは毎日の入浴が習慣づいている。着替えももちろんないため、不快さにストレスが積み重なってきていた。

（でも水浴びはさすがに無理だし）

　昨日仕掛けた罠──ウケにはうなぎのような川魚がかかっていて、クリスは「よっしゃー！」と年相応な雄お叫たけびを上げている。そういうところは弟に似ていて苦笑いが出た。

　彼は今朝も川で身を清めていたため、こざっぱりしている。長い髪も丁てい寧ねいにすすいだらしく、輝かがやくばかりだ。ユウキの埃を被った髪かみの毛けとは大違ちがいで、羨うらやましくも妬ねたましくもあった。

　これが女同士であれば、ユウキも彼と同じように水で身体を清めることを考えたと思う。だが、彼の性別を知ってしまったあとでは、とても無理だと思った。

（ああ、頭だけでも洗おうかな……べとべとして気持ち悪い……でもやっぱり身体が一番気持ち悪い、シャワー浴びたい）

　胸の中に抱かかえた澱おりをどう処理しようと考えていると、午後になってクリスが「おいで」とユウキに声をかけた。

　彼は小屋の裏に向かう。そこには枝を組んだものを葉と草で覆った囲いがある。いつの間に？　と目で問うと、昨日から地道に作っていたとのこと。

「これなーんだ？」

　ニッと猫ねこの目を細めて笑った彼は、

「風呂がないと不便だろ」

　とユウキを中に押し込んだ。

「待って──いいんだってば、必要ない」

　ここで裸はだかになるのはとても心細いし、正直に言うと──たとえ自意識過か剰じようだと言われようとも──彼を異性だと意識したせいで、危険すぎてできないと思う。

「はいはい、大丈夫、覗のぞかないから」

　見ると、どこから見つけてきたのか、古いタライがあった。しかも中に張ってあるのはお湯だ。

「いつの間にこんなたくさん沸わかしたの？　鍋なべはあるけど、こんなには無理だよね？」

　驚おどろいて問うと、彼は誇らしげに言う。

「太陽の光で温めたんだ。それに熱湯を足しただけ。水よりは多少はましだろ。完全に冷める前に使えよ？　風か邪ぜひかれたら困るし」

　そう言いながら彼は布を差し出した。清潔そうな白い布だ。なめらかで柔やわらかい手て触ざわりは、小屋にあったものとは思えなかった。

「え、これどこで手に入れたの？」

「あのドレスを解体しただけ。裏地が何重にもなってるんだ。表地はレースがついてたり、フリルがついてたりでちょっと使いづらいから、これで我慢してくれる？」

　なんでもないように言うクリスに、ユウキは二重のショックで目を剝いた。

「ちょっと待って、あれいくらすると思うの!?　もったいない──」

　考えられない。考えたくない。だがクリスは不思議そうに目を瞬しばたたかせた。

「こうしたほうが絶対役に立つだろ。っていうか最初からこうするつもりで、わざわざ綿の服を着てきたんだから。昨日洗って乾かわかしてるから、ちゃんと使える」

　絹は綺麗だけど実用的じゃないんだよな──とぼやくクリスは「湯が冷めるから早く入れ」と言い置くと踵きびすを返した。

「え、でもわたしが使っちゃったらクリスのお湯は？」

「おれは水で充じゆう分ぶん」

　それだけ言うと、彼は清せい爽そうな笑え顔がおを残して小屋に戻ってしまう。

　しん、と静まり返った風呂で、手をタライにつけてみるとまだ随分と温かかった。

（せっかくの厚こう意いを無む駄だにしたら罰ばちが当たるよね）

　ユウキは思い切って、セーラー服を脱ぐ。

　広げて見ると、それは随分と汚れてしまっていた。泥もだけれど、汗のせいで塩を吹いている部分もあり、恥はずかしさに埋うまってしまいたくなる。

（も、もしかして臭におってたとか……！　だからさりげなく勧すすめてくれたとかだったら、いっそもう死にたい）

　泣きたくなりながら、まず顔をすすぐと髪をタライに突っ込んで念入りに洗った。

（石せつ鹼けんはないか、さすがに）

　贅ぜい沢たくは敵。自分に言い聞かせて残り湯で身体を流していた時だった。

　ユウキはぴょこんとタライの縁ふちに現れた黒くろ々ぐろとした物体に息を止める。理性が働いたのは一いつ瞬しゆんだけだった。

『ご』がつくその物体は、タライの縁からユウキに向かってダイブしたのだ。

「いやあああああああぁあああああああああぁ!!」

　酸欠を起こす寸前まで叫んだあと、ユウキは脇わきに置いていた制服を胸に抱えると、風呂から飛び出した。

「どうした!?　何があった!?」

　血相を変えたクリスが小屋から飛び出してくる。ユウキは彼にすがりつく。

「ご！　ごがつくあれ！」

　クリスは鬼き気き迫せまる顔で、慎しん重ちように囲いに入る。だが、縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る黒いソレ（とても口には出せない）を見て、拍ひよう子し抜ぬけした顔になった。

「……まさかだけど……これ？　こんな小さな虫がだめとか言うなよ……？」

「小さくないよ！　野生化した巨きよ大だいＧだよ!?　平気な人いるわけ!?」

「きょだいじー？　単なる虫だろ、こんなの」

　彼はそう言うと、未いまだ動きまわっているそれに向かって石を投げつける。パチっとちいさな音がしたと思うと、それは見事に地面で息絶えた。

　枯れ葉で包むとクリスは囲いの外に捨てる。

「もう、大丈夫」

「あ、ありがと……」

　涙なみだ目めで礼を言うと、

「どう、いたし、まし……て」

　急に息を詰つめたクリスがさっと目を逸そらす。ユウキはどうしたんだろうと首を傾げ──

「ふあっ」

　直後、己おのれの姿を思い出した。同時に変な声が出た。

「いやあああああ、見ないで！」

　抱え込んでいたセーラー服を思わず投げつけると、薄うす汚よごれたそれはクリスの顔に直ちよく撃げきした。その隙すきに脱だつ兎とのごとく風呂へ逃げ込んだ。

　ばくばくと胸が鳴る中、息も絶え絶えになりながら、先ほどもらった布を身体に巻き付ける。

（どうしよう、もうまともに顔を合わせられない。っていうか、こんな醜しゆう態たいさらしたらもうお嫁よめに行けない！　行く宛あてもないけど！）

　気が遠くなりそうになっていると、外から声がかかった。

「……えっと、おれ、見てないから」

「噓うそ！」

「うん、じゃあ……後ろしか見てないから」

「見てるじゃん！」

「だからあいこということで」

「あいこ？」

　ユウキが訝いぶかしむと、

「この間ユウキがおれの見たから、あいこ。なんなら、もう一回見る？　肉体美に釘くぎ付づけだったろ」

　そういえばそうだと顔が赤らむ。思い返すと、不ぶ躾しつけなほどじっくり見てしまった。

「見ないし！　肉体美ってどれだけ自信家なわけ！」

「遠えん慮りよするなよ？」
















　クリスは楽しげに笑っている。それを聞いていると、深刻だと思っていた失態が些さ細さいなことに思えてきた。

（いや、でも、穿はいてるのと穿いてないのとでは結構な違いなんだけど……あーでも、確かにクリスの背中綺麗だったし、もう、あいこでいいか……って、それでいいの!?　わたし！）

　釣り合いが取れるのだろうかと考えて、お釣つりを渡さないといけない気になったところでクリスは言う。

「外におれの服、置いとく。ユウキの服、洗って乾くまで着ていいから」

「え、でも、クリスはどうするの？」

「今から縫ぬうから大丈夫。あ、おれ、脱いでるから覗くなよ？」

　からからと陽気な笑い声と足音が遠ざかっていく。

　外に出ると、先ほどまでクリスが着ていたシャツが畳たたんで置いてあった。そろそろと手に取り羽織ってみると、すっぽりと入ってしまった。身長は同じくらいだと思っていたが、どうやら見かけよりも大きいようで、裾すそも袖そでも長い。

「縫うって言ってたよね…………どんだけ規格外な王子様なわけ？」

　クリスは男の子だ。王子様だ。なのに。

　サバイバル術に長たけているくせに女装はするし、そのうえ普ふ通つうの女の子より数倍可か愛わいい。でも中身は妙みように男前で……。

　ブツブツつぶやいていたユウキは、少し息苦しさを感じて胸を押さえた。

（え、何これ）

　ユウキは焦あせった。この気持ちはなんだろうと考えて、すぐに答えにたどり着いてしまったのだ。

（って──住む世界が違いすぎるでしょうが!!）

　何よりクリスに恋をすれば、ユウキは白しら雪ゆき姫ひめが王子様と幸せになることを望めなくなってしまう。きっと物語のハッピーエンドを避さけてしまい、クリスを不幸にした上に、自分も現実に帰れなくなる。どう考えても不ふ毛もうだ。

（白雪姫に恋をするのは王子様だ。わたしじゃないよ）

　登場人物を思い出すと、ユウキはすぐに心に蓋ふたをして、膨らみそうになる気持ちに鍵かぎをかけるのだった。
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　だが、ユウキのこしらえた鍵かぎは、日に日に強化を求められた。

　翌日はここに来て一番の暑さだった。といっても周囲は木こ陰かげばかりのため東京の夏ほどの蒸むし暑あつさはなく、薄うす着ぎでいれば過ごしやすい一日になるはずだった。

　ユウキは今日、クリスのドレスの布地で作った服を着ていた。

　肩かたと脇わきの部分をざっくり縫ぬい合あわせて、頭からすっぽり被かぶる貫かん頭とう衣いだ。暑さを凌しのぐために、ユウキはそれをさっそく着て作業をしていた。

　だが結果として、ユウキは森での生活をなめていたことになる。

「か、ゆ、い────」

　指先ほどの大きな藪やぶ蚊かの群れは、肌はだをむき出しにした獲え物ものを、ここぞとばかりに集中的に狙ねらってきたのだ。

　蒸し暑さと虫、どちらを我が慢まんするか。ユウキが選んだのは暑さを我慢することだった。

　だが、さすがにセーラー服（しかもウール一〇〇％の冬服だ）で真夏を過ごす──しかも生きるためにやらないといけない日々の仕事は膨ぼう大だいで、すべて手作業。一日もサボれないのだから──のは辛つらいことであった。

（あー、これ、臭においそう……ウールだから簡単に洗えないし、やばいなあ）

　あの風ふ呂ろ事件のあと、川で洗せん濯たくをしたけれど、脱だつ水すいはすべて手動。だからなかなか乾かわかなかった。生なま乾がわきだと余計に臭におうこともある。どちらがましかは悩なやむところだ。

　汗だくで木き苺いちごを摘つんでいたユウキは、ふと後ろに人の気配を感じて振ふり返かえる。そこには、やっぱり汗だくのクリスが右手に布、それから左手に何かの葉っぱを握にぎって立っていた。

「この暑い日になんつう格好してんだよ。死ぬぞ」

　クリスはユウキに布の塊かたまりを渡わたしてきた。広げてみると、それはユウキの着ているのと同じような貫かん頭とう衣い。ただし、袖そでも丈たけも長い。ヒザ下まであるワンピースみたいなものだった。風通しが良く、涼すずしそうな造りだ。

「これに着き替がえて、で、この草を身に着けておくといいから」

　シダのような植物を受け取ったとたん、ハーブのような清せい爽そうな香かおりがした。

「さっき見つけた。ハッカの一種だよ。虫が嫌いやがる匂においがするんだ。あと、葉を揉んで塗れば薬にもなるから」

　誇ほこらしげなクリスだったが、ユウキは同時に彼の腕うでに残る怪け我がが目に入ってしまった。せめてと、毎日無理やり洗っているけれど、まだかさぶたになっていないのだ。

「──って、そういう薬草の知識があるんなら、先に自分の傷の薬を探そうよ！」

　思わずそう返すと、クリスはムッと顔をしかめた。

「そこは素直に『ありがとう』だろ」

「いや、でも、クリスは怪我人なんだし。わたしは怪我も病気もしてない。気を遣つかわなくても大だい丈じよう夫ぶだから」

「いいから」

　怒おこったようにため息を吐つくと、クリスは草を全部押し付けて魚を捕つかまえに戻ってしまう。




　いくら遠えん慮りよしても、翌日も、その翌日も、クリスはユウキをさりげなくいたわってくれた。

　服だけにとどまらず、部屋に布で間ま仕じ切きりを作ってくれるなど、欲しいものをすぐに察しては器用に作ってくれる。さらに風呂を整備して虫が減るよう工く夫ふうしてくれたり、お湯にいい匂いの花を入れてくれたりなど、至いたれり尽つくせりだ。

　これが本当に弟と同じ歳としの男の子なのだろうか。驚おどろくほど気が利きいた。

　ユウキが遠慮すると「ユウキの世界ではどうだか知らないけど、こっちでは女性を守るのは男の仕事で、当たり前のことなんだよ。おれのメンツをつぶす気か」と怒る。

　男に頼らないのは逆に失礼だというのが彼の主張だが、その怒いかりさえもユウキに遠慮させないための演技に見えた。

　優やさしくされればされるほど、ユウキの悩みは深くなる。自分が女の子であることを意識させられれば、心にかけた鍵はもろくも外れそうになるのだ。

　だが、それ以上にクリスの負担が気になった。

　女性を守るのが男の役目。──ならば、ユウキがいれば、クリスは自分を優先できなくなる。

　火のおこし方に慣れているし、魚の取り方も鮮あざやかだ。薬草の知識もある。簡素な小屋の組み立てまでしてしまう。クリスはたいていのことを一人でやってのける能力を持っていた。

　つまりあの時ユウキが彼を助けなくても、彼はきっと一人でなんとかした。そして、今はもう、ユウキは彼の重荷にしかなっていないのではないかと思えるのだ。

（お風呂のこと一つでも、わたしがいなかったらクリスは一人でお湯を使えたし、食べ物だって一人分を調達すればいいだけ……。もう一人で歩けるくらいに足が治ったのだから、わたしは必要ない。今はわたしを守るためにここにいる……）

　そんなことを考えては鬱うつ屈くつする朝。それは、ユウキがこの世界に迷い込んでから五日目の朝のことだった。




　部屋の真ん中にはクリスが作った妙みように豪ごう奢しやな間仕切りがある（他に使い道がないと大だい胆たんにもドレスの表地を使ってしまったのだ）。

　垂れ下がるレースをよけて向こうを覗のぞき込こむと、クリスはまだ起きていなかった。彼は常にユウキより先に起きていたから少し気になる。疲つかれているのかと思って寝ねかせておくことにしたが、昼になっても起きてこないクリスに、さすがにユウキは異変を感じ始めた。

　小屋の中に広がる静けさに恐ろしくなったユウキは、思い切って毛布の塊に向かって声をかける。

「クリス？　どうかした？」

　返事がない。

　怖こわくなって毛布をめくると、クリスが苦しそうに目を閉じていた。

「ちょ──っと、何!?　すごい熱！」

　顔色は欠損のせいでわからないけれど、額ひたいに触ふれると明らかに熱がある。風か邪ぜだろうか。それとも傷から菌きんが入ったのだろうか。どっちもありうる。どうしようとユウキはパニックに陥おちいった。

（薬草を取ってくる？）

　考えたけれど、知識がない。

（じゃあ、人里に下りないと）

　だが、山歩きなどしたことがないユウキが森をさまよっても遭そう難なんするだけだろう。

（どうしよう──どうしよう！）

　泣きたくなりながら、クリスの手を握る。美少女然とした姿には似つかわしくない大きな手は熱くて、ユウキの不安を煽あおった。

　しばらく手を握ったまま震ふるえていたユウキだったが、このままこうしていても何の解決にもならないと、いつものように腹をくくった。

（落ち着いて。大丈夫、精せい一いつ杯ぱい頭を使って考えれば、大丈夫）

　それでも頭が働かない時は身体からだを動かすのだ。今できることをやる。停てい滞たいするのが一番まずい。

「──やっぱり、行こう」

　覚かく悟ごを決めて立ち上がる。

（ペットボトルはまだ大事に取ってある。食料は焼やきグリを弁道箱に詰つめて。そうだ。川沿いを下りていけばきっと人里に出るし、ナイフで木に印をつけながら行けば戻ってこられる……ほら、ヘンゼルとグレーテルも戻れたんだから）

　立ち上がろうとしたユウキだったが、クリスがユウキの手を放さなかった。

「ゆう、き？　どこに行く？」

　いつの間にか起きていたらしい。意識があることにほっとするけれど、その顔は気だるげで、やはり安心は全くできないと思う。

「大丈夫。ちょっと里で薬をもらってくるだけだから」

「行く、な──ここにいろ。約束、だろ。共同戦線張っただろ。ここが見つかったら終わりだ。おれは──まだここでの暮らしをやめたくない。おれは、まだ、おれのままでいたいんだ」

　彼はユウキの腕を引き寄せる。熱っぽい、焦しよう点てんの合わない目に至近距きよ離りで見つめられ、胸がすさまじい音を立てた。だが彼はすぐに目を閉じてぐったりと崩れ落ちる。

「──クリス!?」

　色がないのは充じゆう分ぶん理解していたのに、蒼そう白はくな顔にぎょっとした。なぜか彼の唇くちびるの色が、なくなっていたのだ。

（え、え、え──！？？？　こ、これってものすごくヤバイ状じよう況きようなんじゃあ）

　一度ついた色がなくなる。それはノートに書いてあった致ち命めい的てきな手エ違ラいーを思わせる。

『手エ違ラいーにはいろいろ種類はあるけれど、例えば登場人物の予定外の死みたいに、物語を不可逆的に壊こわしてしまうこと──つまり、物語があらすじから大きく逸それてしまうことが当てはまる』

　エラーの例を思い出し、ユウキはぞっとした。

（万が一ここでクリスが）

　それ以上考えたくないのに、頭は最悪の想像を生み出した。

（病気で白しら雪ゆき姫ひめが死ぬ──？）

「クリス！　クリス──死なないで！」

　ユウキは恐ろしさでわななく。

「そんな簡単に死なないし──、……っ！」

　クリスは気き丈じように言うものの、自分を自分で抱だきしめ、ぶるぶると震える。熱のせいで寒いのだ。少しでも温めようと、ユウキの毛布を上からかけるけれど、彼の震えは収まらなかった。ユウキは一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよのあと、毛布に潜もぐり込こみ、後ろから彼を抱きしめる。

「──!?　馬鹿、か、おまえ──それとも年下だからってなめてんのか！」

「そういう気起こすくらい元気になれるんなら、むしろ本ほん望もうだよ！」

　唸うなるクリスを叱しかりつける。

「──後こう悔かいするなよ」

　彼は小さくつぶやくと、身体を反転させて腕をまわす。

　毛布の中で抱き合うような格好になり、怯ひるんだユウキは彼の腕から抜け出して距離を取ろうとする。だが、足の上にはクリスの身体が半分乗っていて、それ以上動けなかった。

　だるそうに起き上がったクリスは、長い髪かみを邪じや魔まそうにうなじで一つに束ねた。灰色の目の中の、凶きよう暴ぼうな光が顕あらわになる。
















　熱っぽいまなざしに射い抜ぬかれ、息を吞のむユウキの上に、クリスはそのまま身をかがめる。異常に熱い身体が、ユウキの身体の上に落ちてきた。

　ずっしりとした重みにユウキは頭が真っ白になる。

（うわああああ）

　勢いで煽あおってみたものの、いざこうなってみると、とてもじゃないが覚悟が追いつかない。

（でも、自分から口にした手前、今いまさらだめだとも言えないし！）

　どうとでもなれ！　と腹をくくったユウキだが、

（……あれ？）

　いつまでも小刻みに震えるだけの身体に気づき、恐おそる恐おそる真横にある顔を見ると、彼はぐったりと目を閉じて荒あらい息を吐はいている。

「クリス！」

　どうやら男の意地もここまでだったらしい。力尽き、身体を預ける彼の背を、腕を必死で擦さする。だが、そんなのは焼け石に水だった。震えは止まらない。熱も上がっている。

（どうしよう、どうしよう──クリスが、クリスが死んじゃう！）

　ユウキが泣きそうになった時だった。




「あーあ、カッコつけて無理しすぎちゃいましたかねえ」




　斜ななめ後ろから降ってきた声に、ユウキは目を見開いた。慌あわててクリスの身体の下から這はい出でると、そろそろと後ろを見やる。小屋の入り口に一人の青年がいた。

　目鼻立ちはくっきりとしていて、俳優のよう。切れ長の目は涼しげで、口元はどこか甘い。現代であればイケメンだと十人が十人騒さわぐと思える容よう貌ぼうだ。

　だがやはり顔は紙のように白く、瞳ひとみも、短く整えられた髪の色も淡あわいグレーで、ほぼモノクロだった。唇だけが僅かに着色されているのはクリスで見慣れたとはいえ、異様だった。

（え、あ、あれ？　色がついてる？）

　クリスに目を戻そうとすると、青年が一歩足を動かした。隙すきのない動きに見えて、ユウキは身構える。

　紺こん色いろの軍服（のように見える）に包まれた体たい軀くはクリスよりも大きく、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしていて鍛きたえ上あげられている。彼が水泳選手に似た逆三角形の身体をかがめて入ってくると、小屋が一気に狭せまくなった気がした。

「あ、あなた……誰ですか──あ、お城の人!?」

　ユウキはクリスを背にかばう。彼が命を狙われているということを思い出したのだ。

　一本持たされていたナイフを取り出す。けれど手が震えてしまって、まともに持っていられない。それでも両手を叱しつ咤たして、ギラリと光る刃は先さきを胸の前に構える。

「親衛隊のルーカスと申します。お嬢じようさん、そんな物ぶつ騒そうなものしまいなさいよ」

　体格の割に物もの腰ごしの柔やわらかい男だった。だが、騙だまされてはいけないとユウキはナイフを構え直す。

「あなた、何しにここまで来たの!?」

「クリス様を連れ戻しに」

「どうしてここがわかったの」

「そりゃ、行動パターンも思考パターンも頭に入ってますし。万が一にも王おう太たい子しが亡くなったら首が飛びますからね。親しん衛えい隊たいも大変なんですよ」

「お、王太子？」

　日本人には馴な染じみのない言葉だけど、皇こう太たい子しと同じような意味だろうか──と考えたとたん、理解する。

　深く考えなかったけれど、王子は王子でも王の長子であればいずれ『王様』になるのだ。

　現代で『王子様』という言葉が、案外軽く使われてしまうからだろうか。例えば白馬に乗った王子様という言葉から、一時期爆ばく発はつ的てきに流は行やった○○王子という呼び名に至るまで。

　だから、王太子という言葉を聞いて、軽かったイメージが一気に重みを増した。

（え、でも──だとしたら母親だとしても、命を狙っていいの？　反逆にあたらない？）

　そもそも殺人未み遂すいは日本では重犯罪だ。けれど、法は現代でも国によって随ずい分ぶん違う。この世界についての知識も歴史認にん識しきも何もないため、そのへんはさっぱりわからない。

「で、でも、城に戻って大丈夫なの？　母親に命を狙われてるって言ってたけど……それは本当なんだよね？」

　ルーカスは一瞬目を細めたあと、ニッコリと笑う。

（そこ笑うところなの!?）

　とユウキは頭に血が上る。

「まあ、そうですよ。以前からちょくちょくやりあっていらっしゃいましたけど、今回はかなり激しかったですからね。両者ともに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れて、王おう妃ひ陛へい下かは刃は物ものを持ち出しましてね、王太子殿でん下かは命からがら逃にげてこられたというわけです」

　それは大スキャンダルではないかとユウキは眉まゆをひそめた。

「って、王様は何をしてるの!?」

　急激に怒りが湧わいてくる。

　そうだ。白雪姫のお話でも、王様はひたすら無能で影かげが薄うすかった。

　娘むすめを新しい妻から守ることができなかった上に、探すことすらしないのだ。愛した妻の忘れ形見だというのに。

「あの方は妻も息子むすこもどちらも大事で、それ以上にご自身が一番大事ですから、口を出せないのですよ」

「でも、命がかかってるのに？　無責任じゃない？」

「本当ですねえ」

　同情した目つきで軽く言うと、ルーカスは屈かがみ込む。そして、ユウキの持つナイフを革の手て袋ぶくろを付けた手で素す早ばやく摑つかんだ。

（わ！）

　慌てたユウキがナイフを取り戻そうとするけれど、優美な仕草の割に力が強かった。ガッツリと握られていて全く緩ゆるまない。

「そういうわけで、私が殿下のお命をいただくことはありませんから、これはお収めくださいな。あなたのほうが怪我をしそうだ」

　手首を軽くひねられ簡単にナイフを奪うばわれる。

「ちょっと、返して！　そんなに簡単に信用できないよ！」

　叫さけぶと、彼は意外にも、すぐにナイフをユウキに返してくれる。

「え、これ──？」

「ないとお困りでしょうからお返ししますが、今後は安全に使ってくださいよ。それで、ええと、ユウキ殿どの──でしたか」

　冷たい声で名前を呼ばれて顔を上げる。なんで名前を知っているのだろうと不ふ可か解かいに思うと、「しばらく様子を窺っていましたから」と、心を読んだかのような言葉が返ってくる。柔らかな笑みを浮かべていたはずの目が鋭するどく光り、ユウキは言葉を失った。その寒々しさに底知れぬものを感じる。

「あなたもここに迷い込まれたようですが……そろそろお家うちに帰らないとご家族が心配されますよ？」

「……でも、クリスが」

　心配なのもあるけれど、ユウキは帰りたくても帰れない。

　事情を打ち明けてみようかとも思ったが、ルーカスという人がどんな人物かもわからないし、柔らかい表情に反して、どことなく冷たい視線が気になって口が動かない。

　たぶん、彼は信じてくれない。いやクリス以外に、こんな荒こう唐とう無む稽けいな話を信じてくれる人などいない──そんな気がしてしょうがないのだ。

　彼は黙だまり込んだユウキを優しく諭さとす。

「殿下に今までお付き合いくださいまして、ありがとうございました。ですが、もう殿下は帰らねば。慣れない野外生活で体力を消しよう耗もうされていらっしゃる。このままではお命が危ない」

「でも！」

　城に帰れば、別の意味で命の危機にさらされるのでは──反論しようとしたユウキをルーカスは遮さえぎる。

「とにかく診しん察さつさせていただきます。問答はあとでいい」

　そして有う無むを言わせずユウキを押しやると、クリスの傍そばに屈み込んだ。

　長い指で朦もう朧ろうとしているクリスの身体を確かめていく。下した瞼まぶたを見て、喉のどを見て。腹を触さわり、傷を診みる。触しよく診しんは妙に手て馴なれている。

「あなた、医者なの？」

「医術の心得は武人ならある程度は持っているものですよ。戦場で生き残るためにもね」

　紛ふん争そうが身近にあるらしいことにひやりとする。平和な世界に慣れすぎているとユウキは実感した。

「大丈夫です。きちんと手当てをしてある。傷に化か膿のうは見られないし、ただの風邪でしょう。ここは朝と夜は冷えますからね。しかもなんですか、この毛布は。ペラペラじゃないですか」

　冷えという言葉にユウキははっとする。

「クリスは、わたしにお湯を譲ゆずってくれて」

「殿下が？　──それはまた……どういう風の吹き回しですかね。珍めずらしいこともあるものだ」

　にこやかに身体を起こすと、ルーカスは持っていたかばんから水薬を取り出した。

　そして頭の下に腕を通して、軽々とクリスを起こす。

「……ル、ルーカス？」

　薄く目を開けたクリスは、ルーカスを見るなり目を見開いた。そしてルーカスの腕を振ふり払はらおうとする。

「放、せ──おれは帰らないからな！」

「おやおや、おれ、ですか。随分荒あら々あらしいことで」

　目を見開くルーカスに、クリスは気まずそうに顔をしかめる。

「う、るさい！　いいから、放せ！」

　だが罵ば倒とうに構わず、ルーカスは薬の瓶びんを強ごう引いんにクリスの口につける。

「殿下。とにかくこれをお飲みください」

「いや、だ！　それを飲んで、おれが無事だという保証はない！」

「じゃあ、まずは安心していただきましょうか」

　ルーカスは一いつ旦たんクリスを解放すると、肘を後ろについて後ずさるクリスを横目に水薬を口に含ふくむ。そして飲み干して毒味をするが、それでもクリスは唇を引き結び頑がんとして拒こばんだ。すると、ルーカスはくすりと笑い、

「相変わらずお薬が苦手でいらっしゃる。では、口移しなんていかがです」

　大きな手でがっちりとクリスの顎あごを摑む。クリスは目を剝むき、ユウキはルーカスの艶つやっぽい笑え顔がおに青ざめた。
















　その絵はたぶん、クリスの性別を知らなければ、まるで映画のワンシーンのように美び麗れいだっただろうけれど、ユウキは不運なことにどちらも男性だと知っている。この先を目にすれば悪夢を見そうだ。

（男同士はいくらなんでも無理だ…………ってあれ？）

　と、そこでユウキははたと思いつく。

（え、え、この展開って──まさか）

　ユウキはクリスを改めて凝ぎよう視しする。長い髪を身体にまとい、だるそうに横たわる彼は死にかけたお姫様に見える。

　次にルーカスを見る。軍服を見事に着こなした彼は、王子様と言っても……通用するように思える。

　そして、白雪姫という話のアレンジには、王子様のキスでお姫様が生き返るというバージョンも存在するのだ。

（まさかだけど、こ、ここ、これって、白雪姫のハッピーエンド直前だったりしないよね？）

　毒リンゴを始め、他の要素はまだ出てきていないような気がするけれど、ユウキが見み逃のがしただけかもしれない。だとしたら、迂う闊かつに口出しできない。

（あああ……でも、なんか、やっぱり受け入れられない……。けど、もし物語が本当に白雪姫だったら、わたしが邪魔すると致命的な手エ違ラいーになりかねないんだよね……？）

　赤くなったり青くなったりしながら、ユウキは息を吞んで顚てん末まつを見守った。

　だが、やがてクリスは「おまえ、ほんっとムカつく」と呻うめくと、不本意そうに瓶に残った水薬を奪って口にする。そして苦そうに顔をしかめた。

　それを見て、ユウキは溜ためていた息を吐いて目を閉じた。がっかりするよりも、なんだかひどくほっとしている自分を、不思議に思った。
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　ルーカスの薬はよく効き、クリスの熱は翌朝にはあっさりと下がった。

　彼は脅おどされ続け、ルーカスが持ち込んだ食料を食べ、そしてペラペラではない毛布を無理やりにかけられた。

　どうやら森に逃げるのが三回目というのは本当らしい。小屋の外に置かれた山のような荷物を見て思う。さながらレスキュー隊のように、救助に必要なものが揃そろっていた。

　だが、クリスはルーカスに脅されっぱなしだったためか、常にふくれっ面つらだった。

　ユウキは回復したクリスを見て、もう大丈夫だと胸をなでおろす。

　安心すると同時に、ふと、強きよう烈れつな違い和わ感かんが胸を占せん領りようした。

（え──？　え!?）

　必死だったからだろうか。それとも暗かったから今まで気がつかなかったのだろうか。

　朝の光の差し込む部屋で見ると、クリスの唇は色を取り戻していた。

　だがユウキが驚いたのはそのせいではない。肌にも、僅わずかだが色がついているのだ。驚いてルーカスを見ると、彼の肌はクリスよりもはっきり色づいている。ルーカスは、雪のように白いクリスの肌よりは健康的に焼けていた。

（また欠損が修復されている？　え──、いつから？）

　クリスが色白だったから気づかなかったのかもしれない。最初に唇に色がついたあと、慌ただしくて深く考えなかった問いが再び浮ふ上じようするのがわかった。

　前回はわからずじまい。だが、今度の原因は考えるまでもない。

　ルーカスだ。彼が来たから、色が増えたに決まっている。

　色が増える──欠損が修復されたということは、物語が完結ゴールに近づいたということだ。彼がやった何かで、話が進んだということ。

（それは何？　この人は──一体、なんの役割を持っているの？）
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　そして、その疑問は気力を取り戻したクリスも同様に抱いだいたらしい。薪たきぎを拾いに行くと言ってルーカスが姿を消した時を見計らって、彼はユウキに尋たずねた。

「あいつも話に関係あるんだろ？　おれが白しら雪ゆき姫ひめなら、ルーカスはなんだ？」

　薄うす暗ぐらい小屋の中で、クリスは声を潜ひそめて外を気にしている。

　ユウキは白雪姫の話の筋を思い出しながら答える。

　まず「この世界が本当に《白雪姫の世界》だとすると」と一応、自分にも言い聞かせるために前置きすると、クリスは「白雪姫だろ。他に何か候補が見つかったのか？」と問いかけてきた。

　ユウキだって、ほぼ確定だと思っていた。そもそも森で迷子になる王子様という童話がどうしても思い浮かばない。こじつけでも何でも、手がかりがまるでないよりは白雪姫のほうがまだ可能性があった。

　それに──欠損が修復されているのだ。物語が完結ゴールに近づいていることを考えると、この道を進むのがよさそうだった。

　だが慎しん重ちように首を横に振ふると、「まだ可能性は捨てきれないから、一応ね」と断る。

「って、ユウキはずっとそんなふうに言ってるけど、もう決めていいんじゃないの？　おれの条件って、当てはまらないのは性別くらいなんだろ」

　そこがすごく重要なんだよ──と言いたいけれど言えば問題となる王子との結婚に触れないわけにいかないだろう。反応が怖くて、ユウキは半笑いでごまかす。

「ん……でもわたしさ、このお話ちゃんと知ってるわけじゃないし」

「へ？　そうなの？」

　クリスは目を見開いた。

「わたし、本が嫌きらいでね。あんまり読まないんだよ」

　苦笑いしながら答えると、クリスは意外そうにする。

「じゃあ、どこでこの話を知ったんだ？　言い伝えとか？」

　当然の質問だが、ユウキは答えるのをためらった。

「小さい時に……お母さんに聞いたのを覚えてるだけなんだ」

　お母さん、という言葉は、口にするたびにユウキの口の中を苦い涙なみだの味にする。いくら心を強く持とうと思っていても、瞬またたく間まに崩くずれてしまう。急所のようだと自分で思う。

「読み聞かせかあ。そういや、おれも母上によくしてもらったな」

　ユウキは小さく笑う。

　それはユウキがまだ字が読めなかった時のこと。母は挿さし絵えの美しい本を選んでは、いくつもの御お伽とぎ噺ばなしを読み聞かせてくれた。ユウキが覚えるくらいに、身に染しみ込むくらいに、何度も。

　一人何役もこなす母の読み聞かせは劇のようだった。あまりの臨りん場じよう感かんに、字が読めるようになったあとも、ユウキとタクヤは母にもっと読んでとねだったものだ。

（あれがずっと続くと思ってたんだよ、わたし。ずっと続いて欲しかったんだ）

　眠ねむる前の幸せなひとときを思い出して、なんだか涙が出そうになっていると、クリスの物問いたげな目とぶつかった。

　慌あわてて目を伏ふせると、ユウキは「えっと、白雪姫の登場人物だったよね」と話を元に戻す。

「……あぁ」

　クリスは話題が変化した理由に触ふれないでいてくれるようだ。ユウキはほっとしながら続けた。

「ええと──もしも白雪姫だとすると、登場人物はそんなにいないんだよね……白雪姫、王おう妃ひ、七人のこびと、それからうーんと、狩人かりゆうどに王子様」

　話しながら、

（他に誰かいた気が……。何か忘れているような？）

　とユウキは違い和わ感かんを覚える。

「白雪姫はおれ、王妃はクソババア、じゃあ、七人のこびとか狩人か王子様………、って、狩人と王子様は何をするんだ？」

　王子様というフレーズに、先日の男二人の際きわどいシーンが頭に浮かびかける。ユウキは焦あせって頭を振った。

　なんとなく王子様の役割は口にできなくて、とりあえず狩人の説明をする。

「狩人は、白雪姫を森まで連れてきた人のことだと思うけど」

「じゃあルーカスは違ちがうな。城からついてきたのは母上の親衛隊の人間だ」

「親衛隊？」

　そういえばさっきルーカスはそう名乗っていたけれど、聞き慣れない言葉だ。

「親衛隊──って知らないか？」

　クリスは途と中ちゆうで言葉を止める。おぼろげなイメージしか湧わかなくて首を横に振ると、

「王族の警護をする人間のことだ」

　クリスはそう言って続けた。

「幼い頃からおれの護衛をしている奴やつだから、信用はできる──っていうか、したい、かな」

　傷ついたような横顔が一いつ瞬しゆん現れて、ユウキはしゅんとする。

（そうだよね。幼い頃から一いつ緒しよにいる人が信用ならなかったら……辛つらいもんね）

　大体、王太子がこうして一人で森にいること自体が異常なのだ。ユウキの胸が疼うずいた時、クリスがつぶやいた。

「あとは王子様か。それは血筋もあるし、なかなか代われない気がするんだけどなあ」

「そういえば、王子様って……あなた以外にこの辺にいるの？」

「おれ、兄弟はいないけど」

「いや、兄弟以外で」

　ただでさえ男同士の結婚だ。これ以上ハードルは上げたくない。

　王子が存在するためには、パンタシアの近くに別の王国があることが条件になるはずだ。

「うーん……」

　だが、クリスは返答しない。空中を睨にらんで何かを考え込んでいた。かと思うと、突とつ如じよ手を打って顔を輝かせる。

「……あ、七人！」

「七人？」

「親衛隊の分隊が、一小隊七人なんだ。だから、ルーカスはこびとだよ！」

　ユウキは呆あきれる。

「そんなこじつけでいいの？　それに、七人いるなら他の六人はどうしてるの？」

　否定しながらも、こじつけ自体はなんとか受け入れられるかも、とユウキは思っていた。既すでに男の子であるクリスを白雪姫として話をスタートしているのだ。これ以上のこじつけがあろうかと思うし、多少の帳ちよう尻じり合わせはしょうがない気がしている。グリムも脚色アレンジは歓かん迎げいと書いていたし。

　だけど、ここに人数が揃そろっていないのが気になり、ユウキはその仮説を吞のみ込こめないでいた。

（っていうかわたし、それ、やだな……）

　なんだか配役が妙みように面おも白しろくないとユウキはもやもやする。

「この周辺に陣を張ってるのかもな。危機から助けてくれたんだから、一応つじつまも合ってない？」

　正解を導き出したと得意げなクリスだったが、ユウキは渋しぶる。

「でも……、七とか数字だけでこじつけるんならもっと別の……あ」

　ふとユウキは自分の持ってる数字に気を取られた。それを不安と受け取ったのか、クリスは安心させるように補足する。

「親衛隊はおれの護衛が仕事だから、きっと助けてくれる。その点に関しては信用してるよ。おれを騙だまして城に連れ帰ることはあるかもしれないけどな」

「騙すって……物ぶつ騒そうだなあ」

　上の空になりかけたユウキは、小さく首を振って頭を切り替えると、ひとまず元の話題に戻ろうとした。

（うん、さすがに、それはこじつけがすぎる気がするし）

　そんなことを考えていると、クリスは不意に顔をしかめた。

「だけど、ここが見つかったってことは、ババアの犬が嗅かぎつけるのも時間の問題だろうな。隙すきを突ついてここから逃にげないと……」

　だがクリスも、今の病やみ上あがりの状況で逃げるのは時期尚しよう早そうだと思ったようだ。痛々しくてユウキはつい尋ねていた。

「……仲直りは、できないの？」

「だめだな。おれもババアも同じものが欲しい。だから奪うばい合あうしかないんだ」

「欲しいって、何を？」

　だがクリスは悲しげな顔をして口をつぐんだ。

　その顔がふとタクヤに重なる。

　タクヤはいつも強がっていた。寂さびしくなんかない。お姉ちゃんがいるから大だい丈じよう夫ぶ。そう言っていた。だけどあの子は母親を恋しがっていた。いくら頑がん張ばっても自分じゃだめなんだと気づくたびに悔くやしくてやるせなかった。唯ゆい一いつ自分に与えられた居場所までなくしてしまうようで。

『泣かないよ、ぼく、男だから！』

　幼い時のタクヤを思い出して──気がつくと、ついクリスの頭をもしゃもしゃとなでていた。

「大丈夫、わたしがいるよ」

　だが、クリスは目を吊つり上あげ、屈くつ辱じよくを露あらわにしてユウキの手を振ふり払はらう。

「おまえさあ、ほんと、こども扱あつかいすんなよ。何なんだよこの間から」

　この間という言葉に先日のできごとがよみがえった。熱い身体が再びのしかかってくるような気がしてユウキはひるむ。だが、怯おびえを悟さとられるのは年上のプライドが許さない。

「そんなこと言ったって、十五歳さいなんて、まだまだこどもじゃない」

　嚙かみ付つきそうな顔だけど、タクヤもよくこういう顔をしたし、甘えたいのをこらえて強がってるだけだとユウキは自分に言い聞かせる。

　虚きよ勢せいを張ってクスクス笑うと、馬ば鹿かにされたのが悔しかったのか、クリスはむうっと顔をしかめた。そんな歳相応の表情に恐怖が薄らいだときだった。突如クリスはユウキの手を引き寄せる。

「──え？」

「これでもこどもだって言う？」

　押おしつぶされるように抱だきしめられ、ユウキはクリスを呆ぼう然ぜんと見上げた。

　彼の肩かた幅はばはユウキより広く、そして頰ほおに一瞬触れた胸は硬かたかった。

　うなじで縛しばっていたクリスの髪かみが解ほどける。さらさらの長い髪が、カーテンのように二人の顔を外から隠かくしていく。突如作られた薄うす闇やみの中、瞳どう孔こうが開いた大きな瞳ひとみが甘く輝く。そしてまつげがゆっくりと伏せられる。

「ちょ、ちょっと、悪い冗じよう談だんは、やめて」

「冗談だと思う？」

　反はん撃げきとばかりにクリスはくすりと笑う。その蜜みつがにじみ出るような笑みが、壮そう絶ぜつに色っぽい。

（ひ、ひえ……っ）

　どくん、どくん、と心臓がすさまじい音を立てている。

　クリスが顔を傾かたむける。スローモーションがかかったようなその光景を、ユウキは目を閉じることもできずに見つめていた。

　だが、

「昼間っからそーいうのはだめですよー。いや、昼間でなくても、お立場上、軽々しい行動はだめですし、まだ殿でん下かには少々お早いのでは……」

　と声が落ちてきて、クリスが跳はねるようにユウキから飛びのいた。

「ルーカス、おまえ──薪を、拾いに行ったんじゃ」

　先ほどの色気は一体何だったのかと思えるほどの変へん貌ぼうぶり。びっくりするくらい真っ赤になったクリスが目を見開いて苦情を言うが、ルーカスはニヤニヤと笑うだけ。

「忘れものをしたんですよ」

　と言いながら、彼はユウキを見下ろした。とたん、それまでバクバクと音を立てていた心臓は、ほっとする間もなく静まり返った。

　ルーカスの視線は、クリスを見る時の穏おだやかさとは程ほど遠とおい。刺さすように冷たかったのだ。

（この人は──一体何者なんだろう）

　震ふるえが全身を走る。泡あわのように疑問が湧く。クリスは七人のこびとだと言ったけれど、この敵意のにじんだ目を見ると不安になる。ユウキはどうしても彼が味方だという、こじつけを認められないでいたのだった。
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　ルーカスはクリスを連れ戻すという割には、強ごう引いんに実行するわけではないようだった。

　クリスの体調が整うのを待っていると言ったけれど、本当だろうか。

　そして残り六人の隊員も姿を見せないまま。

　手分けをして探していたから一人で来たと彼は言ったが、それも本当だろうか。

（そして、今だって──）

　薪を拾いに行くと言っていたが、ひそかに外部と連絡を取っているのではないだろうか。

　疑いだすときりがなくて、ユウキは尾び行こうをすることにした。

　ルーカスはユウキたちがたどってきた小川を、下流に向かってどんどんと下りていく。そして三十分ほど下りた岩場で、ユウキはルーカスを見失った。思わず目をさまよわせた次の瞬しゆん間かん、それはユウキの視界に飛び込んできた。

（いち、に、さん、し……）

　岩いわ陰かげに隠れるように張られたテント。そして六人の人ひと影かげは、ユウキの目にはひどく衝しよう撃げき的てきに映った。ふらふらしながら上流に戻っていると、

「ユウキ殿どの」

　と後ろから声をかけられ、ユウキは心臓が飛び出るかと思った。

「こそこそ様子を探さぐっているみたいですけど、何か見つけられましたか？」

　ルーカスはにこりと笑みを浮かべる。だけどその目がまるで笑っていない。言いい逃のがれを許さない迫はく力りよくがあった。

　ユウキはしぶしぶ口を割る。

「岩の陰に人がいたけど、あれがあなたの仲間？」

「そうですよ。殿下をお守りするためには手が必要です。一人では骨だ」

「噓うそ。じゃあ皆で小屋に来ればいいじゃない。クリスを騙して、外部と──王妃と連絡取ってるんじゃないの」

「人が密集すればどうしても王妃に見つかりやすくなりますし、あの狭せまい小屋に、むさ苦しい男がひしめいてもいいのですか？　大体、殿下を騙し、害するつもりなら、さっさと殺すなり、担かついで城に連れ帰るなりすればいい。それをしないのは殿下のご意志を尊重しているからです」

　いちいちもっともだ。だが、なぜか納なつ得とくいかない。

「あなた──何。なんなの？」

　クリスは彼が七人のこびとだと言ったけれど、どうしてもルーカスの行動は胡う散さん臭くさい。あの冷たいまなざしが気になってしようがないのだ。

「クリスと違って、わたしはごまかされないから。あなたは──クリスを助けたいの？　それとも裏切りたいの？」

　嚙み付くように言うと、彼は冷たく微笑ほほえんだ。

「ユウキ殿──お言葉をそっくりお返しします。──あなたこそなんなのですか？　迷子とおっしゃったけれど、どこから来られたのですか？　いつまでもつきまとっておられるが、これからクリス様をどうされるおつもりだ」

　ルーカスは出しゆつ自じを問うたのだろう。

　けれどその時のユウキにはまるで違う質問に聞こえて、全身に雷かみなりが走ったような気分だった。

（クリスが白雪姫で、ルーカスが七人のこびとなら……。じゃあ……わたしは、一体何──？）

　自分にも役割が振られていることを思い出したのだ。

　ノートを探してポケットを漁あさったけれど、大事なものだからと、セーラー服ごとリュックにしまったのだった。ユウキは書かれていた文言を思い出そうとする。

（『何者になるのかは君次し第だい』って書いてあったよね……つまりわたしは何者にでもなれるはず）

　その理り屈くつだと主役にもなれるのだろうけれど、平へい凡ぼんな女子高生であるユウキは条件が全く合わないから却きやつ下か。

（何の役をしてもいいけれど、わたしは、物語を完結させないといけない……じゃあ一体何になればいい……？）

　白雪姫という前提で、物語を前に進ませるためには──

　忘れていた登場人物の一人を突然思い出し、それになりうる自分に思い当たったユウキはぞっとした。

　ルーカスが一歩踏ふみ込こんでもう一度問いかける。

「ユウキ殿、あなたは、誰だ？」

「わたしは──」

　喉のどが渇かわく。無理やり生つばを飲み込むと、喉が鳴る。




（わたしは、賀か上がみ、夕ゆう姫き）




　かがみ　ゆうき。ユウキは七月七日生まれで、七夕たなばたと、織おり姫ひめから字をもらっている。苗みよう字じのかがみは言わずもがな。《鏡》そのままだ。七月七日はこじつけかもしれない。だが一小隊七人の親衛隊がありならば、同じくありだと思えた。

　七人のこびとと魔ま法ほうの鏡──二つの役割を持つのは何の偶ぐう然ぜんなのだろうか。

　ユウキは、だからこそ無意識にルーカスが七人のこびとであることを否定したかったのかもしれない。だって彼がその役割を担になってしまうのならば、ユウキは何を演じればいいのだろうか。

　答えは一つしかないような気がして震えが足元から駆かけ上あがる。

　魔法の鏡──それは、王妃に国一番の美人を問われて白雪姫の名を告げた者。さらに、いくども白雪姫の生存と居場所を教えてしまう。──白雪姫が死んでしまうまで。

　怯おびえるユウキをルーカスは訝いぶかしげに見つめる。

「あなたはこれからどうされるのです？」

　耳鳴りのようにルーカスの問いが繰くり返かえされる。鏡になるのか、それともこびとになるのかを問われているようで、ユウキは動どう揺ようする。そして彼の前から逃げ出すと、小屋にこもってノートを開いた。

（彼を助けるこびとになるのか、裏切る鏡になるのか）

　そしてユウキが選せん択たくをした時、世界はまた色をつけるのだろうか。それとも失うのだろうか。

『君次第だ』

　グリムの言葉が、重みを持って再生される。

（怖こわい）

　ユウキは小屋の壁かべに背をつけると、ズルズルとしゃがみ込む。

　仮にルーカスが本当に七人のこびとだったとすると。次の段階に進むためには──王妃に、「白雪姫は生きている。白雪姫を殺せ」という誘ゆう惑わくが届かなければいけない。

　そうして白雪姫が死なないと、ユウキの帰る道は開けないのだ。

　お話の中では生き返るからいいじゃないか？　とはとても思えない。

　だってもうこんなに関わってしまった。絵空事じゃない。

　白雪姫が蘇よみがえるシーンを頭に思い浮かべようとするが、うまく事が運んで、生き返る場面が全く想像できない。

　だって、王子様がどこにいるのかもわからない。どうやってクリスを生き返らせるのかもわからないのに。とてもじゃないが、楽観視して未来を他者に委ゆだねることなどできるわけがない。

（じゃあ、わたしはどうするの。クリスを助けるの。それとも──）

　頭を整理したくて、リュックサックの筆入れからシャープペンシルを取り出す。

　いつしかノートはユウキの相談相手になっていた。悩なやむたびに開いて、様々な葛かつ藤とうを綴つづったノート。自分を愛してくれない母のこと、手がかかって心配な弟のこと。大嫌いな物語のことも。心の澱おりを捨てる場所になっている。

　ノートの空白に、箇か条じよう書がきで書きなぐる。




　白雪姫を助ける七月七日生まれの《こびと》になる　→　助け続けていたらいつまでも帰れないかも？

　王妃に居場所を伝える《魔法の鏡》になる　→　帰れる？




　そして二つを睨んだあと、片方を上から乱雑に塗ぬりつぶす。ぐりぐりぐり、と。

　ユウキは仰あお向むけに寝ね転ころがって蜘く蛛もが巣を張った天てん井じようを見上げた。

（どうしよう）

　目を両手で覆おおう。いくら考えないようにしようと別の道に逃げても、結局その分かれ道にたどり着く。

　逃げていてはもう、これ以上、一歩も進めないのだ。
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　パンの焼ける、香こうばしいいい匂においが辺りに漂ただよい、クリスは大きく息を吸い込む。ルーカスが外に作った石いし窯がまの前では、ユウキが真しん剣けんな目で火の番をしていた。

　今日はルーカスが持っていた小麦粉でパンを焼くことになったのだ。

　ユウキはパンを焼いたことがないという。いや、《ほーむべーかりー》がないと焼けないと言っていたか。それを聞いたルーカスは、気味が悪そうに彼女の素す性じようをクリスに尋たずねてきた。彼女が庶しよ民みんであれば、ありえない発言だからだ。

　だが、クリスは彼女の抱かかえる事情を誰だれにも言うつもりはなかった。信しん頼らいしているルーカスにも、ユウキが記憶を失って迷子になっているとしか言っていない。

　クリスはユウキを盗ぬすみ見みる。

　ユウキの顔立ちは、この辺りの者とは少し異なるように思えた。

　たまご型の綺き麗れいな輪りん郭かく。目が大きく、鼻が小ぶりなせいか、随ずい分ぶん幼く見える。最初十七歳さいと聞いて驚おどろいたのだ。

　それに日に焼けているというわけでもないのに、肌はだの色が僅わずかに濃こい。そして、限りなく黒に近い瞳ひとみと、肩までの黒い髪かみはこの世界では珍めずらしい。

　吞のみ込まれそうに深い闇やみを内と外に抱えた少女は、不器用で、だけど何をするにも必死だった。

　クリスより僅わずかに二つ年上だからという、ただそれだけの理由で、彼を守ろうとする。そんな時、彼女は驚くほど肝きもが据すわっている。

　守ってもらう必要なんかこれっぽっちもないのに──と思うと胸が罪ざい悪あく感かんに痛むけれど、彼女の居場所をつぶすようで未いまだに言い出さないでいる。

　彼女は憂ゆう鬱うつそうに空を見ては、時折ハッとしたように竈かまどに注意を戻して火をかき混ぜる。

　集中し始めると、ユウキの顔に浮かんだ鬱うつ々うつとした色は消える。

　クリスはそれを見届けたあと、ほっとしながら自分も目線を空に移した。

　空には何があるのだろう。鳥か──それとも、彼女の世界につながる入り口か。

（泣けばいいのにな）

　いつも憂鬱をはねのけるように強がって笑え顔がおを浮かべている。それがかえって痛々しく、見るたびに力になれない自分に苛いら立だった。

（だって、きっと夢の中で泣くんだろ？）

　ここが本の世界で、本の外側から来たと訴うつたえる少女。

　荒こう唐とう無む稽けいな話だ。クリスだって最初は信じていなかった。夢見がちな──ちょっとおかしな少女なのだと思っただけだった。

　だが、ユウキはおかしいどころか、この世界で生きるための必要最低限の知識──火をおこす方法、パンを焼く方法などがいい例だ──が欠けつ如じよしていた。

　逆にこの世界では考えられないくらいの知識を身につけているようだった。文化のレベルが違ちがう──最初に少し話した時にそう感じた。

　喩たとえてみるならば、パンタシア王国建国時の文化と今のクリスたちの文化ほど──いや、それ以上の開きを感じたのだ。

　完全に彼女の言うことが正しいと思えるようになったのは、あの手て帖ちようを見てからだ。

　それ以前にも不思議な格好をしているし、珍しい持ち物を持っているとは思っていた。まず、年頃の娘むすめがあのように脚あしを出すことは考えられない。そして、硝子ガラスよりも遙はるかに透とう明めい度の高い瓶びんは、驚くほど軽かったし柔らかかった。おべんとうばこと言っていたか、金属の箱は薄うすく軽く、そして丈じよう夫ぶな素材でできていた。

　そして、あの紙には一番驚いた。真四角に切りそろえられ、薄くなめらかな、雪のように白い紙。身近な物だからこそこの世界のものではないとクリスには一いつ瞬しゆんでわかった。あんなもの、作れる技術はこの周辺の国には存在しない。

　何より、識しき字じ率りつの低いこの国で、あの少女は高度な文章を当たり前のように読んで理解していたのだ。あの歳としであれを読める人間など、それこそ高貴な生まれでそれなりの教育を受けていないとありえない。

　だが、一方で、彼女は高貴な生まれの者が持つ気品が欠落しているように思えた。自分も王おう太たい子しの割に口が悪いが、城では気品溢あふれる王女を演じきっている。だから違和を感じるのだ。

　決してユウキが卑いやしいという意味ではない。あの親しみやすさは、身分が高ければ高いほど疎うとまれるものだということだ。その辺りの情報を鑑かんがみると、彼女が異い邦ほう人じんであることを信じるには充じゆう分ぶんだった。

　彼女は自分の世界に帰らねばならない。

　だから、手帖の手順通り、些さ細さいな違いは無視して物語を組み立てればいいのだ。クリスという白しら雪ゆき姫ひめに、七人の小隊こびと、王おう妃ひに王子という役者を揃そろえて舞ぶ台たいを作ればいい。

　彼女が言うには、物語は王妃を見返すという結末を迎むかえるのだから、クリスは感謝こそすれど、不満はない。

（……迷うことなどないはずなのに。ユウキは元いた世界に帰ればいいんだ。待ってる奴やつ、いるんだろうし）

　タクヤとかいう男に対する苛立ちは日に日に募つのるばかりだった。だが、彼女が帰れない理由を、不ふ甲が斐いない自分が作っているかもと思うと、よっぽど腹立たしいのだ。

　彼女がクリスを見るまなざしには、放っておけない──そんな気持ちが最初から今に至るまで、常にだだ漏もれている。

　姉のように、いや、母のように守ろうとしてくれている。

　だからだろう。クリスがいくら守ろうとしても、彼女から返ってくるのは「ありがとう」でなく、「大だい丈じよう夫ぶ」なのだ。弟か、下手したら息子扱い。全然、同じ場所に立てていない。

（あー……ちくしょ……おれができることってないのかよ）

　物語の内容を結末しか知らないことがもどかしい。

　ユウキはいつまでも「これが白雪姫だとははっきりしていないから」とごまかすし、王子の役割についても結局口をつぐんだまま。彼女が口を閉ざせば知りようがないのだった。

（無事に返してやりたいのに、さ）

　一方で、ここにずっといればいいのに──そんなこともクリスは考えてしまう。

　手帖には、物語が致ち命めい的な手エ違ラいーを起こした場合、それは現実世界の死を意味すると書いてあった。

　単なる死と書かれずに向こうの世界での死と書かれているということは、彼女が戻れなくなるという意味だろうとクリスは思った。

　戻れないということは、つまり、ここにずっといるということ。

　今の穏おだやかな生活がずっと続くということ。

　少しの逃とう避ひ生活のはずだった。やめる時機を窺うかがっていた。

　だけど──今までの逃避とは違い、二人での生活は楽しすぎて、やめがたい、そう思い始めたのも事実だった。

　帰したくない──身体からだの奥おく底そこから湧わき出る、ほの暗く、甘い誘ゆう惑わくにクリスは押し流されそうになり、慌あわてて頭を横に振ふった。

（おれもいつまでも逃にげてるわけにはいかない──ルーカスは何も言わないけれど、あいつがここにいるのはおれに現実を突きつけるためだ）

　何をするわけでもなく、平和な顔でのんきに過ごす彼を見ていると、鏡を見ているようで落ち着かない。ルーカスの姿は、クリスに問い続けている気がしてしょうがないのだ。

　いつまでもこのぬるま湯の中に浸つかっていていいのですか？　あなたには王子としてのお役目があるのではないのですか──と。

　このままでいいわけない。いいわけないのだけれど、どうしてもこちらから歩み寄るのは悔くやしかったのだ。

（だって、あっちが先に仕し掛かけてきたんだ。……でも、ユウキのためにもなるのなら……）

　クリスには、ユウキが膠こう着ちやくした状じよう況きようを壊こわすきっかけを与えてくれているように思えて仕方がなかった。

　小さくため息を吐ついたクリスの目に、ふとユウキのかばんが映る。

　彼女のかばんは、やはり見たことのない素材でできていて、丈夫で軽く、背負って歩ける。こんなものがあれば、ドレスにいろいろ縫ぬい付つけずとも、もっと楽にたくさんのものが運べるのではないかと思えた。

　クリスは周りを見み渡わたす。ユウキが石窯に集中しているのを確かく認にんすると、かばんに近づき、手をかけた。

　ごちゃ混ぜの荷物の中を漁あさると、クリスの靴くつが布に包まれて入っていた。捨てたつもりだったのだが、拾っていたらしい。

（片方だけなんだし、捨てていいのに）

　不思議に思いつつも、さらに探さぐる。目的物を探す。──例のユウキの手帖を見つけたかった。

　夜中にじっと見つめていることもあり、そういう時彼女の顔はいつも泣きそうだった。

　やがてクリスの手が手帖に触ふれる。

　もう一度周囲を見渡してから開くと、以前見たルールは最初のページに書かれていた。

　それから数枚めくっても白紙のまま。

　だが、そのままペラペラめくっていると、突とつ如じよ文章が現れた。

　最初のページとは異なる筆ひつ跡せきの文字は、柔やわらかく丸みのある字だった。

（これ、ユウキの字？）

　とたんクリスの目に焼き付いたのは、独白だった。

『お母さん、ちゃんとご飯作ってるかな』

『心配してるかな。少しは……心配してくれてるかな』

『きっとタクヤに任せて、平気で仕事してるよね』

『だって──わたしは愛されてない。お母さんは自分が生んだ想像の人物のほうが、実際に産んだわたしよりも大事なんだから、きっとわたしがいなくても、平気』

　胸がきりりと痛み、服を摑つかむ。

「……馬鹿か。おまえが愛されてないわけ、ないだろうが」

　思い切り鼻にしわを寄せながら、いちいち彼女の悩なやみを打ち消していく。

　途と中ちゆうタクヤに関する親密さがにじみ出た記述に逐ちく一いち腹を立てながらも、たどり着いた最後のページには目的の文章──白雪姫のあらすじがあった。

（これだ──）

　あらすじを書いているかどうかは賭けだった。肌が粟あわ立だつ。

「あれ……これ、ひょっとして……もう全部、駒こまが揃ってないか？」

　つぶやきつつ、ざっと目を通していたクリスは、あらすじの最後にたどり着くと天てん井じようを仰あおいだ。

　どうしてユウキがあらすじをすべて語らなかったかを理解したのだ。

「………だから迷ってたのかよ」

　歯を食いしばりながら、ふと手帖の続きを見ると、下部で何かがぐしゃぐしゃに塗ぬりつぶされている。

「なんだ？」

　目の高さに持ち上げ、裏から透すかして見る。

（は──なんだ、これは）

　薄うっすらと浮かび上がった文字を解読したクリスは、大きく舌打ちする。

　そして、大きく深呼吸をして、手帖を床に叩たたきつけたい衝しよう動どうをぐっと堪こらえた。
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「あの馬ば鹿か息子むすこの居場所がわかったというのは本当？」

　伝令の侍じ従じゆうが「はい」と頭を下げる前で、王おう妃ひ──アンドレアは扇おうぎで口元を覆おおう。笑みがふつふつと湧わき上がり、高笑いを堪こらえるのに必死だった。

　思えば長かった。アンドレアが嫁とつぐと同時に勃ぼつ発ぱつした冷戦は三年に及およんだ。

　冷戦状態に耐たえきれず、本格的な宣戦布告をしてみれば、表面だけ美しく繕つくろった家庭はもろくも崩くずれ去さった。

　だが、早く実行に移せばよかったのだ。いくら繕ってみても、虚きよ構こうは虚構でしかないのだから。

　逃にげられた──と臣下から聞いた時には腸はらわたが煮にえくり返ったけれども。見つかればこちらのもの。

　ようやく。これで、ようやくあの忌いま々いましい《娘むすめ》を葬ほうむり去さることができる。

「情報を持ってきた者をここへ案内しなさい」

　彼女は命じるが、侍従は「直接お会いできないと申していまして」と首を静かに振ふるだけだった。

「それから、居場所を教えるには条件があるとのこと」

「懸けん賞しよう金きんは出してあるでしょう」

　条件など不ふ遜そんなこと。──王妃は片目を細める。

「いえ、それは要いらないとのことです」

「足りないとでも言うのかしら？」

　だんだん苛いら立だちが増してくると、同時に侍従の震ふるえが増加していく。カタカタと歯を震わせながら侍従はようやく口を開いた。

「いえ──その……交こう換かん条件があるとかで……」

「交換条件ですって？」

　私の口からはこれ以上は伝えられません──震えて歯切れの悪い侍従の言葉に目を丸くする。

「面おも白しろいわ。誰だれなの、その情報源は」

　彼の口から密ひそやかに一つの名が告げられるなり、王妃は頰ほおを緩ゆるませた。

「いいでしょう。話に乗りましょう」

　そう言うと、王妃は長い裾すそをさばいて侍じ女じよを呼び、着替えを命じる。
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　ユウキたちが小屋にいついて十日。それは突とつ然ぜん現れた。




　その日のユウキの担当はきのこ採り。男二人が薪まき割わりなど力仕事をしている間、一人小屋から離はなれて作業をしていた。

　きのこ採りに際し、あらかじめ毒性のあるきのこと、そうでないきのこを教えてもらって、違ちがいを叩たたき込まれた。

　ユウキの手には採ってもよいきのこのサンプルが二つある。鮮あざやかなオレンジ色のきのこと、紫むらさき色いろのきのこだ。食用だと言われて驚おどろいた。

　一方、しめじやしいたけ、まいたけにとてもよく似ているきのこがそこかしこに生えているけれど、それらは食用ではないらしい。

　こちらの植物は、現実世界のものと似ているけれど、少しずつ違うようだった。

　クリにしても、ユウキが食べたことのある和わ栗ぐりのような粘ねばり気けはなく粉っぽいし、魚だって見たことがない形をしているものが多い。

　つ、と足元を冷たい風が吹き抜けた。だるくなった足には気持ちが良いけれど、その冷気は心を一いつ緒しよに冷やしていく。

　徐じよ々じよに夏が過ぎ去ろうとしている。

　クリスが言うには、パンタシアという国は大陸の北部に位置していて、過ごしやすい夏はひと月ほどで終わってしまうそうだ。ここに迷い込んだ頃には、既すでに夏は終わりに近づいていたらしい。

　ひと月もすれば森の広こう葉よう樹じゆは一いつ斉せいに葉を落とし、そのあとは雪が降り始めるとのこと。川の水は途と絶だえ、生き物は植物も動物も眠ねむりについてしまう。

　時折交じる秋風を爽さわやかだと思うのもあと少しの間だと聞くと、寂せき寥りよう感かんが増してくる。

　昔から秋は嫌きらいだった。

　金きん木もく犀せいの香かおりを、寂さびしくなるからと嫌うユウキを母はよく笑った。

　詩人みたいね？　と。さすがわたしの娘ね──と。

　そんな温かな思い出が浮かべば、どうしても涙がにじむ。

　ユウキがいなければ、掃そう除じに洗せん濯たく、料理を誰がやるのだろうか。母が作る絶望的に味のセンスのないご飯を食べて「ねえちゃん、飯が不ま味ずい」と泣いているタクヤの顔が思い浮かぶ。

「お母さん、タクヤ──ちゃんとやっていけてるかな」

　家事など好きでやっていたわけじゃない。それなのに、ひたすらあの本だらけの家が恋しかった。

　がさり、と後ろでヤブをかき分ける音がして、ユウキは慌あわてて涙を拭ぬぐう。

　クリスだと思ったのだ。

　彼には余計な心配はかけたくない。弱った姿を見られたくなかった。

「──あら？　こんなところに女の子」

　だが、そこには一人の快かい活かつそうな女性が立っているだけ。

　女性は背が高く、しなやかな体つきをしていた。目鼻立ちがくっきりとして、妙みような眼め力ぢからがあり、口がぽってりと色っぽいのが個性的だ。ハリウッド映画あたりに出ていそうな──つまりはすさまじい美女だった。

　黒いフードを被かぶっていて、長いスカートは最初にクリスが身に着けていたのと同じく裾を引きずるほどだけれど、彼がまとっていた豪ごう奢しやなものとは違って、装そう飾しよくを抑おさえた地味な灰色のものだった。

「あなた──どなた？」

　先に訝いぶかしげに尋たずねられてユウキは面めん食くらう。

「え、あ、あの」

　あなたこそ誰ですかと問いたかったけれど、迫はく力りよくのありすぎる女性に気け圧おされて、ユウキは何を言っていいのかわからなくなった。

「この辺りに森番の小屋があるって聞いたのだけれど。あなた……森番なのかしら？」

「え、ええと……。あの、どちらさまでしょう？」

　ようやく質問が口から飛び出すが、

「行商人なの。近道をしようとして、迷ってしまったのだけれど、煙けむりが見えたから」

　女性はニッコリ笑って手に持った大きな荷物を見せると、小屋のある方角を指差した。

「確かにあちらに小屋はありますけれど──、ご案内しましょうか？」

「いいえ、いいの。あなた忙いそがしそうじゃない。あと──一人になりたかったみたい」

　女性はユウキの頰ほおに残る涙の跡あとを見み逃のがさなかったらしい。

　ユウキはかっと赤くなる。女性は持っていた大きなかごからハンカチを出すと、ユウキの頰の涙の跡をそっと拭った。

「あ、これ、売り物なんじゃ!?」

　綺き麗れいな花の刺し繡しゆうが入ったハンカチは新品に見えて焦あせる。財さい布ふはあるけれど、こちらで野の口ぐち英ひで世よの描かれたお札が使えるとは思えない。

「売り物だけれど、売れ残りだからあげる」

　女の子を泣かすなんて──やっぱりまだまだコドモねえ……そうつぶやくと、女性は小屋へ向かって歩いていった。

（……綺麗な人だったなあ）

　ユウキはしばし呆ぼう然ぜんと見送ったが、やがて静かに目を見開いた。

　見み間ま違ちがえかもしれない。だけど、よくよく思い返してみると、女性の瞳ひとみに色がついていたような気がしたのだ。その意味を考えたとたん、ユウキは小屋のほうへと駆かけ出だしていた。




（次に来るのは王妃って、ちゃんとわかっていたはずだよね！）

　ユウキは自分の迂う闊かつさに歯は嚙がみする。

　童話の挿さし絵えのせいだろうか。王妃は老ろう婆ばに化けてくる──その印象が強すぎた。

　王妃は白しら雪ゆき姫ひめには及ばないけれど、美女なのだ。

　そして、人当たりのよい美女だからといって、善人とは限らない。

　美少女に見えて男だったクリスのことで懲こりたはずなのに。どうして同じ失敗をしてしまうのだろうか。

（馬鹿。わたしのバカ!!）

　転びそうになりながら、泥どろだらけのローファーで森を駆けた。

　だが女性はあんなに長い裾のスカートを穿はいているというのに、それを苦にすることもなく岩の上をひょいひょいと器用に渡っていく。

　追いつくつもりがかえって差がついてしまって焦あせった。あれが本当に王妃だとしたら、不可解なほどの運動神経だ。

　足音に気づいたクリスが小屋の前で振り返っている。

　かごの中から飾かざり帯のような紐ひもを取り出した女性は、クリスが気配に気がつくとほぼ同時に、背後から彼の首に紐を回し身体を大きくひねると、クリスの身体を背中にかつぎあげた。

　それは日本の武道を思わせる、鮮あざやかすぎる技わざだった。

「クリス！！！！」

　クリスまで、あと三十メートルほど。距きよ離りをたぐり寄せるようにユウキは叫さけび、そのまま転ぶ。

　だが、すぐに起き上がる。目の前でぐったりとしたクリスが女性の背中からずるりと落ちていく。

　ユウキにはまるで時が止まりかけているかのように思えた。

　女性はこちらを見てニタリ、と笑うと風のように去っていく。
















　追いかけようという気にもならずにクリスにすがりつくと、首に食い込んだ紐を必死で解ほどこうとする。

　だが、紐は固く結ばれていて、とてもじゃないけれど指で解くことは無理だった。

　ユウキはナイフを探す。だが焦っているせいか見つからない。小屋に飛び込んで、リュックサックを漁あさる。それでも見つからない。

（誰か、誰か──！　クリスを助けて！）

　泣きながら外に出ると、異変に気づき、駆けつけたルーカスが紐を切っているところだった。

　クリスはぐったりと目をつぶっている。頰を軽く叩くが、反応がない。──意識がない。ユウキは泣きそうになりながら、

「そうだ、ＡＥＤ！」

　と叫んだが、すぐに絶望感に襲おそわれた。ここは日本ではない。現実ではないのだ。

　ルーカスがユウキを押しのけて割り込む。そして一いつ瞬しゆん首を傾かしげたあと、胸をぐいぐいと圧あつ迫ぱくした。直後、

「げほっこほっ──」

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　クリスが大きくえづいた。ルーカスがほっとしたように額ひたいの汗を拭う。

「状じよう況きようはよくわかりませんが……命に別状はなさそうですよ」

（よかった──よかった……！）

　安心で涙ぐむと同時に、猛もう烈れつな怒いかりが湧いてくる。腹の底が煮えくり返る。すさまじい衝しよう動どうを堪こらえきれずに、ユウキはそれをぶちまける。

「何してたの、ルーカス！　あなたは親衛隊で、クリスの護衛なんでしょ──どうして守れなかったの！」

　一瞬固まったルーカスは、だが、すぐに「すみませんね」と謝あやまる。

　ルーカスは一切言い訳しなかった。申し訳なさそうな表情に、冷水を浴びせられたようにはっと我に返ったユウキは、かあっと羞しゆう恥ちで全身が赤くなるような気がした。

　今のは完全に八つ当たりだ。

　ユウキが女性の正体に気づいていたら。あそこで引き止めていれば、こんなことにはならなかったというのに。

（何やってるの、わたし──）

　ユウキは気がついた。

（わたしじゃ、だめだった）

　自分がこびとになりたかったのになれなかった。その憤いきどおりを、ルーカスにぶつけてしまった。

　さんざん悩なやんだ末、クリスを裏切れない、《鏡》にはなれないと、そちらの可能性を塗ぬりつぶした。役割を自分で選べるのであれば、こびとになって、彼を守りたいと願った。守る役割を担にないたかった。

　だけどできなかった。それどころか、クリスはここにいると知らせてしまった。──やっぱり自分は鏡でしかないのかもしれないと思うと、辛つらくて仕方がないのだ。

「ごめん、なさい──わたし」

「何がです？」

　ルーカスは、ユウキの八つ当たりをさらりと流していた。軽くあしらわれたようで、恥はずかしくて悔くやしくてしょうがない。彼が大人な対応をすればするほど、余計に自分のこどもっぽさが浮うき彫ぼりになってしまう。

（よりによってクリスの前で──）

　いたたまれなくて、さらにルーカスを逆さか恨うらみしたくなる。そんな自分が嫌いやでしょうがなくて、自己嫌けん悪おは膨ふくらんだ。

　ルーカスは訝いぶかしげにクリスを見た。

「今のは王妃陛へい下かだったと思いますが……」

　クリスの首を見つめるルーカスの顔には、珍めずらしく戸と惑まどいが現れていた。

「とうとうここが知られたか……いい隠かくれ家がだと思ったんだけどな」

　細く目を開けたクリスを見て、ユウキは息を詰つめた。

　彼の目に、色がついていたのだ。

　深海を思わせる青。宝石のように美しい瞳に見とれたのも一瞬だった。足元から這はい上あがる恐おそれで、ユウキは震えた。

（──物語がまた進んでいる？）

　最初に色がついたのはいつだっただろうか。ルーカスが来て肌はだに色がつき、そして今、王妃がやってきて、瞳に色がついた。残る色は髪かみだが、それはいつ色がつくのだろうか。

　呆然と見つめるユウキの前で、クリスとルーカスは会話を続けた。

「いやいや、王妃陛下のご実家の領地というのは確かに盲もう点てんでしたが……大だい胆たんすぎます」

「城から近いし、まさか自分の懐ふところにいるとか絶対ありえないと思うだろ？　灯とう台だい下もと暗くらしってやつ？」

　へへとクリスは笑って誇ほこらしげだけれど、肝きもが冷えきってしまっていたユウキは笑えない。

「……でも、見つかっちまったみたいだし。さて、どうするかな」

「里に下りるという手はいかがです。私にも多少は伝つてがありますし、何より、ユウキ殿どのはそろそろ家に帰るべきです。こんな生活は男でも厳しい。女性に無理をさせてはいけないというのは、殿でん下かのご信条でもあられるでしょう」

　ルーカスにちらりと見られて、ユウキはぎくりとした。

　その時初めて知ったが、ルーカスの瞳は青みがかった灰色だった。イメージしていたとおりかもしれない。氷を思わせる冷たい色をしたその目は、彼の感情を剝むき出しにしていた。「おまえは足手まといだ」と言っているのがありありとわかる。

　いつもなら反論し、張り合うところだったけれど、ユウキにはその資格がまるでない。おんぶにだっこのお荷物で、何の役にも立たない。それどころか、まんまと敵を見過ごしてしまう始末。

　ルーカスの主張は正しかった。だけど、はいそうですねとは言えない事情もある。

　森から出てしまえば、クリスを守るという名目を失う。城ではユウキは必要ない。そうなると──ユウキは、この世界に居場所がない。

　七人のこびとの役割を演じると決めた時、ユウキはある意味、自分の人生を空に放り投げた。

　鏡になるのがきっと一番の近道だったはずなのだ。そうすれば王妃がクリスを見つけ出して殺し、どこかにいるはずの王子が救い出し……物語は正しく進むはずだ。

　──正しいのはきっとその道だった。だけど、どうしてもクリスを裏切ることはできなかったし、結末を「なんとかなるさ」と無責任に放置する勇気がなかった。

　なぜなら、この世界には魔ま法ほうがないからだ。

　魔法があるというのは、少しの不可思議もそれで解決するような寛かん容ようさがあるということだと思う。

　それがないということは、物語のつじつま合わせが難しいのだ。

　不思議を不思議で処理してはいけないというのは、案外難しいと思った。

　白雪姫でも不思議要素はいくつかあるけれど、こびとも魔法の鏡も役割だけを考えるとおそらく人が代わりになれると思った。

（だけど……一番の不思議要素はどうすれば）

　それはもちろん、このお話のクライマックス──白雪姫の蘇よみがえりだ。

　死んで生き返るなんて、神様でもいないかぎり無理だと思う。

　そして登場人物に神様はいない。医者もいない。当然、蘇そ生せいのための医い療りよう機器もない。

　ユウキは考えに沈しずみ込む。

　白雪姫は毒リンゴを食べて死んでしまい、こびとは嘆なげいて棺ひつぎを作った。

　つまり、呼吸は止まっていただろうし、心臓だって動いていなかったはずなのだ。それが喉のどに詰まったリンゴが飛び出したことで生き返る。

（……あれ？）

　改めて考えると腑ふに落ちないとユウキは思った。毒で死んだのに、喉に詰まったものが飛び出して生き返る。

（つまり窒ちつ息そく死しで、毒は関係なくない？　っていうかほんとに毒って入ってたの、それ）

　そう思ったとたんユウキは思い出した。昔、母に白雪姫の死因について突つっ込こんで尋ねて困らせたことを。

『ねえ、お母さん。白雪姫は喉にリンゴがつまって死んだの？　それとも喉のリンゴの毒で死んだの？』

　あの時、苦笑いして母は『細かいことが気になるのねえ。お父さんに似たのかしら』と言った。そして、その後、何か作家らしい仮説を口にした。

　母はあの時なんと答えたのだろう？

　思い出そうとするけれど、思い出せない。どうつじつまを合わせるのだろう。母に頼たよりたい。だけど今はそれができない。ユウキは自分の力だけで進むしかないのだった。




「……おまえの伝？　義は母は上うえもそのへんは掌しよう握あくしてるだろ。なんたって王妃だぞ。欺あざむくには頭使わないとだめだ」

「頭を使えと言われても……」

　クリスとルーカスは議論を続けていた。それをぼんやり聞きながら、ふとユウキは考えた。

　クリスはかなり上手に王妃を欺あざむいていたらしい。なのに王妃はたまたまではなくここを目指してやってきたようだった。ということは、誰かがこの場所を密告したということだ。それはユウキではない。つまり、鏡の役割はユウキとは別にいると考えてもいいような気がする。

　小屋へ案内をしたことで自分が鏡かと思っていたユウキは、その可能性に心底ほっとする。だが、そうなると鏡は誰なのだろうという新たな問題が浮ふ上じようすることになる。

　この場所を知っているのはユウキとルーカスを含ふくめた七人の親衛隊だ。だからユウキでなければ彼らの誰かになるのだが……。

（ルーカスが密告したのなら、彼が助けるのはおかしい。じゃあ、他の六人の中に、裏切り者がいる？）

　考えたくない事実だけれど、ありえないことではない。

（だとしても、助けたという事実があるのだから、やっぱり『ルーカスはこびと』だって考えないといけないよね）

　疑う理由に嫉しつ妬とが混じっているとユウキは自覚していた。悔しいけれど、きちんと客観的になって、認めないといけないのかもしれない。

　ルーカスがこびとなら、セットになっている七人の小隊はやはり七人のこびとで確定だろうか。

（やっぱり、それは悔しい……だけど）

　ユウキは自分の気持ちは置いておこうと、頭を切り替える。

　間違いないのは、《鏡》が新たに現れたということだ。

　鏡にぴったりな配役はユウキだったが、ユウキが放り出すと、空いた配役が補われた。

　欠けた部分が修復されていくのを目まの当たりにすると、物語が生きていると実感する。人と同じく、致ち命めい的な手エ違ラいーが起こらないかぎり、物語は死なない。形を変えながら生きようとするのだ。

　そのことに安心はするけれど……。

（じゃあそもそもわたしはなぜここにいるの？）

　ユウキが入り込まなくても、物語はちゃんと結末にたどり着くのではないのだろうかと思えてならない。

『君次し第だいだ』

　グリムの言葉を信じてこびとになろうとした。だけど結局こびとはルーカスのようだ。

　残りの登場人物にユウキの役がないということは、その辺りの草とか木とか、そういった端は役やく中の端役なのだろう。

　いてもいなくてもいい程度の存在なら、クリスにこれ以上の負担をかける前に去ったほうがいいに決まっている。きっと次もルーカスが彼を守ってくれる。それは先ほどの件で証明された。

（やっぱり、クリスの安全を第一に考えないとだめだよね。ルーカスが言うように、クリスから離れないと）

　覚かく悟ごを決めようとしたユウキだった……のだが、

（だけど……わたし、クリスのそばにいたい。自分の役割でなくても、守ってあげたいんだよ……！）

　驚くほどに強い願いが芽め吹ぶき、身体からだを突き上げる。草でも木でも、そのへんのイモムシの役でもなんでもいいから傍そばにいたい。そうして、できることならば約束されている《死》というイベントから守り続けたい。抗あらがえないほどにそう思ってしまって、ユウキは動どう揺ようする。

（ちょ──っと、往おう生じよう際ぎわ悪わるいよ！　わたし！　だから──わたしは、端役なんだから、ここにいてもクリスを守れないんだってば！　ほら、笑って言うんだよ、森を出ようって）

　だが、ユウキが口を開きかけたその時、クリスがきっぱりと宣言した。

「──だからさ、ユウキ、森に残ろう」

　どこか覚悟のこもった声にどきりと胸が跳はねる。見ると、クリスはユウキをじっと見つめている。まるでユウキの心のうちをすべて知っているかのよう。その上で諭さとすようなまなざしだった。

「どうしてです」

　ルーカスが問うけれど、クリスは先ほど絞しめられた喉を押さえながら「決まってるじゃないか」と不敵な笑みを浮かべる。

「ババアはおれが死んだと思ってるんだからさ。下手に動かないのが得策だって。なあに、今度来たら、返かえり討うちにしてやるよ」

　青い目を細めた柔やわらかな笑え顔がおは、色がついたせいで余計に綺麗だった。慌てて目を伏ふせるけれど……ユウキは必死に守ってきた胸の鍵かぎがついに壊こわれるのを感じていた。
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　クリスはルーカスの説得を頑がんとして受け入れず、結局三人は森の小屋にとどまることになった。

　次の襲しゆう撃げきがあることを知っているせいで、日に日にユウキの神経はすり減っていく。

　襲撃の発ほつ端たんとなるのは《鏡》だ。《鏡》が王おう妃ひに姫ひめの生存を知らせたせいで、姫はまたもや命を狙ねらわれている。

　王妃の襲撃以来、ルーカスはずっとクリスを見守り続けていたから他の隊員に知らせに行く機会はなかった。つまり、現状クリスの生存を知っているのはユウキとルーカスの二人だけのはずだが、ユウキは決して知らせない。この世界に魔法がなく、鏡が人間だとなると、その役割をこなせるのはあと一人しかいない。

　こびとだと断定するのは早いかもしれない、と疑いが芽吹き、ユウキは再びルーカスの動向に目を光らせていた。彼が、ユウキの目を盗ぬすみ、他の隊員に、クリスの無事を知らせに行くのではないかと思ったのだ。

　少し離はなれたところではクリスが魚を獲とっている。彼の安全を定期確認したあと、ユウキはルーカスの手で摘つまれた忌いまわしい赤い実──リンゴを睨にらんだ。

　小屋から少し離れたところでその果樹を見つけた時は、食べられると知っていても、摘むのをためらったものだ。

　だが、食べ物の乏とぼしい冬に向かおうとしている今、背に腹は代えられない。摘んだばかりなら毒は入れようがない。大だい丈じよう夫ぶと言い聞かせて実を収しゆう穫かくすることにした。

　──といっても、実際に摘んでいるのは主にルーカスだけれども。

「ユウキ殿どの。じろじろ見られるとやりにくいのですが……何のつもりです」

　ルーカスはぶつぶつと文句を言う。ユウキは答えずに気になっていたことを尋たずねた。

「ねえ、下流にいた他の隊員はどうしてるの」

　彼はすぐにユウキの言動の意味を察する。だが、「はあ、つまりは番犬の真ま似ね事ごとですか」とさほど気にした様子もない。揺ゆさぶりをかけたつもりだったけれど、まるで腹が読めない。

「荷物を下ろしてから、城に戻もどらせましたよ。予定外に滞たい在ざいが長くなったのでね」

「城に？　あの中にクリスが生きてるってことを話す裏切り者がいないって言える？」

「さあ。仲間ですし、一応信用はしてますけれど」

　返答の緊きん張ちよう感かんのなさがユウキの癇かんに障さわる。

「さあって──あなたたち親衛隊はクリスの命を預かってるんだよね？　そんなことでいいわけ!?」

　憤いきどおったユウキに、ルーカスの手がようやく止まる。だが、彼は気を悪くしたわけではなかった。呆あきれたように言う。

「口ばっかり動いてますけれど、あなたこそ本来の仕事はどうしたのです」

「──あなたに取られたんだよ！」

　役立たずのお荷物扱あつかいは甘んじる。だけど、仕事を奪うばっておいて何を言うのだ。

　狩かりをして鹿しかや野うさぎを仕留める役目を担になっていたはずのルーカスは、早々に獲え物ものを捕まえるとユウキの仕事であるリンゴ摘みを手伝い始めてしまった。

　だがユウキよりも背の高いルーカスのほうが、当然効率がいい。ユウキが届かないところにまで手が届くのだから。

　苦戦しているユウキを見かねたルーカスが、猿さるも真っ青な手て際ぎわで木に登った。いつの間にかユウキのほうが手伝いをしているという不本意な状況なのだった。

（手伝いはありがたいけど、仕事を奪われるのは違ちがう……）

　仕事を奪われるのはすなわち、居場所を奪われるのと同じだと思った。

　不満を込めてユウキが睨むと、ルーカスはやれやれと肩かたをすくめた。そしてにわかにまなざしを冷やすと、摘んだ実を投げ下ろしながら言った。

「私はですね。あなたがここにいる意味はないと、教えて差し上げているんですよ。殿でん下かをお守りするのは私の役割だ。あなたではない」

　ユウキはぐっと言葉に詰つまる。

　反論したいけれど、できなかった。ルーカスは一人で二人分の仕事を軽々とこなしてしまう。ユウキがいようといまいと、なんら変わらない。むしろ、食料を消費するだけ、お荷物でしかない。自分でもわかっていた。

　だが、続けてルーカスが吐はいた言葉は聞き捨てならなかった。

「大体、ここまで殿下と陛へい下かがこじれたのはあなたのせいです」

「はぁ？　何言ってるの？」

　いわれのない非難まで被かぶる気はない。ユウキは目を吊つり上げた。すると、ルーカスはそんなユウキよりも憤った顔をして続ける。

「殿下がさっさとお戻りになれば、王妃陛下もあのような手段を取られることはなかったのです。なのに、あなたがここに殿下の居場所を作ってしまった。前の二回は連れ戻すまでもなく、すぐに戻ってこられたのに、今回は随ずい分ぶん長くここにいらっしゃる。殿下はまだこどもです。一人なら精神的に参って帰りたくなるのも、もっと早かったはずなのですよ」

「親子喧げん嘩かがこじれた原因が、わたしにあるっていうの？」

　意味がわからず、ユウキは眉まゆを寄せる。

「こんなふうに逃げ場所を作っておいて、何を言われるのです？　あの方が守るものはこのパンタシア王国でなければならないというのに、殿下はそこから目を背そむけ、常に他のものに必死になられている。ようやく執しゆう着ちやくを手放されるのかと喜んでみれば、新たな執着に切り替わっただけで落胆しましたよ。しかも今度の方がさらにたちが悪そうだ」

「執着？」

　問いかけても、

「よそ者に内情を知らせるわけにはいきませんね……とにかく、私は早く殿下にお戻りいただきたいのです。これ以上余計な真似はお控え願いたい」

　とルーカスは苛いら立だたしげにため息を吐つくだけだ。

「でも、クリスは将来、王になって、国を守るために今ここにいるんだよね？　『命あっての物種』とか『逃げるが勝ち』って言うし」

　ユウキが反論すると、ルーカスも大きくため息を吐いた。

「逃げて手に入れる勝利は、本物の勝利でしょうか？」

　穏おだやかな口調だが、厳しい言葉だった。

　まるで自分への言葉のように思えて、ユウキは黙だまり込む。

　王妃からの襲撃を防ぎ、危機をやり過ごす。いつか敵が諦あきらめるのを待つ。いわば籠ろう城じようだ。クリスとユウキのやり方は、何の解決にもならない──そう言われているような気がしたのだ。

「全く、困った人たちだ」

　ぶつぶつつぶやいたあと、ルーカスは悔くやしそうにリンゴを摘むと「絶対つまみ食いはしないでくださいよ」と何度目かわからない釘くぎを刺さしつつ次々にユウキに投げつける。

　黙って受け止めていたユウキだったが、突とつ如じよリンゴの雨がやんだ。

「なに？」

　ユウキが見上げた時には、ルーカスは木から飛び下り、血相を変えて駆かけ出だしていた。

「殿下!!」

　切せつ羽ぱ詰つまったその声に、ユウキははっとする。

　そうだ。こんなふうにルーカスと言い争っている場合ではない。応おう酬しゆうに夢中になり、定期確認を忘れていたユウキは、頰ほおを殴なぐられたような気になっていた。

「クリス！」

　川のほうを振り返ると、先ほどまで魚を獲っていたクリスの姿が見えなくなっていた。すぐ見えるところにいるからと安心していた。迂う闊かつだった。

「どこ!?」

　小屋にも姿は見えない。ユウキは震ふるえ上がる。ルーカス──こびとが助けてくれるはずだとわかってはいても、どこか信じきれない自分がいた。

「殿下！」

　森の中をルーカスの叫さけび声ごえが反はん響きようする。追いかけるユウキは蒼そう白はくになる。

　声は小屋の裏から聞こえたように思えた。

　慌あわてて回り込むと、そこでは先日の女性──王妃が、地面にひざまずくクリスの灰色の髪かみを摑つかんでいた。

　なぜなのだろう。クリスは何か覚悟したような顔で、背筋をぴんと伸ばしている。

「クリス、逃げて!!」

　ユウキが叫ぶと、うつむいていたクリスが顔を上げ、そして微笑んだ。

　状況にそぐわない華やかな笑顔に固まるユウキの目前で、木こ漏もれ日びに王妃の手元が鋭するどく光る。ユウキの目が眩しさにくらんだと同時に、王妃は、クリスに向かってナイフを振り下ろした。

　クリスが地面に崩くずれ落おちる。

「いやああああああ────！」

　ユウキは悲鳴を上げながら立ち尽つくした。

「とどめよ！」

　王妃はさらにナイフを振りかざし、クリスの髪をたぐり寄せる。

　それを見たユウキは弾はじけるように駆け出して、王妃を突つき飛とばした。勢いのままクリスの上に覆おおいかぶさり、ルーカスに向かって叫ぶ。

「ルーカス！　ルーカス！　早く！　何やってるの、その人を取り押さえて！」

「しがない親衛隊員に、王妃陛下を取り押さえろと──随分無茶を言いますねえ」

　なぜか助けに入りもせずに状況を見守っていたらしいルーカスは、文句を言いながらも王妃とクリスの間に立ちふさがる。そうして、長い長いため息を吐いたあと、

「アンドレア陛下。あなたは、何が何でもクリスティン王女殿下を殺したかったのですね」

　と呆れたような声を出す。

（ちょっと待って、呆れてる場合じゃないでしょ！）

　とても主人を害されている者の態度とは思えない。

　あまりの覇は気きのなさに、それでも親衛隊なの！　と心の中で罵ば倒とうしながら、ユウキはこの隙すきにと、クリスの脇わきの下したに手を入れると、引きずるようにして王妃との距きよ離りを取った。

「だってどう考えても、クリスティン王女は、わたくしにとってもだけれど、この国にとっても邪じや魔まなんだもの。それに彼女も死にたがっていたのよ。だから手伝ってあげただけ」

　さながらサスペンスドラマなどで見る、追い詰められた犯人の独白のよう。王妃はあっさり殺意を認める。

（クリスが死にたがってるなんて──そんなわけないし！）

　心の中で反論しつつも、時じ間かん稼かせぎが成功しているのを見て取ると、ユウキは必死でクリスの身体からだを弄まさぐった。

「怪け我がは!?　──どこ、どこを刺されたの！？？」

　致ち命めい傷しようになりうる場所を探る。ナイフがきらめいた首のあたりには傷はない。

（あれ？）

　と思いつつ、手を下へ伸のばす。胸、そして腹に触ふれる。だがいくら弄ってみても傷は──ない。

　不ふ可か解かいでたまらず、彼の胸に耳を当てると、その下の心臓はとくん、とくんと規則正しい音を立てている。それは力強い、命の音だった。

「……え？」

　呆ぼう然ぜんとするユウキの頭に大きな手がのせられる。髪を優しくなでられて身体を固めると、クリスが大きなため息を吐き苦笑をもらした。

「おまえさ。無意識なんだろうけど、ちょっと煽あおりすぎじゃない？」

　その言葉にギョッとする。ユウキはクリスの胸にしっかりと顔をうずめていた。

「わああああ!!」

　真っ赤になって飛ぶように離れたが、引き締まった硬かたい筋肉の記き憶おくはぶわりと全身に伝わった。

　恥はずかしくて仕方がないものの……この状況を説明して欲しくて、ユウキはクリスをまじまじと見つめた。

「だ、大丈夫なの？」

「ん……まあ、おれの命には別状はないと思う」

　いたずらっぽい笑みに、何か含みを感じる。クリスが妙みように少年っぽく見え、あれ？　とユウキは目を瞬まばたかせた。

　そして、もう一度彼の姿を見て、別の意味で全く大丈夫じゃないことに気がついた。

「クリス、…………か、髪！」

　裏返った声が出た。クリスの髪がうなじのあたりで、見るも無残に切り落とされていたのだ。

　髪の在あり処かを求めて、呆然と目線を移すと、王妃が勝かち誇ほこった顔でそれをぶら下げていた。

　彼女は腰こしに左手を当て、長い髪を摑んだままの右手を優勝トロフィーのように空に掲かかげ、仁に王おう立だちで言い放った。

「これで、姫は死んだわ──！　これで、この国で一番美しい女性はわたくしになる。ルドルフの一番愛する女性も、これでわたくしになるのよ！」
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「ほら、似合うじゃない。すっきりしたでしょう？　ねぇ、クリスティアン王子。本当の自分に戻もどった気分はどう？」

　ふっふっふと笑うと、王おう妃ひはクリスの長い髪かみをブンブンと振り回す。苦笑いしながらそれを見ていたクリスは、やがて大きなため息を吐ついた。

「これで、あんたを脅おびやかす者はいなくなった、な。あーあ、ムカつく。……けど、まあ確かにすっきりした」

　憑つき物ものが落ちたような顔をしているクリスを、ユウキは呆ぼう然ぜんと見つめる。

「……い、命を狙ねらわれてるって、言ってたよね？」

「狙われてたよ」

　クリスは真ま面じ目めな顔で頷うなずく。

　だが、どう見てもそうは思えない。王妃はクリスの髪を切っただけで満足しているのだ。

「ただし、おれの、姫としての命をな」

　混乱とともに頭の中の危機感が豆とう腐ふのように崩くずれていく。

「どういうこと……？」

　わけがわからずに問いかけると、クリスが気まずそうな顔で言った。

「この人、おれの姫姿が嫌きらいでしょうがないんだよ。『男らしくなりなさい』だと。嫁とついできたばっかりのくせに、母親面づらで頭ごなしに言われて腹立ったから、逆に姫として美しさに磨みがきをかけたんだ。正直に言うと、女装なんて全然趣しゆ味みじゃなかったけど、もうほとんど意地だった。そしたらあの手この手で無理やり男に戻そうとしてさ。だから家出したんだけど、二回とも準備不足で遭そう難なんして死にかけた」

　過去の逃とう亡ぼうの真相を聞いて、ユウキは呆然とするしかない。

（って、逃にげたって、単なる家出だったってこと？　で、前に失敗したから妙みように準備がよかったってこと？）

　頭がついていかない。

「で、前回捕つかまったあと、こっぴどく説教されたのはまだいいとして、この女、罠わなにかけやがったんだ」

　王妃はムッとしながら「お母様とお呼びなさい」と命じるが、クリスはつんとそっぽを向く。

「罠ですって？　わたくしを剣けんで倒たおせなかったら、言うことを聞くとクリスが言ったのよ。それなのにこの子、いざ負けたら逃げ出したの。最後に姫の姿で街を見たいと言うから、広い心で外に出してあげたら、あっという間に親衛隊を撒まいてしまって、びっくりしたわ。逃げ足だけは速いとか、わたくし、情なさけなくてしょうがない」

　王妃が呆あきれたように言うのを、クリスは顔をしかめて流すと、口をとがらせて言った。

「だってさ。髪を切られそうになったから」

「……髪？」

　王妃が、横から口を挟はさんだ。

「踏ふん切ぎりがつかないみたいだったから、切ってあげようとしたら泣いて逃げちゃったのよねえ」

　クリスはムキになって反論する。

「泣いてない。あれは噓うそ泣なきだ。あんたの親衛隊を味方につけるための」

「あら、そうなの？　あぁ、同情を誘さそったわけ。確かにあなたの涙なみだは武器になるけれど……ほんと、やり口が小こ賢ざかしくて嫌いやになっちゃうわねえ。それだから女の子にモテないのよ」

　言いたい放題の王妃に、クリスは「余計なお世話だ」と、とうとう真っ赤になる。

「大体、いきなり刃は物ものを突つきつけられて、黙だまって切らせるわけがないだろうが！　髪を切るなら、普通はハサミだ。どう間ま違ちがっても長ちよう剣けんじゃない」

　喧けん々けん諤がく々がくと言い争う親子の前で、ユウキはまじまじとクリスの短くなった髪を見つめる。よく手入れされた、八年伸ばしていたという美しい髪は今、王妃の手の中にある。

（そんなに大事だったの？）

　髪は女の命とは言うけれど、男の子のクリスにそこまでのこだわりがあると聞くと違い和わ感かんは大きかった。

　戸と惑まどうユウキに、王妃は賛同を求めるように問いかけた。

「びっくりするでしょう？　クリスティアンという息子むすこがいると聞いて嫁いできたら、わたくしより美人な娘むすめが『クリスティン王女です』なんて名乗るのだもの。その上、中身は手負いの獣けものみたいだし。どうしたものかしらってずっと悩んでいたのよね。ルドルフ──国王陛へい下かは好きにやらせておけっておっしゃるだけで、無責任なのか、前のお后きさき様の面おも影かげを見られて素す直なおに喜んでいるのかわからないし……。わたくしは、前のお后様を尊敬しているし、勝とうなんて思ってないの。だけど息子にまで女として負けるなんていうのはね、プライドが許さないし、万が一父子で間違いでもあったらどうすればいいの！　家庭の崩ほう壊かい──ひいては国家の崩壊よ！」

　末すえ恐おそろしいことを言いながら、王妃はどんどん機き嫌げんを損そこねていく。

（な、なんていうか、思ってた王妃様と全然違ちがうし……！）

　あっけに取られるユウキの前で、クリスは「落ち着けよアンドレア」となだめるが、王妃は「いいかげん、お母様とお呼びなさい！」と顔を真っ赤にする。それを見てクリスは楽しげに笑った。これは、わざと火に油を注いでいる。どうにも相あい性しようが悪すぎるのはユウキにもわかった。

　まず、若く美しい継まま母ははと多感な思春期の息子の不仲など、現代でもよく聞く話。うまくやるのは難しいに決まっている。

（──だけど。だけど違うよ。クリス、この人はあなたを憎にくんだりしてない。ただ──お母さんになろうとしてるんだよ）

　それがわかってしまって、ユウキは胸が熱くなった。

　王妃は確かに強ごう引いんだけれども、クリスにまっすぐに向き合っている。正面からぶつかり合って、腹を割って話そうとしている。愛がなければ、そんなことなどするわけがない。

　彼が愛されないこどもではないことが、純じゆん粋すいに嬉うれしかった。だから、彼にそれを知って欲しいと願った。

　クリスはユウキのほうを向く。そして、僅わずかに残った髪の房ふさを摑つかむと、気まずそうに眉まゆを寄せた。

「最初は父上を慰なぐさめるためだけにやってたんだ。おれが七歳の時、母上が亡なくなったあと、沈しずみ込んでやつれていくのが見てられなくってさ。おれ、母親にそっくりだったから。母上みたいな格好をして、母上の代わりに『元気を出してくれ』って言ったんだ。父上は喜んでくれたし、立ち直ると約束してくれたんだ。だから──おれは、必死で母上になろうとしてた」

　そこまで言うと、クリスは顔をしかめて王妃を見た。

「だけど。父上はこの人に惚ほれてからは、噓うそみたいに勝手に元気になってさ。今じゃ十とおは若返って見える。じゃあ、おれの努力はなんだったんだ？　って思ったんだよ。おれの価値はなんだったんだって。おれは父上には必要ないのかって」

　王妃が「馬ば鹿かねえ、そんなわけないじゃない」と呆れたような、それでいて切なそうな顔をしてつぶやいた。

　ユウキはぐっと胸が詰つまった。

　その感情にはユウキも覚えがある。自分を見て欲しいと頑がん張ばり続けたけれど、母の心を奪うばったのは物語だった。母の頭が作った理想のこどもたちだった。

「こんな女、絶対認められないって思って、意地になってた──でも」

　とクリスは苦笑いを浮かべる。

「同じように悩んでる奴やつがいてさ。なんつうか、鏡を見てるみたいで、いつまでもこんな真ま似ねしてるわけにもいかないって、冷静になれたっていうか。……つーか、そいつ、おれよりたち悪いし。母親の愛を、物語の中の人物と奪い合うとかさ」

　ぎくりとしてクリスを見る。すると、彼は口元を手で覆おおって、ぷいと顔を逸そらした。

「ごめん、おれ、おまえの手て帖ちよう見た」

「………ええええ？？？」

　瞬またたく間まに頭に血が上る。

（え、ちょっと待って、それ、それ、めちゃくちゃ困る！）

　ユウキの様々な葛かつ藤とうが書き散らかされているあのノートは、そもそも人に見せることなど考えてもいないのだ。

　日記を覗のぞき見られたような気分で、非難の言葉を探すユウキに、クリスは驚おどろくようなことを言った。

「で、馬鹿なことしようとしてるみたいだったから、さ。こうやって、話を進めてやったんだよ」

「は？」

　怒おこるのも忘れて目を丸くする。

「魔ま法ほうの鏡は、おれだ」

「…………は？」

　意味が飲み込めない。

（え、どういうこと、鏡がおれって、つまり？）

「って……クリスが、王妃様にここを教えたってこと？　じゃあ」

　先日殺されそうになったあの件は。言葉が出てこなくて口をパクパクさせると、クリスはばつが悪そうに頷いた。

「あれもこれも舞ぶ台たいを整えるための狂きよう言げんだ。髪を切るのを条件に、口裏を合わせて首絞しめるのを加減してもらった。騙だましてごめん」

　だが、騙された──などと思えない。とても思えない。

　つまりクリスは、ユウキの代わりに自みずから鏡の役割を買って出たというのだ。何のためなんてわかりきっている。

　ユウキが現実に帰るのを諦あきらめないように、そうしてくれたのだ。

　言葉を失ってただクリスを見つめていると、彼はやがて目を伏せ、王妃に向き直った。

　そして、ユウキが先ほどまで持っていたかごを指差すと、「そのリンゴを一つ取ってくれ」と王妃に頼たのむ。

「え？　でもこれ、毒があるでしょう」

　王妃は首を傾かしげながらもリンゴを拾う。

「え、え!?　それ、毒があるの？」

　つやつやと赤いリンゴはあまりにも美お味いしそうで、有毒などと疑いもしなかった。

　手伝ったルーカスを見ると「殿でん下かに、摘つんでもいいけれど食べさせるなと命じられておりました」と頷く。

　嫌な予感がしてユウキがリンゴに手を伸ばすと、クリスは一いつ瞬しゆん先にそれを奪った。

「仕上げをしないとな」

　伏せられていたクリスの目がユウキを射い抜ぬく。その目が覚かく悟ごを湛たたえている。ぞっと鳥とり肌はだが立つ。

「やめて──食べちゃだめだよ！　ねえ、ここにはまだ、王子様がいない！」

　だが、クリスは「違うな」と否定する。

「もうここには、王子しかいない」

　聡そう明めいそうなまなざしが胸に刺さった。ついこの間、クリスが一段階深い考え方をすると思ったばかり。

　息が止まりそうだと思うユウキに、

「これを食べるのはおまえだ」

　とクリスがリンゴを差し出す。

　ユウキが戸惑い、受け取りを拒きよ否ひすると、彼はナイフで地面に『夕ゆう姫き』と名を刻きざんだ。

「ユウキ──夕姫。おまえは名前に《姫》を持っている。そして黒くろ髪かみに、赤い唇くちびるを持った──おまえが白しら雪ゆき姫ひめだ」

　突とつ然ぜんの配役変へん更こうに心が追いつかない。クリスが何をしようとしているのかがわからない。

　クリスは一歩前に出る。そしてユウキがノートに書いていた白雪姫の一節を諳そらんじた。

「『最後には毒リンゴを食べて命を落とす』──それから『生き返る』。今から、この一番の難関を切り抜ける」

「でも──蘇よみがえりなんて、そんな不思議な現象、この世の中にはないよ！」

　クリスはリンゴをユウキに向かって放り投げる。落下しかけたそれをユウキは受け止め、すがるようにクリスを見つめた。そして直後目を見開いた。

「欠損が、髪が──」

　最後の欠損が修復されていた。燃えるように赤い髪をしたクリスは、

「欠損は、物語が進むに連れ修復される、か」

　とほっとしたように頷いた。

「欠損ってなんだろうって思ってたんだけど……おまえ、色が見えなかったんだろ？　だから、赤い髪のおれでも白雪姫だと思い込んだ。おれ、おまえの手帖を見たらすぐにわかったけどな。森で迷子の黒髪の女の子──それが白雪姫っていうならユウキのほうだろって」

「違う、わたし、白雪姫なんかじゃない！　だって、わたしはクリスみたいな、び、美人じゃないし！」

　反論するけれど、クリスは小さく首を横に振ってあっさり言った。

「ユウキは、綺き麗れいだ」

「…………は??」

　一瞬綺麗という言葉の意味がわからなくなる。卒そつ倒とうしそうなユウキの後ろで、王妃とルーカスも息を吞のんだ。

　そして、

「なんだかよくわからないけれど、ここ数日で、すごく男っぽくなっちゃったわね。口調も、態度も。……あれだけ苦労しても直らなかったのに。これはこれでわたくし寂さびしい」

「そうなんですよ、私がここに来た時には、すっかり男になってしまっていてですね。私も寂しい──いや、殿下を奪われたみたいでなんだかものすごく悔くやしいのです」

　と囁ささやき合う。

　一気に耳を赤らめたクリスが「外野は去れ」と冷たい声で刺すと、二人は迫はく力りよくに圧おされたのか、その場から離はなれる。

　森に静けさが戻ると、クリスは言葉を失ったままのユウキに再び向き直った。

「そして、おまえは母親に殺されそうになってる。──母親に愛されていないっていう妄もう想そうのせいで、おまえの世界に帰ることから逃げてるだろ。逃げたら、死ぬってわかってるくせに」

「…………！」

　絶句するユウキに、クリスは続けた。

「とにかく、欠損が補われたってことは、どうやらおれの考えは正しいみたいだ。不思議な現象はこの世界にも一つだけある。おれなら、この場面でそれを使う。っていうかここしか使いどころがない」

　彼はいつもどおり、人を安心させるような頼もしい笑顔を浮かべている。

　彼の青い目が言う。おれを信じろ、と。

「このリンゴの毒じゃ死ぬことはない。せいぜい発ほつ疹しんが出たり、腹を下すくらいだ。それなのに死んだのなら、そこには物語の意志が働いていることにならないか？　──大だい丈じよう夫ぶ。おまえは絶対に生き返る──おまえの世界で。それが正解だ」

「待って。わかったようなこと言わないで！」

　そう言い返しながらも、正しいと直感が訴うつたえる。

　死者を生き返らせる方法は、あちらの世界にも、この世界にも存在しない。だけど、毒リンゴを食べて死んだ姫は、生き返る。

　それは物語だからだ。

　物語の外側の人間には、それを可能にさせる力がある。想像力という力だ。

　外側の人間であるユウキには、物語を脚きやく色しよくすることが可能だ。そうノートに書いてある。

　この世界には魔法がない、だけど、この世界にはユウキという唯ゆい一いつの不思議要素がある。それだけが、この不可能を可能にできる力──魔法なのだ。

　そして、リンゴを受け取ったとたんに欠損が修復されたということは、おそらくこの選せん択たくが正しいということ。

　頭の中で、ぱちん、ぱちん、とパズルが嵌はまっていく。そして物語の完結というゴールが眼まな裏うらに浮かび上がる。

　この一番の山場を切り抜けるには、クリスの言うとおりにするのが一番よい方法に思えた。

　だが──

（待って。待って！！！）

　ユウキの心が切り裂さかれて悲鳴を上げる。

「わたし、ここから離れたくない！」

　母のことは関係ない。逃げるのではなく、自分の意志でクリスの傍そばにいたいと思った。

　しかし、ユウキの主張は無視される。クリスは毒々しいまでに赤いリンゴの上から、ユウキの手を包み込んだ。その赤は血の色──命の色だ。

「食べるんだ！　おまえは自分の世界に帰らないとだめだ！」

「帰っても、待ってる人なんていない！」

「いいや、いる。おまえはちゃんと愛されてる」

「そんなこと、どうして言えるの？」

「じゃあ、どうしておまえはこの世界を白雪姫の世界だと思えたんだ？　どうして白雪姫の話を知っていたんだ！」

「…………」

　母親が読み聞かせてくれたんだろう!?　──クリスの真しん剣けんな目がそう言っていた。

　胸が震ふるえる。信じたい、だけど怖こわいと目を背そむけていた事実。

「だけど、それは本当に小さかった時だけだし」

　クリスはユウキを逃のがさない。

「本当か？　それはおまえが字を読めるようになったからじゃないのか？　字が読めるようになったおまえには、代わりのものがちゃんと与えられていたはずだろ」

　ユウキは胸が詰まる。

　母が読み聞かせの代わりにユウキに与えてくれたもの。

　たくさんの本。たくさんの物語。

　思い切って飛び込んでみなさい、世界はどこまでも広がっているんだから──と、たくさんの世界を惜おしげもなく与えてくれた。

　ユウキは自分からそれを拒こばんだ。

「帰って、ちゃんと母親に直接確かめろ。怖がらないで、甘えてみろ。絶対返してくれるから。──おれもちゃんと母上と向き合った。もう逃げない。だからおまえも頑張れ。じゃないと、いつまでたっても平行線だ」

　厳しく言われて、ユウキは目を伏せる。

「……でも、わたしはきっともう、こっちでは目覚めないよ。白雪姫は王子様とは結けつ婚こんできない」

　ユウキが生き返ることができるのは現実の世界。こことは別の世界だ。

　そうしたらハッピーエンドには届かない。ユウキの王子様は、あちらの世界にはいないのに。

　理り屈くつをこね、駄だ々だをこねるユウキをなだめるようにクリスは言う。

「じゃあ、いっそ今ここで結婚しようか」

　ユウキは目を剝むく。

「そんな大事なこと、何簡単に言ってるわけ!?　こっちでは目覚めないんだから死体と結婚することになるんだよ!?」

「役が足りなくても、配役交代でも、ここまでこじつけだらけで大丈夫だったんだろ。なら、あとはどうとでもなるって。こっちのことは任せておけよ」

　自分がいなくなったあとの世界を想像する。

　配役交代という言葉が耳について離れない。つまりは死んだユウキの代わりに、誰だれかがクリスの妃きさきになるのかも──考えると、胸が切り裂かれそうだった。

（いやだ。そんなの──いやだ！）

　ユウキはこの世界にとどまる理由を必死で探している自分に気がついた。だけどそんなものはクリスの傍にいたいという勝手な思いでしかない。心の受け入れ先に拒否されれば、ユウキは帰るしかないのだ。

　いつしか止めどなく涙がこぼれていた。

　クリスはユウキの手からリンゴを奪うと、口の前に差し出した。

　首を横に振って拒こばんだが、クリスの青い瞳は静かな決意に満ちていて、ユウキのわがままを許さなかった。




「自分の世界で生きろ。それがおまえのためだ」




　それでも頑かたくなに拒否すると、切なげに目を伏せたクリスがリンゴを齧かじる。驚いて目を見開いたユウキの唇にクリスの唇が重なった。

　小さなかけらが転がりこみ、じわり、と甘い果か汁じゆうが喉のどの奥おくに広がっていく。

　吐はき出したいけれど、クリスの温かな、泣きたくなるほどに優しいキスがそれを阻はばんだ。

　やっぱり離れたくないよ──と再び口にしようとした時、リンゴのかけらは図はからずも、喉の奥へ落ちていく。

「！」
















　急激な息苦しさに、ユウキはもがく。

　同時に天と地がひっくり返る、強きよう烈れつな重力の変化が身体を覆った。

　木こ漏もれ日びが差し込む空が地面に。森が空に。逆転する。

（いやだ──空に引っ張られる──！）

　クリスへと手を伸ばす。

　だが、ユウキの手は空くうを切る。

　クリスが泣きそうな顔でユウキを見上げている。拳こぶしを体の脇わきで握にぎりしめて。

　彼は手を伸ばす代わりに笑った。




「ユウキ、おれ、おまえのこと好きだった。おまえを守りたかった。だから、男に戻りたいって思ったんだ」




　ありがとう──その言葉が、ユウキが聞いたクリスの最後の言葉だった。
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「姉ちゃん!?」

「……ユウキ？　夕姫！」

　目覚めたユウキの視界に入ったのは、白い漆しつ喰くいの天てん井じようと、それから母と弟のタクヤの顔だった。

「あ、れ……わたし……」

　頭がひどくぼんやりした。すさまじく長い夢を見ていたようで。

　幸せな、いつまでも続いて欲しいような、そんな夢だったような気がする。

　思い出そうとしても頭の中に靄もやがかかったようで、うまくいかない。

　何か大事なことを忘れているような気がして、ユウキは喪そう失しつ感かんに焦あせった。

　だが、母がわっと泣き出したせいで、我に返る。

「ごめんね、ごめんね──あんたが無理してるって、これっぽっちも気づいてなくて。拓たく哉やにさんざん怒られたよ。母さんが姉ちゃんを使いすぎたからこうなったんだって」

「え、ええと、何？　貧ひん血けつで倒れたとか？」

　それ、いまいち自分には似合わないな──そんなことを考えながらも、状況が摑めなくてユウキは辺りを見回した。

　白い壁かべ、銀色のサッシ、ベージュのカーテン。言ってしまえば、すこぶる地味だ。生活感がまるでない。

「ここ、どこ？」

「まやま総合病院だよ」

　タクヤが答える。

「まやまって……ああ、図書館の近くの……って、え、なんで？」

「夕姫、図書館で倒れて、救急車で運ばれたんだよ──もうびっくりして」

　母の顔がやつれていた。珍しく髪をひっつめているせいで、こめかみの白髪しらがが目立ってしまっている。

　まるで締め切り前の切せつ羽ぱ詰つまった時の母みたいで、

「お母さん、締め切り大丈夫なの？」

　とユウキが問うと、

「あんた、馬鹿なの──!?　娘が倒れたっていう時に仕事なんかするわけないでしょう！」

　と目を吊つり上げた母に怒られた。

「え、でも」

　驚きすぎて言葉を失う。

（え、今、お母さん、なんて言った？）

　仕事よりも、自分を選んでくれた？

　そう考えたとたん、ユウキはこれが夢なのではないかと疑った。

　頰ほおをつねろうと思って、腕うでを上げようとしたユウキだが、身体からだが動かない。

（あれ、なんで？）

　もう少し力を入れるとようやく腕が上がった。だが、上がった腕を見てぎょっとする。

　点てん滴てきの管が刺さっている。それに気づいたとたん、ユウキは額ひたいにも違和を感じた。

　何か貼はられていて、そこからコードが何本も伸びているのだ。大げさすぎる光景だ。

（ど、どういうこと──!?）

　驚いてチューブやコードを触さわっていると、看護師に「だめですよ」と叱しかられる。

「母さん、寝ねずの番ばんしてたんだよ。ま、普ふ段だんが放置しすぎだから、このくらいして当然だと思うけどな」

　そう言いつつも、タクヤはどこか嬉しそうだった。

　いまいち状況が把は握あくできない。何が起こっているのか詳くわしく尋たずねようとした時、

「賀か上がみさん、起きたって？」

　のんびりした声とともに白衣を着た男性が入ってきた。優しげな顔に丸い眼鏡めがねをかけている。

「真ま山やま先生」

　母が場所を譲ゆずると、真山先生と呼ばれた白はく髪はつの医師は、ユウキのベッドの隣となりの簡かん易い椅い子すに腰こし掛かけた。そして「ちょっといいかな」とまず体温計を手て渡わたした。次に脈を測る。そして聴ちよう診しん器きで胸の音を聞いて、下した瞼まぶたを押し下げ、喉のどを見る。

　こんなふうに診しん察さつされるのは久しぶりだ。タクヤと違って、ユウキはめったに病気をしなかったから。

　ぴぴっと音がして体温計が計測終了を知らせる。脇の下から取り出した体温計が示したのは、三六・五度。平熱だ。

「熱もないし、どこも異常はなさそうだねえ。気分は？」

「平気です」

「うーん、まあ念のため、もう一日入院ね」

　思ったより大おお事ごとだったらしいとユウキはその時になってようやく気づいた。

　てっきり貧血だと思ったのに。もしかしたら、倒れた拍ひよう子しに頭でも打ったのだろうか。

「入院ってそんな大げさな」

　目を剝くユウキに、真山先生は眼鏡の向こうからニッコリと笑いかけ、ユウキがさらに目を見開かざるをえないことを言った。

「大げさじゃないんだよ。君ね、十日間眠ねむり続けてたんだからね」
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　看護師の手で、身体に刺されていたいろいろな管や電極が取り外されていく。

　意識不明になると大変だと、他ひ人と事ごとのように思う。だって、やはり信じられないのだ。

　母とタクヤが言うには、ユウキはなぜか喉にリンゴを詰まらせて倒れていたらしい。

　そのこと自体がちょっとありえないのだけれど、リンゴが取り除かれたあとも、ユウキは十日間目覚めなかったそうだ。

　脳に異常が見られるかもしれないと、ユウキは眠っている間に様々な検査を受けたそうだが、どんな検査でも全く異常が見つからなかったらしい。

「弟さんがねえ、過労だと言ってお母さんと喧けん嘩かして大変だったのよ」

　腕から最後の点滴を外すと、看護師が苦笑いしながら暴ばく露ろする。

「だってよ。過労以外に考えられるか？　朝早くから弁当作って、学校から帰ったら家事がガッツリ溜たまってるしさ。その上夜よる遅おそくまで勉強してりゃ、くたびれるに決まってんだよ。仕事が大変なのはわかるけど……家政婦代わりに姉ちゃんを使うなってんだ」

　って……おれも人のこと言えねえんだけどよ……とふくれっ面つらのタクヤが言うと、母がどんどん小さくなる。

「大丈夫って言うから言葉通りに取っちゃったのよ。いつもニコニコしてるから……無理してるって気づかなかった。……ごめんねえ。お母さん、自分のことでいっぱいいっぱいで。それでお父さんにも逃げられたのに、またおんなじことしてて。学習しなくて本当に情なさけないわ」

　しゅんとうつむくと、母はぽろぽろ涙をこぼす。

　母は昔、物語に夢中になりすぎて、父に逃げられた過去を持つ。ユウキが六歳の頃の話だ。祖母の愚ぐ痴ちで知ってはいたけれど、母の口から聞くのは初めてだった。

　いくら作家として成功していても、シングルマザーの大変さがわからないわけではない。だからこそ、物語に没ぼつ頭とうする母を見ても、寂しさや憤いきどおりを堪こらえ、いい子を装よそおって頑張ってきたのだった。

「わたし、大丈夫だから。拓哉もそんなふうに言わないで」

　本当は大丈夫ではない。

　母が仕事だからと割りきってやっているのならば、嫉しつ妬となどしなかった。

（わたしたちといる時よりも楽しそうにしないで。物語の登場人物より、わたしとタクヤを見て）

　そんな本音を飲み込む時、ユウキの胸はズシンと重くなる。

（……あれ？）

　だが、ユウキは不可解さに眉をひそめた。

（……なんだろう、いつもと違って心が軽い）

　ユウキは原因を探さぐって、理解した。

　先ほどの、母の言葉のせいだ。

『娘が倒れたっていう時に仕事なんかするわけないでしょう！』

（お母さんが、仕事よりも、わたしを選んでくれた。物語よりも、わたしを選んでくれた！）

　たとえそれが十日間だけのことだったとしても構わなかった。その事実一つで心が躍おどり出していたのだ。自覚すると喜びが膨ふくらみ、頰が緩ゆるむのを堪こらえきれない。

　タクヤがニヤニヤしながら「おれ、今日は帰るから。明日試合なんだ」と病室を出て行く。

　扉とびらが閉まる寸前で、まるで邪じや魔ま者ものは去るとでもいうように『ごゆっくり』と口パクで言われ、ユウキは思わずそっぽを向く。心の中を見み透すかされているようで、姉の威い厳げんが保たもてそうにない。

　と、逸らした視線の先、備え付けの簡易テーブルの上に一冊の本が置いてあるのに気がついた。

「お母さん……これ」

　それは有名な御お伽とぎ噺ばなしが詰め込まれた古い童話集だった。ユウキが幼い頃に読み聞かせてもらっていたもので、もう角は破れ、開くとところどころ綴とじ糸が見えている。

「ああ、それ。夕姫がよく読んでってせがんだ本。……ほら、仕事が忙いそがしくて読んであげられなくなったでしょう。いくらでも読んであげるから、戻ってきてって。一いつ緒しよに読もうって祈りながら読んだのよ。なんでか、本ほん棚だなでこれを見つけたとたん、こうしたらいい気がしてね。よく考えたら、何の関係もないのに変ね」

　しんみりと話す母に、ユウキは胸が熱くなる。

「……ねえ、お母さん？」

「なあに」

　何年ぶりなのだろうか。幼い頃と同じような穏おだやかな時間が流れていた。平和で、怖いことなど一つもないと信じていられた、あの頃と同じ。

　ユウキはむずむずと落ち着かなくなる。

　ずっと問いたくて、問えなかった。答えを聞くのが怖かった問いかけを今、したくてしょうがなかった。なぜか、今なら聞けると思った。

『怖がらないで、甘えてみろよ』

　心の中で誰かが笑って背中を押した。

　ユウキは力を得て、口を開く。

「わたしと、お母さんの本に出てくる子たち、どっちが大事？」

「夕姫、あんたねえ……！」

　母は目を丸くしたあと、ぐしゃぐしゃに顔を歪ゆがめた。

「あんたに決まってるじゃない！　あんたを産んだから、わたしは『お母さん』になれたのよ！　わたしはお母さんになれたから、娘の可か愛わいさを知ったから……今みたいにたくさんのこどもたちを生み育てることができているの！」

　母はユウキを抱だきしめると、頭を撫なでてくれる。昔みたいに。昔、ユウキを包み込むくらいに大きかった身体は、今はすごく小さかった。母は顔を伏せたまま何度も言う。

「お姉ちゃん。いっぱい我が慢まんさせてごめんね。あんたはほんとに我慢強いいい子。だけど、いつもいい子じゃなくたっていいんだからね」

　ユウキは母の胸の中で目をつぶり、鼻をすすった。

　懐なつかしい気持ちに身体中包まれて、これ以上ないくらいに幸せだと思った。

　そして、ふと思いついて口にしてみる。

「お母さん、絵本読んで。昔みたいに」

「いくらでも読んであげるよ。何がいいの」

　受け入れてくれる母に涙がにじむ。

（ホントだ。言わないと伝わらなかった。怖がってたらいつまでも平行線だった──）

　そう言ったのは、誰だっただろう。

　無む性しように感謝したくなったユウキの口から、何気なくそのタイトルはこぼれ出た。




「白雪姫」




　とたん、唇に温かな感触が蘇よみがえり、身体の奥から切なさが込みあげた。

　たった今満たされたはずなのに、やはり何かが──何か途と方ほうもなく大きなものが足りない気がして、どこかへ駆かけ出したくて仕方がなくなる。

　ユウキの眦まなじりから、一筋の涙が溢あふれだす。

『泣くなよ、ユウキ』

　そんな声が響ひびくとともに、涙で霞かすむ視界で、あどけない笑顔がちらついた気がした。








完
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　はじめまして。山やま本もと風ふ碧みと申します。

「御お伽とぎ噺ばなしを翔かける魔ま女じよ」をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　童どう話わ、謎なぞ解とき、デスゲーム、それから絶世の美少年という、個人的に好きな要素を詰め込んだ、異世界トリップファンタジーです。ヒロインと一緒にハラハラドキドキな旅をしていただけたら、これほど嬉うれしいことはありません。

　私の童話好きは、幼おさないころの読み聞かせから始まりました。母が買ってくれた童話全集二十巻は、未だに家に並んでいて、創作の原点となっています。有名な童話から世界の民話まで本がぼろぼろになるまで読みましたが、中でも特に好きだったのは、その全集の第一巻のタイトルを飾っていて、今作のモチーフになった物語です。




　この作品は、第一回カクヨムＷｅｂ小説コンテストにて特別賞を頂いた作品を改稿したものです。こうして本として世の中に送り出す事になって思い出すのは、最初に書いたお話をウェブサイトに公開した日のことです。自分の中で生まれてしまった物語を、どうしても誰かに読んでもらいたかったのです。震ふるえる手で公開ボタンを押したことを覚えています。技術も何もないのに今思えば本当に無む謀ぼうだったなあと思います。

　漕こぎ出したウェブ小説の世界というのは、思いの外ほか厳きびしい世界でした。個人サイトではＰＶで。投稿サイトでは、さらにブックマーク数、評価点など、様々な要素で小説の人気を測はかることができるため、データに踊らされ、自分の書きたいものを見失いそうになるのです。

　そんなときに支えてくださったのが、昔からサイトに足を運んでくださる読者の方でした。私が書いた物語を、好きだと伝えてくださる方がいたからこそ、今も私は小説を書けています。本当にありがとうございました。これからも最新作を最高傑けつ作さくにしようという気き概がいを忘れずに、頑張っていこうと思います。

　そして、カクヨムコンテストでこの作品に光を当ててくださった、読者の方、選考者の方。数ある作品の中から、このお話を選んで下さいまして、ありがとうございました。

　イラストを担当していただいたあき先生。物語の特性上、色々と制約のある中（特にヒーローに）、素晴らしいイラストを描いていただき感動しております。拝はい見けんしてからときめきすぎて頭が使い物になりません。いつか描いていただきたいと焦こがれていた先生にデビュー作を引き受けていただけて、最高に幸せです。ありがとうございました。

　編集様。構成、設定などに対しての的確なご助言のおかげで、作品のレベルを数段引き上げていただけました。校正者様には、恥はずかしい誤ご字じ脱だつ字じ、勘かん違ちがいを優しくご指し導どういただきました。勉強させていただけて嬉しいです。他、出版に関わってくださったすべての方に感謝しております。ありがとうございました。

　そして、お友達の作家様。最後の高い壁をやっと乗り越えました。温かい激げき励れい、ありがとうございました。これからも変わらず仲良くして下さい。

　いつも支えてくれる家族へも最大限の感謝を。やっと摑んだ夢への第一歩。精一杯頑張ります。

　最後に読者の方。お読みくださいましてありがとうございました。感想は創作の糧かてとなります。心に何か届きましたら、一言でもお言葉をいただけると嬉しいです。

　それでは、また皆様にお会いできますように！





山本風碧
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Fumi Yamamoto




１月17日生まれ、福岡育ちの千葉在住。

家の近所で、見知らぬ道を見つけては散策するのが、ちょっとした楽しみです。

特に新しく造られた道に足を踏みいれる時は、先に広がる異世界を夢想してワクワクします。そして、迷ったかと不安になった頃、見知った場所に出てほっとする。

──そんな小さな冒険が大好きです。
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雲の上のホテルに行ってきました。

雲海がすごく綺麗でした。
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